
感染症定期報告の報告状況（2009／3／1～2009／8／31）  資料No．4－2  

報告者  
適正  

lD  受理日  番号  
名   

一般名   生物由来成   原材料名  原産国  含有区分   
分名  

文   症    使用  出典   概要   

献   例    措置   

l  2009／3／6  80944  東菱薬  幼牛血液抽出物   幼牛血液抽  幼年血液  オーストラ  有効成分  有  無  無  異型クロイツ  PLoS   米国アラ／くマのBSE確定ウシでウシプリオン蛋  

品工業  出物   抽出物  リア、  フェルト・ヤコブ  
ニューソー  病   2008：4：  

ランド  elOOO156   
と同一であり、ウシPmp遺伝子内で潜在的病  
原性変異を有するBSE確定ウシの最初の報告  
である。最近の疫学的試験によるとK211アレ  
ルは6062頭のウシで全く検出されず、E211K変  
異は極めて頻度が低い（2000例中1例未満）。   

2  2009／3／6  80945  東菱薬  
ヘモコアクラーゼ   ヘモコアク  ブフジル   

ロエ業  ラーゼ   

3  2009／3／9  80946  武田薬  
晶工業   ド   リア、  

沈降ジフテリア破傷風混合トキ  ニューソー  

ソイド  ランド   
沈降破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
ジフテリアキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥破傷風ウマ抗毒素   

4  2009／3／9  80947  武田薬  
晶工業   ランド、中  

沈降ジフテリア破傷風混合トキ  圃   
ソイド  
乾燥痘そうワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  
コレラワクチン  
ジフテリアキソイド  
ウイル病秋やみ混合ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素   

5  2009／3／9  80948  武田薬  
晶工業   ランド、  

乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  オーストラ  
ン  リア   

日本脳炎ワクチン  
乾燥日本脳炎ワクチン  
弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合  
ワクチン   
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用
置
‖
 
 

適
便
措
‖
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生物由来成  
分名   

ウシ心臓透  
析外液  

一般名   

沈降精製百日せきジフテリア破   原材料名  ウシ心臓  
含有区分   

製造工程  

感染症（PT）   

傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

インフルエンザHAワクチン  80950  

80951  

東面秦  

最主筆  
武田薬  
品工業  

発育鶏卵   

ニワトリ胚細  
胞  

発育鶏卵   

ニワトリ胚  

日本   

日本  

製造工程   

製造工程  

2009／3／9  

2009／3／9   乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合  
ワクチン  

乾燥まむしウマ抗毒素  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  

乾燥破傷風ウマ抗毒素  

2009／3／9  

2009／3／9   

康宙秦  

晶工業   

窟由秦  

品工業  

アメリカ合  
衆国   

アメリカ合  
衆国、カナ  
ダ  

製造工程  

製造工程  

80g52  

乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  
弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合  
ワクチン  

沈降精製百日せきジフテリア破  

80953  

2009／3／9   衰由菱 品工業  ／くクトカジト  

ン  

ウシの乳  
80954  

傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

2009／3／9  

衰由秦 品工業  

ワクチン  ウシ血清  
ウシ血液  アメリカ合  

衆国、  
－・・・・ユ‾ン‾  

ランド、  
オーストラ  
リア  

製造工程  
80g55  

乾燥弱毒生風しん混合ワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  
日本脳炎ワクチン  
乾燥日本脳炎ワクチン   

乾燥弱毒生麻しん風しん混合  
ワクチン  
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報告者   
名   

武田薬  

品工業   
生物由来成   分名  スキムミルク  

含有区分   

製造工程  

一般名   

沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
ジフテリアキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
ジフテリアキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  

痘そうワクチン  

乾燥痘そうワクチン  
ワイル病秋やみ混合ワクチン   

乾燥まむしウマ抗毒素  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  

乾燥破傷風ウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風トキソイド  
コレラワクチン  
ジフテリアキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥破傷風ウマ抗毒素  

原材料名   

ウシの乳  

2009／3／9   

武田薬 品工業  

ウシ肝臓  ウシ肝臓  
80957  

2009／3／9  80958  

武田薬 品工業  
ウマ血清  

ウマ血液  製造工程  
＿ユ‾ン′‾’  

武由垂  

串：王ご貰  

武田薬  

皐壬葦  
日立化  

成工業   

日立化  

成工業  

森‾   

蕪■   

蕪‾  

森‘  

■‥   
蕪   

‾‾‾   
蕪   

‾■  
有  

…   
嵩   

ウシ皮膚   

ウサギ血清   

ウマ免疫グ  
ロブリン   

ウシ肉水  

ウシ皮膚   

ウサギ血液   

ウマ血清  

ウシ肉   

製造工程   

製造工程   

製造工程  

製造工程  

蕪‘‾   

蕪‖   

蕪‾‾  

蕪■■  

日本   

日本   

日本  
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便
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生物由来成   分名  ペプシン  
感染症（PT）   

ウイルス感染  

概要   

FDAの抗ウイルス剤諮問委員会はSolvay社の  
Creon（Pancrelipase徐放剤、NDA20－725）およ  
びその他の膵酵素製品（PEPs）がブタ由来であ  
ることから、ブタウイルスによるヒトへの感染リ  
スクについて検討した。今までにヒトにおける感  
染が発生したとのエビデンスはないが、全ての  
ブタ由来PEPは動物のウイルスを含有し、ヒト  
における感染のリスクをもたらす可能性がある  
とぅベルに記載すべきであると勧告した。   

ブタにおけるEbola－Restonウイルスの初めての検  
出：フィリピンにおいてブタからEbota－Restonウイ  

ルスが検出されたことを受けて、フィリピン政府  
がFAO、OIEおよびWHOに専門家の派遣を要  
請した。2007年およぴ2008年にNuevaEc払お  
よぴBulacanの農場においてブタの死亡が増加  
したことからフィリピン政府による調査が開始さ  
れ、ブタ繁殖・呼吸器障害症候群（RRRS）およ  
ぴEboIa－Restonウイルス感染が確認された。フィ  
リピンのサルにおいては感染が確認されてい  
る。   

受理日  

2009／3／9   

一般名   

ペパシズマブ（遺伝子組換え）  

原材料名   

ブタ胃組織  原産国   米国  製造工程  
含有区分  

Meeting of 
the Antiviral  
Dmgs  
Adviso†Y  

Commjttee  
2008年12月2  

日  

OIE Press  

Release  

23Dec2008  

：二  

製造工程  

製造工程  

ペパシズマフ（遺伝子組換え）  

破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  

破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチ  
ン  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  

チャイニーズ  
ハムスター卵  

巣細胞  
ウシの肝臓  

チャイニー  

ズハムス  

ター卵巣  
不明  

オーストラ  

リア、  
・・・＿ユ‾ン■‾  

ランド  

2009／3／9  

2009／3／10  

車外盛  
薬   

阪大藤  
生物病  
研究会  

80964  

80965  ウシの肝臓  

インド、  

オーストラ  

リア、  
＿．ユ‾ソ‾  

ランド  

製造工程  
ビーフハート  

インフュー  

ジョン  
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報告者   
名   

阪大微  
生物病  
研究会  

概要  出典   感染症（PT）  含有区分   

製造工程  

原産国  

オーストラ  

リア、  
ニューソー  

ランド  

一般名  

破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチ  
ン  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド  
沈降破傷風トキソイド  

製造工程  
米国、オー  

ストラリア、  
ニューソー  

ランド  

スキムミルク  
ウシの乳  

破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチ  
ン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
コレラワクチン  
沈降破傷風トキソイド  

製造工程  
ウシの乳  ポリペプトン  百日せきワクチン  

破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチ  
ン  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
コレラワクチン  

インフルエンザワクチン  
インフルエンザHAワクチン  

沈降新型インフルエンザワクチ  
ン（H5Nl）  

発疹チフスワクチン   

＿．．ユーン‾ ランド  

製造工程  
日本  発育鶏卵  尿膜腔液  

阪大微  
生物病  
研究会   

阪大微  
生物病  

研究会  

2009／3／10  80970  

製造工程  
該当なし  

卵黄嚢  発育鶏卵  

（製造中止 品目）  
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報告者   
名   

日本ピー  
ン′‾ン●‾  

製造  

一般名   

精製ツベルクリン  

感染症くPT）   

鳥インフルエン  
ザ  

出典  

原産国  日本  
含有区分   

製造工程  

概要   

自然水レザバー中の超低濃度インフルエンザ  
ウイルスを検出する簡便法を開発した。ニワト  
リの全血から分離した赤血球細胞を用い、細  
胞表面のシアリルリセブタ一に対するウイルス  
結合と凝集による濃縮を行い、鶏卵胚で培養  
後ウイルスを検出した。検出感度と確率をPCR  
法と比較した。   

2006年2月から8月にHN51型インフルエンザウ  
イルスのアウトブレイクが起こったカンボジアの  
3つの村で土壌表面のスワップ、貯水池の水中  
植物、死亡した家禽等の環境調査を実施した。  
14世帯領域から採集した77サンプル中27サン  
プル（35％）がrRT－PCRによりH5Nl陽性であるこ  

とが確認され、家禽飼育場所の定期的な消毒  
の必要性が示唆された。   

ニワトリに実験的にH5Nlインフルエンザを感染  
させ、気管と種々の組織におけるウイルスの局  
在について解析した。と畜前の気管スワップの  
抗原検出試験は発症または死亡した感染ニワ  
トリを同定するには役立ったが、発症前の検出  
感度は低かった。  

80944に同じ  

J Virol 

Methods  
Vol．149．  

No．1，180－183  

2008  

鳥インフルエン ザ  Emerging  
lnfectious  
Diseases  
Vol．14，No．8．  

1303－  
1305．2008  

鳥インフルエン ザ  Avian  
Diseases．  
Vol．52．No．1．  

P40－44，2008  

PLoS  

精製ツベルクリン  異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

2009／3／10  
80973  ウシの乳  添加物  

オランダ、  
ベルギー、  
ドイツ、ル  
クセンブル  
グ  

日本ピー ン蠣ソ‾‾ 製造   
乳糖  

Pathogens  

2008：4：  

elOOO156  

JtnfectDis  

2008；198：  

81－89  

末技種のシリアンハムスター（Shas）を、Sc237  
プリオンに経口的に感染させたShasと共に飼  
育するかまたはその排泄物に曝露させた。曝  
露した動物でのプリオン感染率は80－100％で、  
潜伏期間は140日以下であり、糞、おそらく美  
食を介した伝播が示唆された。Shaプリオンを  
過剰発現するトランスジェニツクマウスに脳内  
接種したところ、潜伏期間の無症候期を通して  
低レベルの感染性プリオンの排泄が続いてい  
た。  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

l  

一－1  

払≡誓訂箸 
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概要   

プロテアーゼ抵抗性プリオンタンパク（PrP－reS）  

の細胞内取り込みについて、、ユニークな抗体  
エピトープを標識結合することにより、取り込ま  
れたPrP－reSと細胞内在性のPrP－reSやプロテ  

アTゼ感受性PrP（PrP－Sen）とを区別することが  

可能になった。PrP－reSの取り込みはスルーピー  
の種類や細胞種によらず速やかであり、一部  
の細胞だけに見られ、PrP－reSの調整法と凝集  
サイズに依存することが明らかになった。  

典型的BSEプリオンと非典型的プリオン（H型・」  

型）の脳への伝播をMet129ヒトPrPトランスジェ  

ニツクマウスを用いて比較した。典型的BSEプ  
リオンとは異なり、L型非典型的プリオンは伝播  
のバリアーを示さず蓄積された。H型では伝播・  
感染しなかった。L型プリオンに関連する人獣  
共通感染症のリスクはMet129PrP対立遺伝子  
対をもつヒトにおいては、典型的なBSEよりもリ  
スクが高い可能性が示唆された。   

感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

出典  

Virology  
Vol．379No．2  

284－293．  

2008  

異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

Emerging  

Infectious  

DLSeaSeS，  

Vol．14．  

No．12，1898－  

1901．2008  

有効成分   

製造工程  

ヘパリンナト  

リウム 血清  ブタ小腸粘 膜 ウサギ血液  
イタリア  80974  

80975  

シオノケ  

ミカル  

化学及  
血清療  
法研究  
所＿＿‖‖  

化学及  
血清療  
法研究  
所  

ヘパリンナトリウム   

ウイル病治療血清  

2009／3／12  

2009／3／16  

ウシ乳  2009／3／16  沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリアトキソイド  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン   

沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリアトキソイド  
コレラワクチン  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  
破傷風トキソイド  

カザミノ酸  80976  

製造工程  
スキムミルク  

米国  
2009／3／16  化学及  

血清療  
法研究  
所  

ウシ乳  80977  
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正
用
置
‖
 
 

適
任
措
‖
無
 
 

報告者   
名   

化学及  
血清療  
法研究  
所  

生物由来成   分名  ポリペプトン  
一般名   

沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  

原材料名   

ウシ乳  

感染症（PT）  含有区分   

製造工程  

ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ワイル病治療血清  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
破傷風トキソイド  

沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  

2009／3／16  

血清療  
法研究  
化学及   所  

肝臓  80979  

ジフテリア破傷風混合トキソイド  
乾燥ガスえそウマ抗毒素  
ガスえそウマ抗毒素  
乾燥ボツリヌスウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
破傷風トキソイド  

沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  

繭■  オーストラ リア  
製造工程  

ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリアトキソイド  
コレラワクチン  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥ガスえそウマ抗毒素  
ガスえそウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
破傷風トキソイド  

コレラワクチン  

コレラワクチン  

乾燥はぶウマ抗毒素  

化学及  

血清療  
婆嬰零  
化学及  

血清療  
法研究  

化学及  

2009／3／16  

2009／3／16  

2009／3／16  

ハートイン  
フュージョン  

アガー  
ハートイン  
フュージョン  
ブイヨン  

はぶウマ抗  
毒素  

ウシ乳・心  

臓   

ウシ乳・心  

臓   

ウマ血液  

製造工程  

製造工程  

有効成分  

80981  

80982  

80983  日本  

血清療 法研究  
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症
例
…
無
 
 

生物由来成  
分名   

まむしウマ抗  
毒素   

血清  

報告者   
名   

化学及  
血清療  
法研究  

化学及  
血清療  
法研究  
所  

概要   感染症（PT）  出典  含有区分   

有効成分  

製造工程  

原産国  

日本  

一般名   

乾燥まむしウマ抗毒素  

沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド   

ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリアトキソイド  
ウイル病治療血清  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  

インフルエンザHAワクチン  
インフルエンザワクチン   

乾燥はぶウマ抗毒素  
乾燥まむしウマ抗毒素  
乾燥ガスえそウマ抗毒素  
ガスえそウマ抗毒素  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥ボツリヌスウマ抗毒素  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  

ウイル病治療血清  

ワイル病治療血清  

沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド   

ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
破傷風トキソイド  

乾燥はぶウマ抗毒素  

乾燥まむしウマ抗毒素  

原材料名   

ウマ血液  

ウマ血液  

2009／3／16  

2009／3／16  蕪‥  蕪－  ＿      ヽナ ＿ユ‾ン‾  80985  

製造工程  

製造工程  

日本  

米国  

花車哀  

血清療  
法研究  

化学及  
血清療  
法研究  
所  

ペプシン  発育鶏卵  

ニワトリ発  
育鶏卵   

ブタ胃  

2009／3／16  
80986  

蕪‾■  

蕪t‾  

蕪‾■  

蕪‾  

蕪●  

蕪‾  

製造工程  

製造工程  

製造工程  

化学及  
血清療  
法研究  

化学及  
血清療  
法研究  

化学及  
血清療  
法研究  
所  

肝臓  

血液  

ハートエキス  

2009／3／16  

2009／3／16  クジラ心臓  
海洋生物  

80990  

蕪■‾  

蕪‥  

2009／3／16  

2009／3／16  

化学及  
血清療  
法研究  
化学及  
血清療  
法研究  

はぶ毒  

まむし毒  

ハブ毒素  

マムシ毒素  

日本  

日本  

原材料  

原材料  

80991  

80992  
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t
 
 

報告者   
名   

化学及  
血清療  
法研究  
所  

生物由来成   分名  乳糖水和物  
一般名   

乾燥日本脳炎ワクチン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥組織培養不活化A型肝炎  
ワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワ  
クチン  

乾燥日本脳炎ワクチン  
日本脳炎ワクチン   

乾燥抗破傷風人免疫グロブリン  

感染症（PT）  原材料名   

ウシ乳  

含有区分   

添加物  

製造工程  

80994  

80995  

2009／3／16  

2009／3／26  

正章哀  

血清療  
襲撃零  
化学及  

血清療  
法研究  
所  

脳  

抗破傷風人  

免疫グロブリ  
ン  

日本    米国  

製造工程  

有効成分  
ProMED－  リケッチア症  オランダ・ブラバント州の公衆衛生局が行った  

調査でQ熟の症例報告数が急激に増加し、  
2008年7月21日付けで491症例が報告されてい  
る。怒染症管理センター長によると、実際の感  
染者数は報告された症例数の10倍であると思  
われる。2007年までは0熱はオランダではほと  
んど存在しなかった。  

インド東部のウッタルプラデシ州で小児を死亡  
させている原因不明のウイルスは、インド保健  
省の専門家らにより急性脳炎症候群と診断さ  
れた。同州の13の地区では、数週間におよそ  
800人の患者が発生し150人が死亡したと報告  
され、その数は増加すると見られている。血液  
検査で日本脳炎陽性となった患者は5％以下で  
あった。日本脳炎とエンテロウイルスとの混合  
怒染の可能性について調査中である。  

こ  

ウイルス性脳  
炎  

ProMED－  

maiは008082  

8．269了  

ウイルス感染  
インフルエンザ様疾患の小児の呼吸分泌物中  
から、汎ウイルスマイクロアレイ法を用いて、初  
めてヒトカルディオウイルスを同定した。系統遺  
伝学的分析から、このウイルスはTheilerのネ  
ズミ脳脊髄炎ウイルス亜型に属し、Saffoldウ  
イルスと最も近縁であった。また、胃腸疾患患  
者群498名から得た751例の糞便検体中6検体  
からカルディオウイルスが検出された。   

2008年10月初旬に南アフリカでアレナウイルス  
による感染のアウトブレイクが同定された。9月  

12日から10月24日までに計5例が報告され、5  
例中4例が死亡し、1例は入院中である。死亡し  
た4例では発病から死亡まで9－12日間であっ  
た。塩基配列分析より、ユニークな旧世界アレ  
ナウイルスが原因であることが明らかとなっ  
た。現在のところ新たな疑い症例はない。   

Proc Natl  

Acad Sci  

USA2008：  

105：14124－  

14129  

ウイルス感染  ProMED－  

maiほ008102  

8．3409  

ー
ー
ー
 
】
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正
用
置
 
 

適
便
措
 
 

概要   

米国ミネソタ州の68歳男性が、2007年10月12  
－21日に手術後の輸血を受け、敗血症および  
多臓器不全をきたした後、10月31日に発熱を  
伴う急性血小板減少症を発現し、11月3～5日  
の血液検体からPCR及び抗体検査でアナプラ  
ズマ症感染が確認された。血液ドナーの1人に  
A．phagocytophilum陽性がPCR及びIFA検査で  
確認され、血液ドナーに感染源が確認された初  
の事例となった。   

感染症（PT）   

細菌感染  

出典  

CDC／MMWR  
2008：57：  

1145－‖48  

80996  インフリキシ  
マフ（遺伝子  

組換え）   

ウシ蛋白加  
水分解物   

インスリン  

有効成分  

インフリキシマフ（遺伝子組換 え）  

2009／3／16  フェリン  
グ・  

ファーマ   

フェリン  
グ・  

ファーマ  
フェリン  
グ・  

ファーマ  

フエリン  
グ・  

ファーマ  
フェリン  
グ・  

ファーマ  
フエリン  
グ・  

ファーマ  
フェリン  
グ・  

ファーマ  
フェリン  
グ・  

ファーマ  
日本メジ  
フイジック  
ス  

米国、カナ  
ダ  

米国  

米国、カナ  

ウシ牌臓、  

ウシ血液   

ウシ膵臓  

製造工程  

製造工程  

インフリキシマブ（遺伝子組換 え）  

2009／3／16  

2009／3／16  

インフリキシマフ（遺伝子組換 え）  

80998  

トラリア、  ダ、オース  ニューソー ランド  
ウシ血清ア  
ルブミン   

ウシ胎児血  
こ主 ′日   

ウシボブロテ  
ィン   

ウシアポトラ  
ンスフェリン   

マウス骨髄  
腫由来細胞   

テクネチウム  
大凝集人血  
清アルブミン  
（99mTc）  

ウシ血液  

ウシ血液  

ウシ血液  

製造工程  

製造工程  

製造工程  

製造工程  

製造工程  

有効成分  

蕪■■  

蕪‥  

蕪‖  

蕪‾‾  

蕪‖  

蕪‾‾  

蕪‾  

蕪‾  

蕪一  

蕪一  

蕪‾  

蕪‾  

‖  
有  

‥  
有  

蕪…  

‾■  
有  

‾‾  
有  

‾‾  
有  

インフリキシマブ（遺伝子組換 え）  

2009／3／16  

2009／3／16  

2009／3／16  

2009／3／16  

2009／3／16  

2009／3／17  

米国  

米国、カナ  
インフリキシマフ（遺伝子組換  

え）   

インフリキシマブ（遺伝子組換  

え）  

81000  

81001  

ウシ血液  

マウス骨髄  

腫   

生物学的  

インフリキシマブ（遺伝子組換 え）  

81002  

インフリキシマフ（遺伝子組換  

え）   

放射性医薬品基準テクネチウ  
ム大凝集人血清アルブミン  
（99mTc）注射液  

81003  

日本  81004  

製剤基準  
人血清アル  
ブミン  
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用
置
‥
 
 

遣
使
措
‖
無
 
 
 

生物由来成  
分名   

日局 ヒト絨  
毛性性腺刺  
激ホルモン  

一般名   

日本薬局方 注射用ヒト絨毛性  

性腺刺激ホルモン  

原材料名  

ヒト（妊婦）  

尿   
原産国  中国  

感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

出典  

受理日   2009／3／18  

含有区分   

有効成分  

概要   

ヒツジを用いた感染実験において、BSEは36％、  
スクレイピーは43％と予想以上に高い輸血伝播  
率を示した。高い伝播率および臨床的に陽性  
のレシピエントにおける比較的短期間の一定し  
た潜畔期間は、血中の感染性力価が高いこと  
およびTSEが輸血により効率的に伝播すること  
を示唆する。血液製剤によるヒトでのvCJD伝播  
を研究するために、ヒツジが有用なモデルであ  
ることが示された。   

80995に同じ  

8lood．  
Prepublished  
online 2008 
年7月22日  

ウイルス感染  Proc Natl  

Acad Sci  

USA2008：  

105：14124－  

14129  
日本医真菌  

健常者（63歳男性）の爪真菌症から  
Arthrographiskalraeを分離，同定した。土壌や  
堆肥との接触を介しての感染が疑われた。イト  
ラコナゾールの内服とミコナゾールの外用で治  
療を開始したが、心臓頻拍出現のため、外用と  
削爪のみで経過をみたところ、約6ケ月で略治  
した。日本での分離は本症例が初めてである。  

南アフリカとザンビア出身者の最近の死亡例3  
例はアレナウイルス科のウイルスが原因あるこ  
とが、NICDおよびCDCで行われた検査の結果  
明らかとなった。詳細な分析が継続されてい  
る。一方、南アフリカでは患者と密接に接触し  
た看護師が感染し、入院中である。  

実験的にプリオンを感染させ、有病期にあるハ  
ムスターの約80％の尿中に異常プリオン  
（PrPSc）が検出された。対照群での偽陽性は  
観察されなかった。また尿中PrPSc値は血中の  
約10分の1と推定された。尿中PrPScは感染性  
を維持しており、尿はプリオン伝播の原因とな  
りうることが示唆された。  

2007年11月22日、急性呼吸器症状を呈した東  
南アジアからの帰国者（38歳男性）が高病原性  
鳥インフルエンザの要観察例と判断され、イン  
フルエンザH5Nlの検査が依頼された。検査の  
結果、インフルエンザH5Nlの感染は否定され、  
オルソレオウイルスが分離された。これまで本  
ウイルスに日本人が感染した報告はなく、国内  
への侵入も初めてと考えられた。   

学会雑誌  
2008：49：92  

第52回 日本  
医真菌学会  
総会 2008  
年9月10－11  

日  
ウイルス感染  

2008年10月  

WHO／EPR  13日  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

Letters2008：  

582：3161－  FEBS   3166  

ウイルス感染  IASR2008；  

29：310－312  
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用
置
 
 

適
使
措
 
 

感染症（PT）   

細菌感染  

概要   

中国安徽省でヒト顆粒球性アナプラズマ症  
（HGA）と症状が一致する患者は、2006年10月  
30日に発症し、11月5日に死亡した。確定診断  
はされなかったが、発症する12日前にダニに刺  
されていた。11月9－11日に、この患者の血液お  
よび呼吸器分泌物との直接接触によると疑わ  
れる症例9例が報告され、HGAと確定診断され  
た。中国におけるHGA症例の初めての報告で  
ある。   

2007年11月、出血熱の複数症例がウガンダ西  
部のブンデイブギョ地方で報告され、新たに発  
見されたエボラウイルス種（ブンデイブギョエボ  

ラウイルス）によるエボラ出血熱であることが確  
認された。   

90100に同じ  

エボラ出血  PLoS  

Pathogens  

2008ニ4：  

elOOO212  

Eurek  

Alert（Novem  

ber24，2008）  

November  

ハンセン病、ら い腫型  

24．2008  日本感染症  

学会西日本  
地方会学術  
集会 第78回  
2008年12月5  
－6日 063  

本邦で初のEnterococcushirae感染例の臨床  
報告。化膿性胆管炎疑い患者の血液培養より  分離。  

263Kスクレイピーの臨床症状を呈するハムス  
ター22匹の尿にTSE感染性があることが示され  
た。これらの動物の腎臓と膀胱のホモジネート  
は20000倍以上希釈してもTS［感染性があっ  
た。組織学的、免疫組織化学的分析では、腎  
臓における疾患関連PrPの散発的な沈着以  
外、炎症や病変は見られなかった。尿中のTSE  
感染性が、自然のTSEの水平感染に何らかの  
役割を果たす可能性がある。   

81005に同じ   

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

Emerg lnfect 
Dis2008：14：  

1406－1412  

2009／3／18  
81006  

持田製 薬  下垂体性牲腺刺激ホルモン  下垂体性性  
腺刺激ホル  
モン（hMG）  

ヒト（閉経期  

婦人）尿  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

中国  
有効成分  

Blood，  
Prepublished  
online 2008 
年7月22日  

13／166ページ  
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報告者   
名   

持田製  
薬  

持田製  

薬  

症
例
…
無
 
 

生物由来成  
分名   

日馬 ヘパリ  
ンナトリウム  

トロンビン  

感染症（PT）   

エボラ出血  

出典  

Reuters  
（Janu引γ23．  

2009）   

Blood，  
Prepublished  
online 2008 
年7月22日   

PLoS  
Pathogens  
2008：4－  

elOOO156   

Blood，  
Prepublished  
online 2008 
年7月22日   

PLoS  
Pathogens  
2008：4：  

elOOO156  

概要  一般名   

日本薬局方 ヘパリンナトリウ  
ム注射液  

トロンビン  

原材料名   

ブタ腸粘膜  

含有区分   

有効成分  90299に同じ   

81005に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

異型クロイツ  

ウシ血液  

80944に同じ  

81005に同じ  トロンビン  

持田製 薬  
トロンポプラ  

ステン  

ウシ肺  
製造工程  ＿ユ‾ン‾  

フェルト・ヤコブ  
病  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

80944に同じ  

2009／3／18  

2009／3／19  

2009／3／19  

81010  

81011  

81012  

持田製  

薬  

ファイ  
ザー   

ベネシス  

インターフェロン ベータ  

ダルテパリンナトリウム  

人血清アルブミン  
乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  
人ハブトゲロブリン  
乾燥濃縮人血液凝固第Ⅷ因子  

人血清アルブミン  
乾燥濃縮人血液凝周儲Ⅷ因子  
乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子  

ヒト綬維芽  

細胞  
ブタの腸  

ブタ小腸粘  

膜  

日本  

中国  

中園  

有効成分  

有効成分  

製造工程  

インターフェ  
ロン ベータ  

ダルテパリン  
ナトリウム  

ヘパリン  フィリピンマニラの農場で2008年10月にブタで  
始めてエボラレストンウイルスが確認され、  
2009年1月には当該農場の労働者少なくとも1  
名で抗体陽性を示した。同ウイルスのブタから  
ヒトヘの感染を示す初の報告。   

高力価の培養デングウイルス セロタイプ2をア  
ルブミンおよび免疫グロブリンの各種製造工程  
（低温エタノール分画、陽イオン交換クロマトグ  

ラフィー、低温殺菌、S／D処理およびウイルスろ  
過）前の検体に加え、各工程での同ウイルスの  
クリアランスをVeroE6細胞培養における  
TCID50アツセイおよびRT－PCRで5Btl定した。そ  
の結果、全てのエ程が不活化・除去に有効で  
あることが示された。   

エボラ出血  
（December  
23．2009）  0Ⅰ［  

2009／3／19  
81013  ベネシス  

デング熱  人血清アル  
ブミン  

人血液  
日本  

有効成分 添加物  
宥■‾   蕪‾  Transfusion  

2008．48：  

1342－1347  
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正
用
荘
 
 

適
使
措
 
 

感染症（PT）   

デング熱  

出典  概要   

2005年9月20日～12月4日のプエルトルコの米  
国赤十字におけるすべての供血16521検体中  
のデングウイルス（DENV）RNAを  
TMA（transcription－mediatedamplification）法で  
測定したところ、12検体（0．07％）がTMA陽性で  

あった。4検体は、RT－PCR（DENVセロタイプ2  
およぴ3）陽性であった。RT－PCR陽性4検体中  
3検体でウイルスを培養することができた。TMA  
陽性12検体中1検体がIgM陽性であった。1：16  
に希釈した場合は5検体のみTMA陽性であった  

2005年から2007年に、テクングニヤウィルス  
（CHIKV）はレユニオン島で大流行し、供血は  
2006年1月に中断された。大流行中のウイルス  
血症血供血の平均リスクは、10万供血あたり  
132と推定された。2006年2月の最流行時にお  
けるリスクは、10万供血あたり1500と最高で  
あった。この期間中、757000人の住民のうち推  
定312500人が感染した。2006年1月から5月の  
平均推定リスク（0．7％）は、CHZKVNAT検査によ  
る血小板供血のリスク（0．4％）と同じオーダーで  

あった。  

2005年の中国の4都市（Beuing、UmluChi、  
KunmingおよぴGuangzhou）における供血検体  
のHEV感染率を調べた。その結果、ルーチン検  
査（抗日CV、抗HIVl／2、HBsAg、梅毒および  
ALT）陰性供血者の約1％は抗HEVIgMまたは  
HEVAg陽性で、HEV感染の可能性があった。  
また、ALTスケノーニングは中国のHEV感染血  
排除に役立つ可能性があった。   

1990年から2007年の中国における考王犬病発生  
傾向を調べた研究によると、最近8年間でヒト狂  
犬病症例数が急激に増加したことが明らかと  
なった。ヒト狂犬病は1990年から1996年の間は  
全国的な狂犬病ワクチン接種プログラムにより  
抑制され、わずか159症例が報告されただけで  
あるが、2006年は3279症例と激増した。   

81005に同じ   

Transfusion  

2008：48：  

1348－1354  

テクングニヤウ イルス感染  
Transfusion  

2008；48：  

1333－1341  

Vox  
Sanguinis  
2008：  
95（Suppl．1）：  

282－283  

ProMED－  

maiは008082  

6．2660  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

Emerg lnfect 
Dis2008；14：  

1406－1412  
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概要   

Blood誌のprepublishedonlineに掲載されたヒツ  
ジにおける研究によると、輸血によるBSE伝播  
のリスクは驚くほど高い。エジンバラ大学で行  
われた9年間の研究は、BSEまたはスクレイ  
ピーに感染したヒツジからの輸血による疾病伝  
播率を比較した。その結果、8SEおよびスクレ  
イピーとも輸血によリヒツジに効率よく伝播され  
た。症状を呈する前のドナーから採取された血  
液によっても伝播することが示された。   

マウスPrPScと混合させることによって折り畳み  
異常が起こったハムスターPrPCは、野生型ハ  
ムスターに対して感染性を起こす新規なプリオ  
ンを生成した。同様の結果は、反対方向でも得  
られた。PMCA増幅を繰り返すとinvitro産生プ  
リオンの順応が起こる。このプロセスは、invivo  
での連続継代に観察される株の安定化を暗示  
させる。種の壁と株の生成がPrP折り畳み異常  
の伝播によって決定されることが示唆される。   

80995に同じ  

出典  

AmerlCan  
Society of 
Hematology／  
Press  
Releases  
2008年8月28  

日  

感染症（PT）  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

Cel12008：  

134二757－768  

ウイルス感染  Proc Natl  

Acad Sci  

USA2008こ  

105：14124－  

14129  

PLoS ON∈  

2008：3：  

e3017  

非定型BSE（BASE）に感染した無症候のイ91）  
アの乳牛の脳ホモジネートをカニクイザルに脳  
内接種した。BAS∈接種サルは生存期間が短  
く、古典的8SEまたはvCJD接種サルとは異な  
る臨床的展開、組織変化、PrPresパターンを示  
した。感染牛と同じ国の孤発性CJD患者でPrP  
が異常なウエスタンプロットを示す4例のうち3  
例のPrPresに同じ生化学的特徴を認めた。  
BASEの霊長類における高い病原性および見  
かけ上孤発性CJDである症例との関連の可能  
性が示唆された。   

81005に同じ  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

ウイルス感染  WHO／EPR  

2008年10月  

13日   

Transfusion  

2008；48：  

1342－1347  

81013に同じ   
デング熱  

有効成分  ベネシス  乾燥濃縮人血液凝固第Ⅷ因子  人血液  
日本   2009／3／19  

81014  

血液凝固第  
Ⅷ因子  
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正
用
置
 
 

適
任
措
 
 

感染症（PT）   

ウイルス感染  

出典  概要  

81005に同じ  
2008年10月  

WHO／EPR  13日  

2009／3／19  斎ご三  
共  

精製下垂体  

性性腺刺激  
ホルモン  

中国衛生部は、中国において新たに鳥インフ  
ルエンザ感染例1例（2008年12月24日発症、  
2009年1月5日死亡）を報告した。   

WHOに報告された鳥インフルエンザ（H5Nl）ヒト  
確定症例数。2003～2009年の症例数及び死  
亡数。2008年はバングラデッシュで症例1例、  
カンボジアで症例1例、中国で症例4例（死亡4  
例）、エジプトで症例8例（死亡4例）、インドネシ  

アで症例24例（死亡20例）、ベトナムで症例6例  
（死亡5例）。   

中国における鳥インフルエンザ感染情報。2009  
年1月の感染例は、Hunan省の16歳男性（1月  
20日死亡）、Shandong省の27歳女性（1月17日  
死亡）、Be蜘ng省の19歳女性（1月5日死亡）。  

90137に同じ  

中国  
有効成分  

鳥インフルエン ザ  人尿   8101（∋  

2009年1月7  

WHO／EPR  日  

鳥インフルエン ザ  
2009年1月22  
WHO／EPR  日  

鳥インフルエン ザ  ProMED－  

maiほ009012  

1－0263  

細菌感染  ProMED－  

mai12008122  

9－4095  

香港のTaiPoHospitalの男性精神科病棟で患  
者15例がStreptococcuspyogenes（A郡β溶血  
性連鎖球菌）検査に陽性であった。  

中国における結核菌の薬剤耐性率は世界平  
均の約2倍であった。多くの患者が副作用やコ  
ンプライアンスの悪さによって治療を中断して  
いることが問題である。  

中国において、2008年5月から2009年1月10日  
の間にアンゴラから帰国した労働者において14  
例のマラリア症例が確認された。  

レンサ球菌感  
染  

結核  

ProMEDmai12  

008123ト・  

4135  

ProMED－  

mai】2009011  

4－0151  

ProMED－  

mai120090＝  

4－0156  

Shandong省Yantai市で狂犬病患者が増加して  
いるとの報告。  

2008年11月17日、カナダにおいて新たにBSE  
感染牛が1例確認された。これはカナダにおけ  
る15例日である。BritishColumbiaの農場。  

米国インディアナ州南東部の牛の群において  
ウシ結核が1例確認され調査中である。   

ProMED－  

mai120090111 

4－0157  

精製下垂体性性腺刺激ホルモ  
ン  

2009／3／19  81017  英国及び  
ポルトガル  
を除く   

添加物  
ProMED－  

maiは008111  

9－3648  
ProMED－  

mai12008120  

5－3826  

t
■
．
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正
用
置
 
 

適
任
措
 
 

概要   

米国ミネソタ州のBeItramiCountyにおいて、ウ  
シ結核が3頭で確認された。  

90232に同じ  

感染症（PT）   結核  

出典  

ProMED－  

mai12008120  

7－3839  

ProMED－  

mai12008120  

8－3856  

結核  

製造工程  
2009／3／19  

81018  

抗FSHマウス  
モノクローナ  
ル抗体  

ワウシニアウ  
イルス接種  
家兎炎症皮  
膚抽出液  

パルナ／くリン  

ナトリウム  

マウス  イタリア  
第一三  
共  

フジモト・  
ダイアグ  
ノスティッ  
クス  

味の素  

精製下垂体性性腺刺激ホルモ ー′  

2009／3／23  
81019  日本白色  

種家兎皮  
膚抽出液  

健康なブタ  

の腸粘膜  

中国  
有効成分  

81012に同じ  
ウイルス感染  

2009／3／23  パルナパリンナトリウム  
81020  

中国  
有効成分  

0Ⅰ［  

（December  
23，2009）   

promedma‖り  

anuaけ23，  

2009）  

フィリピンマニラの農場で2008年10月にブタで  
始めてエボラレストンウイルスが確認され、  
2009年1月には当該農場の労働者少なくとも1  
名で抗体陽性を示した。同ウイルスのブタから  
ヒトヘの感染を示す初の報告。  

フィリピンマニラの農場で2008年10月にブタで  
始めてエボラレストンウイルスが確認された  
後、2009年1月には当該農場の労働者少なくと  
も1名で抗体陽性を示し、今回さらに4例の抗体  
陽性例を認めた。   

エボラ出血熱  

エボラ出血熱  WHOEPR  
Disease  

Outbreak  

News（Febnu8  

Ⅳ3．2009）  

2009／3／24  

2009／3／24  

北里研  
究所  

北里研  
究所  

コレラワクチン  

コレラワクチン  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  

コレラワクチン  

コレラワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  

81021  

81022  

ウシ心臓抽  

カザミノ酸  出物   

ウシ心臓  

ウシ乳  

米国  
製造工程   

製造工程  

2009／3／24  

2009／3／24  

81023  

81024  

北里研  
究所  

北里研  
究所  

ビーフエキス  
トラクト  

スキムミルク  

ウシ筋肉   

ウシ乳  

製造工程   

製造工程  
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正
用
置
‖
 
 

適
任
措
‖
無
 
 

生物由来成   分名  ペプトン  
感染症（PT）   一般名  

コレラワクチン  

原材料名   

ウシ乳  

原産国   

中国、ポー  

ランド、  
＿ユ‾ソ‾  

ランド  

含有区分   

製造工程  

沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン   

幸乞燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  

先皇房  
究所  

ラクトアルブ  

ミン水解物  
オーストラ  

リア、  
－ユ‾ンフ  

ンド、米  

国、カナダ  

ニューソー  

ランド、カ  

ナダ、米  

国、オラン  

ダ、ベル  

ギー、ドイ  

ツ、ルクセ  

＿ユ‾ン‾  

ランド、  

オーストラ  

リア   

＿ユ‾ン‾  

ランド、米  

国  

日本  

製造工程  
2009／3／24  81026  

北里研  
究所  

乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  

エリスロマイ  

シンラクトビ  
オン骸塩  

製造工程  
2009／3／24  81027  

幸乞燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  

乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン   

インフルエンザHAワクチン  
インフルエンザワクチン  
沈降新型インフルエンザワクチ  
ン（H5Nl株）  

乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  

日本脳炎ワクチン   

沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  

ウシ胎児血  
清、新生仔  
牛血清  

乳糖水和物  

ウシ血液  
製造工程  

北里研  
究所  

2009／3／24  81028  

添加物  
北里研  
究所  

2009／3／24  81029  

北里研  
究所  

発育鶏卵  
発育鶏卵  

製造工程  
2009／3／24  81030  

ニワトリ胚初  
代培養細胞  

マウス脳乳  

液  
ウマ血清  

製造工程  

製造工程   

製造工程  

北里研  
究所  

北里研  

零所＿．  
北里研  
究所  

鰐化鶏卵  日本、米国  

日本   

米国  

81031  

2009／3／24  

2009／3／24  

2009／3／24  

マウス脳  81032  

81033  
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生物由来成  
分名   

ウマ脱繊維  
素血液  

一般名   

沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
沈降破傷風トキソイド  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド   

乾燥弱毒生風しんワクチン  

パルナパリンナトリウム  

ダルテ／くリンナトリウム  

乾燥ポリエチレングリコール処  
理人免疫グロブリン  

感染症（PT）  原材料名   

ウマ血液  

出典  含有区分   

製造工程  

概要  

北里研  
究所  
伊藤ライ  

フサイエ  

ンス  
メルクセ  
ローノ  

日本製  
薬  

ウサギ腎初  
代培養細胞  

パルナパリン  

ナトリウム   

ダルテパリン  
ナトリウム  

ポリエチレン  
グリコール処  
理人免疫グ  
ロブリンG  

ウサギ腎臓  

ブタ腸粘膜  

ブタ小腸  

人血液  

日本  

中華人民  
共和国   

中国  

日本  

製造工程  

有効成分  

有効成分  

有効成分  

蕪‖   

蕪■■  

蕪‾‾   

着’‾  

蕪‾   

蕪■  

森‾   

蕪‾  

■‾   
有   

…  
蕪  

‾‾   
有   

‥   
有   

2009／3′／24  

2009／3／25  

2009／3／25  

2009／3／26  

81035   

81037  

81038  B型肝炎  スロヴ工ニアで、HBs抗原陰性で抗HBc抗体陽  
性、抗HBs抗体低力価陽性、HBVDNA陽性の  
濃厚赤血球と新魚羊凍結血兼を輸血された59歳  
の患者が4ケ月後に急性B型肝炎を発症した。  
また同じ供血血液由来のRCCの輸血を受けた  
71歳の患者も7ケ月後にH8V感染を認めた。2  
例ともドナーと同じ配列を有するジェノタイプD  

が感染していた。潜在性B型肝炎ウイルス感染  
者の血液は抗HBs抗体が陽性にかかわらず、  
感染性を有した。  

J Hepatol 
2008．48：  

1022－1025  

E型肝炎  2004年9月20日に39歳日本人男性から献血さ  
れた血液はALT高値のため不適当とされ、HEV  
陽性であった。当該ドナーの遡及調査の結果、  
9月6日にも献血を行い、HEVRNAを含有する  
血小板が輸血されていた。当該ドナーと親戚は  
8月14日にブタの焼肉を食べており、父親は9  
月14日に急性肝炎を発症し、E型劇症肝炎で  
死亡した。他に7名がHEV陽性であった。レシピ  
エントは輸血22日目にALTが上昇し、HEVが検  
出された。  

供血時には血清検査陰性であったが、その後  
HBVDNAが検出された供血者由来の血液成  
分を輸血された2名の免疫不全患者について  
調べた。受血者1はHBVワクチン接種を受け、  
抗HBsキャリアであったが、赤血球輸血後13カ  
月で急性B型肝炎を発症するまで他のH8V  
マーカーは全て陰性であった。供血者とHBV  
シークエンスが一致したため、輸血関連感染と  
確認された。受血書2は血小板輸血を受けた  
が、感染していなかった。   

Transfusion  

2008：48：  

1368－1375  

B型肝炎  
Transfusion  

2008．48：  

1602－1608  
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感染症（PT）   

パルボウイルス  

出典  概要   

血焚交換、コルチコステロイドおよぴコリンエス  
テラーゼ阻害剤による治療を受けていた重症  
筋無力症患者が、アルブミンを用いた血菜交  
換を行った2遇後にパルボウイルスB19感染に  
よる赤芽球減少症と診断された。アルブミン由  
来感染かどうかを確定することはできなかった  
が、アルブミンなどの血液製剤によるB19感染  
を除外することはできない。   

日本のブタから分離されたHEVジェノタイプ3ま  
たは4の4株について熱処理およぴフィルターに  
よる除去の程度を検討した。HEVはアルブミン  
溶液中で600c5時間加熱後およぴフィブリノゲ  
ン中で600c72時間加熱後も感染力が検出され  
たが、P8S中で600c5時間加熱後およぴはフィ  
ブリノゲン中で80℃24時間加熱後には検出限  
界以下に不活化された。一方、20nmナノフィル  
ター使用により完全に除去された。   

スロヴ工ニアで、HB＄抗原陰性で抗HBc抗体陽  
性、抗HBs抗体低力価陽性、HBVDNA陽性の  
濃厚赤血球と新鮮凍結血焚を輸血された59歳  
の患者が4ケ月後に急性B型肝炎を発症した。  
また同じ供血血液由来のRCCの輸血を受けた  
71歳の患者も7ケ月後にHBV感染を認めた。2  
例ともドナーと同じ配列を有するジ工ノタイプD  

が感染していた。潜在性B型肝炎ウイルス感染  
者の血液は抗H8s抗体が陽性にかかわらず、  
感染性を有した。  

81038に同じ  

2007：13：34－  LabHemato1  38  

E型肝炎  

2008；95：94－  

Vox Sangul山s  100  

乾燥濃縮人アンチトロンビンⅡ  人アンチトロ  

ンビンⅢ  
B型肝炎  

日本  
有効成分  

J Hepatol 

2008：48：  

1022－1025  

E型肝炎  
Transfusion  

2008：48：  

1368－1375  

81038に同じ  
B型肝炎  

Transfusion  

2008；48：  

1602－1608  

8103引こ同じ  パルボウイルス  
2007：13：34－  LabHemato1  38  

81038に同じ   
E型肝炎  

2008：95：94－  Vox Sangulnis  100  
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報告者   
名   

ジェンザ  

イム・  
ジャパン  
光製薬  

生物由来成  
分名   

ドナー子ウシ  
血清   

ダルテパリン  
ナトリウム  

受理日  

2009／3／26  

2009／3／26  

一般名   

アガルシダーゼ ベータ（遺伝  
子組換え）   

ダルテパリンナトリウム注射液  

原材料名   

ドナー子ウ  
シ血液  

原産国  

＿ユ‾ソ■■■■■  

ランド   

中国  

感染症（PT）  含有区分   

製造工程  

有効成分  
中国における口蹄痩：発生日 2008年11月6  
日、最初の確定日 2008年11月8日、報告日  
2008年11月12日、原因 口蹄疲ウイルス アジ  
ア1型。2008年11月6EIにGANSU省Tianshui地  
区Ganguで口蹄疫のアウトブレイクが発生し  
た。疑い例はウシ238頭、ヒツジ3重責およびブタ  

56頭、確定例はウシ102頭、死亡例0亘頁であっ  
た。疑い例は全て処分された。   

中国における豚繁殖・呼吸障害症候群  
（PRRS）の発生。中国北部Shanxi省Hongdong  
県でブタ1056頭死亡。同県周辺の屠殺場7箇  
所でも30頭の羅患ブタが確認された。  

81044  

r13．2008）  

ウイルス感染  ProMED－  

化学及  
血清療  

襲撃翠  
化学及  
血清療  
法研究  
所  

2009／3／27  

2009／3／27  

フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子  

乾燥弱毒生麻しんワクチン  

アブロチニン  

胚初代培養  

細胞  

ウシ肺腺  ウルグア  

イ、ニュー  
ジーランド  

日本、米  

国、メキシ  
コ  

有効成分  

製造工程  

81045  

81046  

乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワ  
クチン   

乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥組織培養不活化A型肝炎  
ワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワ  
クチン   

乾燥人血液凝固因子抗体迂回  
活性複合体  

血清療  
法研究  
化学及   所  

2009／3／27  
トリプシン  

ブタ藤撮  カナダ、米 国  
製造工程  

81047  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

90183に同じ  2009／3／27  
乾燥人血液  

凝固因子抗  
体迂回活性  
複合休   
乾燥濃縮人  

血液凝固Ⅷ  
因子   

人アルブミン  

有効成分  
米国  

バクス ター  
81048  

FebrualY17．  HPAweb  2009  
90183に同じ  2009／3／27  

乾燥濃縮人血液凝画Ⅷ因子  米国  有効成分  
バクス  
ター  

ノ音頭  
ター  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病   

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

February17，  HPAweb  2009  
81049  

90183に同じ   
乾燥濃縮人血液凝固Ⅷ因子  米国  添加物  

HPAweb Februan・17， 2009  
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生物由来成  
分名   

アブロチニン  
液  

アンチトロン  
ビン  

概要  出典  感染症（PT）  原産国   

ウルグア  

イ、ニュー  
ジーランド   

米国、ドイ  

ツ、オース  
トリア  

含有区分   

有効成分  

原材料名   

ウシ肺  

一般名   

フィブリノゲン加第ⅩⅢ包子  受理日   2009／3／27  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

製造工程  ヒト血液  
フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子  2009′／3′／27  

81052  
81013に同じ   American  

Society of 

HematoIogy／  

Press  

Releases  

2008年8月28  

日  

Clin lnfect 

Dis2008二48：  

25－30  

FDAはBPDR（生物学的製剤逸脱報告システ  
ム）により、2005年に2例、2006年に3例、2007  
年に3例の輸血によるバベシア症感染報告を  
受けていた。受血者は輸血後25～7週で症状  
が進行し、2ケ月以内に死亡した。  

90183に同じ  

バベシア症  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病   
異型クロイツ  

フェルト・ヤコブ  
病  

HPAweb  

Februan′17．  

2009   

Amer忙an  

Society of 

Hematology／  

Press  

Releases  

2008年8月28  

日   

Clin lnfect 

DIS2008：48：  

25－30   

HPAweb  

Febn」aけ17．  

2009  

Transfusion  

2008：48：  

1342－1347  

81013に同じ  有効成分  米国、ドイ ツ、オース トリア  フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子  フィブリノゲ  
ン  

ヒト血液  
2009／3／27  

81053  

CSL  

ベーリン グ  

81052に同じ  パベシア症  

90183に同じ  異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  

病   

デング熱  81013に同じ   有効成分  
添加物  

宥‾■  蕪‾  
人血清アル ブミン  

ヒト血液  
国、ドイ  2009／3／27  

81054  

人血清アルブミン  
人血液凝固ⅩⅢ因子  
フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子  

ベーリン  

CSL  グ  
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無
 
 
 

受理日   2009／3／30  

一般名   

人血清アルブミン  

原材料名   

人血液   原産国  日本  
感染症（PT）   

ウエストナイル  
ウイルス  

出典  含有区分   

有効成分  

概要   

2008年9月に、イダノアで何年かぶりにヒトのウ  
エストナイルウイルス（WNV）脳炎が2例報告さ  
れた。1例日はFerrar8とBolognaの間に住む80  
歳代の女性、2例日はFe汀araに住む60代後半  
の男性であった。また、ウマ6亘頁とトリ13羽で  

WNV感染が確認された。WNV髄膜脳炎の積極  
的サーベイランスプログラムが開始され、当該  
地域で供血者スクリーニング用NATが導入さ  
れた。また、当該地域に1日以上滞在したこと  
のある供血者を28日間供血延期する措置がと  
られた。  

米国の供血者のヘルペスウイルス8（HHV8）ゲ  
ノム陽性率について、高感度定量RTLPCR法  
（検出限界8コピー）よリ684名の検体を分析し  
たがHHV8ゲノムは検出されず、健康な供血者  
におけるHHV8陽性率は非常に低かった。  

No．38 2008  

ABC Newsletter   年10月17日  

HHV－8感染  Transfusion  
2008：48：  

Supplement  
lO5A  

2008年プリオ  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

CJDサーベイランス委員会による調査では  
1999年4月から2008年2月までの9年間に日本  
国内で1069例がプリオン病と判定された。うち  
孤発性CJDが821例（76．8％）、遺伝性プリオン病  
が171例（16．0％）、硬膜移植後CJD74例（6．9％）、  

変異型CJDl例（0．1％）、分類不能2例（0．2％）で  

あった。8本のプリオン病剖検率は欧米諸国よ  
り著明に低かった。孤発性CJDの病聖は欧米  
に比べMM2型が多かったが、非典型例が多く  
剖検されている可能性が考えられた。   

オーストリアの39歳男性が感覚異常などの神  
経症状で入院後、急速に悪化し、4ケ月後に死  
亡した。組織学的検査で海綿状変化、神経細  
胞脱落及びグリオーシスが、免疫組織化学的  
検査でびまん性シナブティックな異常プリオン  
の沈着が見られ、CJDと診断された。また患者  
のPRNPは129Me卜Metであった。患者は22年  
前まで死体由来のヒト成長ホルモン（hGH）製剤  
治療を受けており、医原性リスクが認められる  
ため、孤発性若年性CJDの可能性も否定でき  
ないが、WHO基準により確定医原性CJDと分  
類された。  

米国で、古典的CJDを発症した供血者計35名  
に由来する血液成分の受血者430名の遡及調  
査の結果、孤発性CJDが輸血で伝播する言正拠  
は無く、リスクはvCJDと比較して有意に低かっ  
た。   

ン研究会  

2008年8月  

29－30日  

クロイツフェル トヤコブ病  
J Neurol 
Neurosurg  
PsychiatrY  
2008：79：  

229－231  

クロイツフェル  
トヤコブ病  2008；48：  

Supplement  Transfusion   33A  
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概要   

野生型マウスおよぴヒトPrPを発現しているトラ  
ンスジェニツクマウスに、輸血関連vcJD感染第  
1号症例由来の脳材料を接種し、輸血によるヒ  
トヒト間の2次感染後のvCJD病原体の性質に  
ついて調べた。その結果、潜伏期間、臨床症  
状、神経病理学的特徴およぴPrP型について、  
vcJD（輸血）接種群はvCJD（BSE）接種群と類  
似していた。VCJD病原体は、ヒトにおける2次  
感染により、有意な変化が起こらないことが明  
らかとなった。  

81005に同じ  

感染症（PT）  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  

病  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

Emerg lnfect 

Dis2008：14：  

1406－1412  

81005に同じ  Blood．  
PrepubLished  
online 2008 

年7月22日  
2008年プリオ  

ン研究会  
2008年8月  
29－30日 ポ  
スター11  

ウイルス除去膜濾過工程を含んでいる製剤  
（血液凝固第∨ⅠⅠⅠ因子製剤：プラノバ20N濾過、  

抗HBs人免疫グロブリン製剤：プラノバ35N濾  
過）について、263K株感染ハムスターより得た  
SUS処理PrPScを用いて、その除去効果を検言正  
した。その結果、SUS処理PrPScは濾過膜の孔  
径よりも小さいにもかからわず、プラノバ35Nや  
プラノバ20Nで除去された。PrPScが凝集した  
り、膜へ吸着したためと考えられる。   

スクレイピー263K感染ハムスター脳乳剤を脳  
内接種したハムスターにおける血中PrPres経  
時的変化を追跡したところ、PK抵抗性3F4反応  
性蛋白バンドは、感染後4～6週で認められ、10  
週ではほぼ消失した。発症末期では血中  
PrPresと見られる蛋白バンドは認められなかっ  
た。PrPresをマーカーとした血液検査は感染後  
発症前～発症中期までに限定される可能性が  
示唆された。   

81013に同じ   

2008年プリア  

ン研究会  
2008年8月  
29－30日 ポ  
スター18  

異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

PLoS ONE  

2008：3：  

e3017  
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概要   

ヨーロッパにおいて報告された人口100万人当  
たりの新規HIV感染率は、2000年以降ほぼ2倍  
となった。2007年は、当該地域53カ国中49カ国  
から合計48，892例のHlV感染が報告され、エス  
トニア、ウクライナ、ポルトガルとモルドバ共和  
国で感染率が最も高かった。  

2009／3／30  
81069  

ワクシニアウイルス接種家兎炎  
症皮膚抽出液  

ワウシニアウ  
イルス接種  
家兎炎症皮  
膚抽出液   
カゼイン性ペ  

プトン  

ワクシニア  
ウイルス接  
種家兎炎  
症皮膚   

ウシ乳  

日本  
有効成分  

日本臓 器製薬  

2009／3／30  
ワウシニアウイルス接種家兎炎  

症皮膚抽出液  

製造工程  
ポーラン  

ド、中国、  
オーストラ  
リア、  
ニューソー  

ランド  

日本、カナ  
ダ  

日本  

日本  

日本  

中国  

日本臓 器製薬  
81070  

蕪一   

蕪‾   

蕪‾   

蕪‾   

蕪●  

2009／3／30  

2009／3／30  

2009／3／30  

2009／3／30  

2009／4／1  

81071  

81072  

81073  

81074  

90001  

ワクシニアウイルス接種家兎炎  

症皮膚抽出液  
ワウシニアウイルス接種家兎炎  

症皮膚抽出液  

ワクシニアウイルス接種家兎炎  
症皮膚抽出液  

日本脳炎ワクチン  
乾燥日本脳炎ワクチン  

ダルテパリンナトリウム  

カゼイン性ペ  

プトン  
叛尿膜  

ウサギ皮庸  

マウス脳  

ダルテパリン  
ナトリウム  

製造工程  

製造工程  

製造工程  

製造工程  

有効成分  

蕪‥   

蕪－‾   

蕪■‾   

蕪－一   

着‾一  

日本臓  
器製薬  

日本臓  
器製薬  

日本臓  
器製薬  

武田薬  
品工業  

日本ピー  
ン‾ン‾  

製造  

発育鶏卵  

ウサギ  

マウス脳  

ブタの小腸  2009年1月23日、フィリピンにおいてブタからの  
感染と考えられるエボラウイルス・レストン株抗  
体陽性者が確認され、1月30日、さらに4例の  
抗体陽性者が確認されている。現在まで抗体  
陽性者の健康状態は良好であり、過去12ケ月  
以内に主だった症状を呈していない。   

2008年11月8日、スペイン北東部、家内養豚場  
勤務の50歳女性がインフルエンザ様症状を発  
症し、ブタインフル工ンザAHINlが検出された。  
近縁者、同僚等での症状は認められていな  
い、   

エボラ出血  

2009；84：49－  WHO／WER  56  

nce2009こ14：  

Eurosun／e州a  1－2  
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概要   

2007年に、米国の豚肉製造工場で脳摘出のた  
めに圧縮空気を使用していたミネソタ州、イン  
ディアナ州、ネブラスカ州の3つの工場の作業  
員において慢性的な炎症性の脱髄性多発性神  
経障害が発生している。すでに自主的にこの  
作業は中止されている。   

90001に同じ  

感染症（PT）   

神経系障害  

出典  

Feedstuff  
Breaking  
News  
（2009／3／3）  

インフルエンザ  
90002  

日新製  
薬  

ヘパリンナトリウム  ヘパリンナト  

リウム  ブタの腸粘 膜  
中国  

有効成分  
Eurosurve川a  

nce2009：14：  

1－2   

WHO／WER  

2009；84：49－  

56  

Feedstuff  

Breaking  

News  

（2009／3／3）   

ProMED－  

mai12008082  

82697  

Proc Natl  

Acad Sci  

USA2008；  

105：14124－  

14129   

ProMED－  

mai12008102  

8．3409  

CDC／MMWR  

2008：57：  

1145－1148  

ProMED－  

mai12009012  

9，0400  

2009／4／1  

90001に同じ  エボラ出血  

90001に同じ  神経系障害  

ウイルス性脳  

炎  

ウイルス感染  

化学及  

血清療  
法研究  
所…＿   

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子  乾燥人血液凝固第Ⅸ因子複合 体  

血液凝固第  
Ⅸ園子  

ヒト血液   
日本   

有効成分  
80995に同じ  

80995に同じ  

80995に同じ  
ウイルス感染  

80995に同じ  細菌感染  

ユンガンウイルスは、マウスにおいて胎児死亡  
や奇形を起こすことが知られているが、疫学的  
データから、ヒトにおいても子宮内胎児死亡に  
関連していることが示唆された。   

ウイルス感染  
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措
 
 
 

感染症（PT）   

レトロウイルス  

出典  概要   

日本国内の前立腺がん患者30例の血清のうち  
2例からGagに対する特異的抗体反応が認めら  
れ、そのうちl例からはXMRV（Xenotropic  
MuLV－relatedvirus）核酸を検出した。また、献  
血者120例中5例でもGagに対する特異的抗体  
反応が認められた。日本国内の前立腺がん患  
者集団中にもXMRV感染が存在することが示  
唆された。  

rs’HeaIth  

2009年2月4  
CDC／Travele   日  

ジンパフェ保健当局からのコレラアウトブレイ  
クの報告。2008年8月26日から2009年1月31日  
までに61．304例の感染疑い、3．181例の死亡。  
また、ボツワナ、モザンビーク、ケニヤ、マラウ  
イ、ナミビア、ナイジェリア、ギニアビサウ及び  
トーゴといった周辺国からも発生が報告されて  
いる。   

rs’Health  

2009年2月4  

CDC／Travele   日②  

監  

乾燥ガスえそウマ抗毒素  
ガスえそウマ抗毒素  
乾燥ジフテリアウマ抗毒素  
乾燥ボツリヌスウマ抗毒素  

乾燥ガスえそウマ抗毒素  
ガスえそウマ抗毒素、  
乾燥ポッリヌスウマ抗毒素   

乾燥ガスえそウマ抗毒素  
ガスえそウマ抗毒素  
乾燥ポッリヌスウマ抗毒素   

乾燥ガスえそウマ抗毒素  
ガスえそウマ抗毒素  

乾燥ガスえそウマ抗毒素  
ガスえそウマ抗毒素  

乾燥ボツリヌスウマ抗毒素  

ウマ免疫グ ロブリン  
ウマ血液  日本  

有効成分  化学及  

血清療  
法研究  
所   
化学及  

血清療  
法研究  

甜∴＝＝＝  

化学及  
血清療  
法研究  

弔＿＿＿＿  

化学及  
血清療  
法研究  

所＿…  

化学及  
血清療  

2009／4／1   90004  

製造工程  
クックドミート  米国、カナ  

ダ  

米国  

2009／4／1   90005  

製造工程  
クックドミート  2009／4／1   90006  

プロテオース  
ペプトン  

プロテオース  
ペプトン  

米国  製造工程  
90007  2009／4／1   

製造工程  
ララ酉  

米国  
2009／4／1   90008  

法研究  

．＿＿＿ 化学及  

血清療  
法研究  
所  

製造工程  
ウマ肝臓  日本  2009／4／1  肝臓  90009  
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報告者   
名   

化学及  
血清療  
法研究  
所  

化学及  
血清療  
法研究  
所．．＿．．．．  
化学及  
血清療  
法研究  

日医工  

日医工  

東菱薬  

品工業  
東菱薬  

品工業  

ブイヨン  生物由来成   分名  
出典  概要  感染症（PT）  一般名   

乾燥ボツリヌスウマ抗毒素  

含有区分   

製造工程  
原材料名  ブタ胃  

沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン   

沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  

サノナスタチン  

ダルテパリンナトリウム  

バトロキソビン  

ワクシニアウイルス接種家兎炎  
症皮膚抽出液  

血液  ウシ血液  ニュージー  製造工程  

ランド  

カナダ、イ  

タリア、米  

国  
中華人民  
共和国  

中華人民  
共和国  

蕪‾‾  

蕪‥   

蕪‥   

蕪‥   

蕪‥  

…  
嵩  

‾‾   
有   

■■‾   
蕪   

…   
嵩   

41ff 

蕪   

パンクレアチ  

ノ／   

サノナスタチ  

＿／   

ダルテパリン  

ナトリウム  

バトロキソピ  

ー′   

ワクシニアウ  

イルス接種  

家兎炎症皮  

膚抽出液   

ヒト絨毛性性  

腺刺激ホル  

モン  

製造工程  

有効成分  

有効成分  

有効成分  

有効成分  

蕪‾  

蕪‾   

蕪‾   

蕪t   

蕪‾  

ブタ膵臓  

ヒト尿  

ブタ小腸粘  

膜  

蛇毒  

ウサギ皮膚  

2009／4／／1  

2009／4／1   

2009／4／2  

2009／4／2  

90015   

中華人民 共和国  

CDC中国国立研究所の研究者らによる研究  
で、中国における初めてのヒト顆粒球アナプラ  
ズマ症（HGA）症例およぴそれに続くHGAの初め  
てのヒトーヒト感染が報告された。指標患者は発  
熱・出血の発症の12日前にダニに刺され、安  
徽省の病院に入院し、死亡した。死亡前12時  
間に患者と濃厚接触した28名中9名が  
AnaplasmaphagocYtOPhilumに感染した。9名全  
員が血液に接触し、7名が気道分泌物に接触  
していた。この研究はJAMA2008年11月19日号  
に掲載された。  

2008年10月初旬に南アフリカでアレナウイルス  
による感染のアウトブレイクが同定された。9月  
12日から10月24日までに計5例が報告され、5  
例中4例が死亡し、1例は入院中であり、リバピ  
リンにより回復した。塩基配列分析より、新型  
の旧大陸アレナウイルスが原因であることが明  
らかとなった。現在のところ新たな疑い症例は  
ない。   

細菌感染  90017  

富士製 薬工業  
ヒト絨毛性性腺刺激ホルモン  

妊婦の尿 抽出物  
中国  有効成分  2009／4／3  ProMED－  

mai12008112  

0．3661  

ウイルス感染  
Bu‖etin of  

WHO2008：  

86ご912－913  
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感染症（PT）  出典  概要   

中国保健省はH5Nl鳥インフルエンザのヒト感  鳥インフルエン ザ   

染例を3例報告した。1例日は山東省27歳女性  
で1月5日に発症し、17日に死亡。2例目は山西  
の2歳女児で1月7日発症し重篤である。3例日  
は湖南省16歳男性で1月8日に発症し重篤であ  

る。  
シエラレオネ共和国から米国への移民男性に  
おいて川∨－2の新たなグループ（HIV－2－NWK－  

08F）が分離された。シエラレオネのサルの一  
種で確認されているサル免疫不全ウイルスと  
系統学的に類似している。感染者はサル接触  
歴、刺青、針刺し、輸血歴もなくヒトヒト感染が  
疑われている。  

Ogy2008：5：  

R（ItrOVio】  103   

2009／4／3   菖主恕  
薬工業   

富士衰  
薬工業  

トロンビン  トロンビン  
オーストラ  

リア、 －ユ‾ン‾■■■■■ ∫iミ．し－●＿．．． デンマーク  
有効成分  

90018  

2009／4／3   トロンビン  トロンポプラ  
ステン  

ブタの肺  製造工程  
エボラ出血  O て乏aもも  2009年1月23日、フィリピンにおいてブタからの  

感染と考えられるエボラウイルス■レストン株抗  
体陽性暑が確認され、1月30日、さらに4例の  
抗体陽性者が確認されている。現在まで抗体  
陽性者の健康状態は良好であり、過去12ケ月  
以内に主だった症状を呈していない。   

埼玉県における2002年1月～2007年12月の腸  
管出血性大腸菌の患者・保菌者372例と非発  

症者477例を対象とした牛肉の喫食状況のリス  

クを調査したケースコントロール研究である。20  
～29歳ではレバ刺し、ハンバーグ、50～59歳で  
はレバ刺しに関して有意善があった。  

90019  lWHO 

年2月3日）  

2009／4／3   
デンカ生 研  

沈降精製百日せきジフテリア破  
ハートエキス  

大腸菌性胃腸  
炎  

日本公衆衛  90020  

傷風ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風混合トキソイド  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
破傷風トキソイド  

生雑誌 第67  
回日本公衆  
衛生学会総  
会13－019  

2009／4／3  90021  
デンカ生 研  

沈降精製百日せきジフテリア破  カザミノ酸  
ウシの乳  ＿ユ‾ン■  

ランド又は  

オーストラ  

リア  

製造工程  
大腸菌性胃腸  
炎  

日本公衆衛  90020に同じ   

傷風ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
ジフテリアトキソイド  

生雑昧 第67  
回日本公衆  
衛生学会総  
会13－019  

ー
 
 
 

」
1
‥
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生物由来成  
分名   

ポリペプトン  

概要  出典   

日本公衆衛  

生雑誌 第67  
回日本公衆  
衛生学会総  
会13－019   

日本公衆衛  

生雑誌 第6了  

回日本公衆  
衛生学会総  
会13－019  

感染症（PT）   

大腸菌性胃腸  

炎  

含有区分   

製造工程  
原産国  中国又は  

原材料名   

ウシの乳  

ー般名   

ウイル病秋やみ混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
コレラワクチン  

沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風混合トキソイド  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
百日せきワクチン  
ジフテリアトキソイド  
破傷風トキソイド  
コレラワクチン   

日本脳炎ワクチン  
乾燥日本脳炎ワクチン  

90020に同じ  

ポーランド  

90020に同じ   大腸菌性胃腸  

炎  

製造工程  
日本又は  

スキムミルク  
ウシの乳  

デンカ生 研  2009／4／3   90023  

90020に同じ  日本公衆衛  
大腸菌性胃腸 炎  

製造工程  
ウシの乳  

＿       ヽ○ － －ユ‾ン’フ  ラクトアルブ  
ミン水解物  

2009／4／3   

デンカ生 研  
90024  

生雑誌 第6了  

回日本公衆  
衛生学会総  
会13－019  

ンド又は オーストラ リア  

90020に同じ  
日本公衆衛  

大腸菌性胃腸 炎  
製造工程  製造中止  ウシ血清  ウシの血液  

百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  

デンカ生 研  
2009／4／3   90025  

生雑誌 第67  
回日本公衆  
衛生学会総  
会13－019   

日本公衆衛  

生雑誌 第67  
回日本公衆  
衛生学会総  
会13－019  

90020に同じ   

大腸菌性胃腸 炎  
ウシ胎児血 こ土 ／R  ウシ胎児の 血液  

デンカ生 研  
日本脳炎ワクチン  2009／4／3  90026  
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日本  
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置
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適
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措
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生物由来成   分名  尿膜腔液  
一般名   

インフル工ンザHAワクチン  
インフルエンザワクチン  

含有区分   

製造工程  

感染症（PT）  

サルモネラ  

出典  概要   

2007年6月、ミネソタ州においてSalmonella  
Montevideo（PFGEpatternl）が初めて2例確認  
され、両者とも同じ肺化場のニワトリに暴露して  
おり、その後さらに7例が確認されたため、全米  
で調査が行われ、65件が確認された。また  
S．Montevideo（PFGEpattern2）についても、最  
初に2004年に確認された後、64件の分離が確  
認され、これは別の2箇所の鰐化場からのニワ  
トリ暴露に関連していた。  

2007年度感染症流行予測調査事業より、国内  
のヒト及びブタの日本脳炎抗体保有状況の報  
告。調査された32都道府県のうち、H価1：10  
以上のブタ抗体保有率が50％を超えた地域  
は、高知県（7月下旬までに）、中国・四国・九州  

地方（8月下旬までに）、富山県、山梨県、静岡  
県（9月までに）に広がり16県に及んだ。  

CDC／MMWR  

2009；58：25－  

29   

2009／4／3   

デンカ生 研  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
沈降破傷風混合トキソイド  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  

ペプトン  ブタの胃  日本又は  
アメリカ  

製造工程  
日本脳炎  

第40回日本  
90028  

小児感染症  
学会総会・学  
術集会ト13  

ジフテリア破傷風混合トキソイド  
百日せきワクチン  
破傷風トキソイド  

エボラ出血  80963に同じ  OIE press 
re】ease  

23Dec2008   

日本ウイルス  
インフルエンザ  タイで分離された豚インフルエンザウイルス12  

株の遺伝子について系統解析を行い、9つの遺  
伝型に区別された。  

インドネシアにおいて鳥インフルエンザH5Nlの  
豚への感染状況が調査され、系統解析のた結  
果、遺伝的に異なる3種類のH5Nlウイルスが  
感染しており、ヒト型レセプターを認識する変異  
を有するものも確認された。   

90001に同じ   

学術集会  
学会第56回  2EO5  

鳥インフルエン ザ  
日本ウイルス  

学術集会  
学会第56回  3FO3  

WHO／WER  

2009：84二49－  

56  

2009／4／3   百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  
百日せきワクチン  

ウイル病秋やみ混合ワクチン   

ヒツジ血液  
ヒツジの血  

液  

製造中止   製造工程  

デンカ生 研  
90029  

2009／4／3  
ウサギ血清  

デンカ生 研  
90030  

■
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生物由来成   分名  マウス脳  
概要   

ヒトでのレプトスピラ感染が発生した2006年夏  

の宮崎県北部における動物の保菌状況を調査  
した。患者の血清は、特に各々の患者が発生  
した地域周辺で捕獲された野ネズミから分離さ  
れるレプトスピラ菌株と一致し、野ネズミが人間  
のレプトスピラ感染症の原因であることを示唆  
した。また、猟犬からも抗レプトスピラ抗体が検  
出された。ハンターや食肉加工業の労働者で  
の潜在的危険を示している。  

HEVGenotype3型の感染が確認されている豚  
舎周辺のドブネズミの感染保有状況の調査。  
9／56匹のドブネズミからHEV－RNA（Genotype3）  
が検出され、11／56匹からHEV抗体が確認さ  

れた。   

タイの養豚場における苗歯類のE肝ウイルスの  

検出。養豚場に生息するラットから、ブタから分  
離されたHEV－RNAと一致するHEVrRNAが分  
離された。ラットがE型肝炎ウイルスを蓄積する  
宿主となっている可能性がある。   

2009年2月、愛知県豊橋市において、1925年  
以来検出されていないH7トリインフルエンザウ  

イルスのウズラヘの感染が確認された。その  
後の調査で、このウイルスは国内では初の  
H7N6亜型であることが判明した。感染農場、周  
辺地域では家畜の移動制限、殺処分が実施さ  
れ感染拡大防止措置が取られている。ヒトヘの  
感染は認められていない。感染源は不明。   

出典  

JpnJInfect  
Dis2008：61  
465－468  

感染症（PT）   

レプトスピラ症  

原産国   

日本  

含有区分   

製造工程  

原材料名  

マウスの脳  

一般名  

日本脳炎ワクチン  
乾燥日本脳炎ワクチン  

日本ウイルス  

学会第56回  

学術集会  
2PO21  

日本ウイルス  

学会第56回  

学術集会  
2PO22  

E型肝炎  

E型肝炎  

製造工程  
SPF発育ウ ズラ卵  

日本  
SPFウズラ胚  

乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ  
風しん混合ワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合  
ワクチン   

鳥インフルエン ザ  ProM［D－  

mai12009022  

8－0826  

日本  
製造工程  

SPFニワトリ  

胚  SPF発育鶏 卵  

乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ  
風しん混合ワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合  
ワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  

2009／4／3  
90033  
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正
用
置
川
 
 

適
使
措
‖
無
 
 

報告者   
名   

阪大微  
生物病  
研究会  

生物由来成   分名  ウシ血清  
一般名   

乾燥弱毒生風しんワクチン  

原材料名   原産国  

－ユ‾ソフ  

ンド、オー  
ストラリア  

含有区分  製造工程  
感染症（PT）   

乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  

乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生水痘ワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ  
風しん混合ワクチン  
水痘抗原  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合  
ワクチン  
乾燥細胞培養日本脳炎ワクチ  
ン  

2009／4／3  
90035  

沈降精製百日せきジフテリア破  
ウマ血清  米国  製造工程  

傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチ  
ン  

百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド  
乾燥まむし抗毒素  
乾燥ジフテリア抗毒素  
乾燥破傷風抗毒素  

乾燥弱毒生風しんワクチン  
エリスロマイ  

シンラクトビ  
オン酸塩  

ウシの乳   オランダ、  
米国、カナ  
ダ、ニュー  
ジランド   

製造工程  

乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生水痘ワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ  
風しん混合ワクチン  
水痘抗原  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合  
ワクチン  
乾燥細胞培養日本脳炎ワクチ  
ン  

40／166ページ   



生物由来成   分名  カザミノ酸  
報告者   

名   

阪大微  
生物病  
研究会  

概要   出典  感染症（PT）  含有区分   

製造工程  原材料名  ウシの乳  
一般名  

百日せきワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチ  
ン  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン   

乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥日本脳炎ワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ  
風しん混合ワクチン  
日本脳炎ワクチン  
水痘抗原  

コレステロー  

ル  

ヒツジの毛  

■ － － 一 一 ■ － －■ ● ■ － － － － － － － － － － － － 一 － － － － － － ■ t 一 ● ■ ■一 ■ ■ ■ ■  

フィー」ピン。2007～2008年に養豚場のブタの死  
亡率が上昇したことをうけ、政府の調査が実施  
され、ブタ繁殖・呼吸器障害症候群（PRRS）ウ  
イルス強毒株およびEbola－Restonウイルスの  
感染が確認された。ブタからEboIa－Restonウイ  
ルスの検出は初めてである。   

エボラ出血  製造工程  タの膵臓  
米国、カナ ダ  トリプシン  乾燥弱毒生風しんワクチン  

乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生水痘抗原ワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ  
風しん混合ワクチン  
水痘抗原  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合  
ワクチン  
乾燥細胞培養日本脳炎ワクチ  

ン  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチ  
ン  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド   

ScIenCe  

2009こ323：  

451  

製造工程  
該当なし （製造中止  2009／4／3  

90040  

ニワトリ肉エ  
キス   

ニワトリの  
肉、骨  
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正
用
置
仲
 
 

通
使
措
‥
無
 
 

報告者   
名   

阪大微  
生物病  
研究会  

生物由来成   分名  ブタ肉エキス  受理日  

2009／4／3   

一般名   

沈降精製百日せきジフテリア破  

原産国   

該当なし  

（製造中  

止）  

含有区分  製造工程  
感染症（PT）  出典  概要  

90039に同じ   

2009：323：  Science  451  傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチ  
ン  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド  

沈降精製百日せきジフテリア破  
ペプトン  ウシの乳  

－ユ‾ソ‾  

ランド  

製造工程  

傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチ  
ン  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド   

乾燥日本脳炎ワクチン  
日本脳炎ワクチン   

沈降精製百日せきジフテリア破  

■J  

2009／4／3  

2009／4／3   

マウスの脳  

牛肉消化液  

マウス  

ウシの筋肉  

日本  

オーストラ  

リア  

製造工程  

製造工程  

生物病  

研究会   
阪大藤  
生物病  
研究会  

90044  

傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチ  
ン  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド’   

乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ  
風しん混合ワクチン  

2009／4／3  90045   

人血清アル ブミン  
ヒトの血液  

該当なし  
（製造中止  

品目）  

添加物  

42／166ページ  
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報告者   
名   

阪大微  
生物病  
研究会  

受理日    2009／4／3   

一般名  

百日せきワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  
沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合  
ワクチン   

乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ  
風しん混合ワクチン  
乾燥弱毒生風しん混合ワクチン  
乾燥細胞培養日本脳炎ワクチ  
ゝ●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

乾燥弱毒生水痘ワクチン  
水痘抗原  

原材料名   

ウシの血液  

含有区分   

製造工程  

感染症（PT）  出典  概要   

乳糖水和物  ウシの乳  

2009／4／3   

90048  
MRC－5  

ヒト胎児肺 二倍体細 胞  
1966年に  製造工程  

樹立したマ  
スタセルバ  
ンクに使用  
したヒトの  
細胞株   

該当なし  

（製造中止  

品目）  

中国、アメ  

阪大微  
生物病  
研究会  

田辺三  

菱製薬  
株式会  
社   

大洋薬  

品工業   

大洋薬  

品工業  

乾燥痘そうワクチン  
痘そうワクチン  

ヘパリンナトリウム  

ウシの皮膚  
ウシの皮膚  製造工程  

2009／4／6   

ヘパリンナト  

リウム  ブタの小腸 粘膜  

有効成分  
90050  

リカ、カナ  
ダ、オース  
トラリア   

中国  

中国  

ダルテパリンナトリウム  

ワクシニアウイルス接種家兎炎  
症皮膚抽出液  

ダルテパリン  
ナトリウム   

ワウシニアウ  
イルス接種  
家兎炎症皮  
膚抽出液   

ヘパリンナト  

リウム  

下垂体性性  
腺刺激ホル  
モン  

下垂体性性  
腺刺激ホル  
モン  

ブタ  

ウサギ  

有効成分  

有効成分  

2009／4／6  

2009／4／6   

90051  

90052  

2009／4／6  

2009／4／7  

大洋薬  

品工業  

あすか製  
薬   

あすか製  
薬  

へ／iリンナトリウム  

日局ヒト下垂体性性腺刺激ホル  

モン  

ブタ  

ヒト尿  

ヒト尿  

中国  

中国  

中国  

蕪■   

蕪■  

蕪‾  

有効成分  

有効成分  

有効成分  

…   
嵩   

…  
蕪  

‾‾  
有  

90053  

90054  

精製下垂体性性腺刺激ホルモ  
ン  
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正
用
置
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通
便
措
‖
無
 
 
 

出典  概要   

2007－2008年フィリピンの養豚場でブタの死亡  
率が上昇し、政府が調査をした結果、2008年  
10月にブタでエボラレストンウイルス及びブタ  

繁殖・呼吸器障害症候群（PRRS）ウイルス強  
毒性株の感染が確認された。エボラレストンウ  
イルスのブタヘの感染を示す初の報告。   

フィリピンマニラの農場で2008年10月にブタで  
始めてエボラレストンウイルスが確認され、  
2009年1月には当該農場の労働者少なくとも1  
名で抗体陽性を示した。同ウイルスのブタから  
ヒトヘの感染を示す初の報告。   

2009年1月23日、フィリピンにおいてブタからの  
感染と考えられるエボラウイルス1レストン株抗  
体陽性者が確認され、1月30日、さらに4例の  
抗休陽性者が確認されている。現在まで抗体  
陽性者の健康状態は良好であり、過去12ケ月  
以内に主だった症状を呈していない。   

アイオワ大学の疫学者らは米国のブタにおい  

てメチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）に関  
する調査を行った。アイオワ州とイリノイ州の2  
つの農場において併せてブタ299頭及び養豚  
場で働く20名の検査を行い、生産システムAの  
農場では70％のブタ及び64％のヒトがMRSAの  
ST398株のキャリアであった。一方、生産シス  
テムBの農場ではMRSAは検出されなかった。  

90056に同じ  

感染症（PT）   

エボラ出血  

一般名   

／1リンナトリウム  

原材料名   

ブタの小腸  
粘膜  

原産国   

中国、アメ  
リカ、カナ  
ダ、オース  
トラリア  

含有区分   

有効成分  
受理日    2009／4／9   OIE press 

release  
（December  
23．2008）  

■へ  
ヘパリンナトリウム  

ProMED－  エボラ出血  

エボラ出血  
2009年2月3  
WHO／EPR  日  

ブドウ球菌惑 染  
有効成分  米国、中国  

2009／4／9  90057  ProMED－  

mai12009012  

6．0348  

エボラ出血  

2009年2月3  

WHO／EPR  日  

フィリピン・サマル州において2008年12月以降  
ブタでサルモネラ感染が流行し、84頭が死亡、  
約772頭が程患した。その他25頭が感染疑い  
でと殺された。2月9日現在、感染は制御された  
と、同地域の農業省職員が述べた。   

サルモネラ  ProMED－  

mai12009020  

9．0582  

有効成分  ヒト尿  
中国  ウリナスタテン  

ウリナスタチ ン  

44／166ページ  
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生物由来成   分名  トロンビン  
受理日  

2009／4／10  

一般名   

トロンビン  

感染症（PT）  出典  概要  原材料名   

ウシ血液  

含有区分   

有効成分  

2009／4／10  

2009／4／13  

90060  

90061  

沢井製  
薬   

宇治製  

薬  

北里研  
究所  

ダルテパリンナトリウム  

コンドロイテン硫酸鉄コロイド  

ダルテパリン  

ナトリウム   

コンドロイチ  

ン硫酸ナトリ  

ウム   

コレステロー  

ル  

ブタ腸粘膜   ウシの軟骨  
中国  有効成分  

添加物  

蕪‖   

蕪‾‾  
蕪‾  蕪■   米国  

乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

スクレイピー高感受性のプリオン蛋白質遺伝子  
型（VRQ／VRQ）保有の子羊に、VRQ／VRQを保  
有するスクレイピー感染雌羊の乳を与えたとこ  
ろ、子羊のリンパ組織から疾患関連プリオン蛋  
白質が検出された。また、スクレイピー感染雌  
羊の乳を与えた子羊を与えていない子羊と混  
合飼育したところ、与えていない子羊において  
疾患関連プリオン蛋白質が検出された。  

ヒツジ毛  
Res2008．4  BMC Vet  14  

スクレイピー潜伏感染し、マレディレンチウイル  
ス感染による乳房の異所性リンパ濾胞が認め  
られた雌羊の乳管及び乳腺房から異常プリオ  
ン蛋白質が検出された。ただし、乳腺に病変の  
ないスクレイピー潜伏感染雌羊の乳にもプリオ  
ン感染性が認められた。TSEが潜伏感染する  
反翁動物の乳が、直接又は飼料中の乳由来  
成分を通して動物間のTSE伝播に関与すること  
が示された。  

ブタ及びヒツジの糞便検体のノロウイルススク  
リーニングをmultiplexreal－timeRT－PCRで実  
施した。ブタでは2／23検体で遺伝子群Ⅱ、ヒツ  
ジでは8／33検体で遺伝子群Ⅲが陽性であっ  
た。臨床的異常は認められていない。ゲノム配  
列分析から、ヒツジで検出された株は新たなG  
Ⅲ遺伝子群であることが示唆された。   

90062に同じ   

異型クロイツ  
PLoS  

Pathogens  

2008：4：  

elOOO238  

フェルトヤコブ 病  

ウイルス感染  
Vet Microbio1  

2009：133：  

184－189  

2009／4／14  沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキ  
ソイド  

ヒツジ血清  ヒツジ血液  
米国  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

製造工程  

北里研 究所  
90063  

Res2008：4：  BMC Vet  14  
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出典  

PLoS  
Pathogens  
2008；4：  

elOOO238  

概要  

90062に同じ  

感染症（PT）  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

ウイルス感染  90062に同じ  Vet Microbio1  

2009；133：  

184－189  

動物からヒトヘのCtostパd山md漸cileの異種間  
伝播を調査するため、ヒトの疾患に関連する  
ToxinotypeV株、動物及びヒトに由来する  
ToxinotypeV株の遺伝的関連性、invitroのこ  
れらの株の毒素産生性を調べた。その結果、ヒ  
トとブタから分離されたToxinotypeV株間で高  
い類似性が認められた。全ての分離株で39bp  
tcdC欠損が見られ、大部分がバイナリー・トキ  
シンを産生した。   

80963に同じ  

クロストリジウ  
ム感染  

トリプシン  ブタ腫膿  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  

北里研 究所  
2009／4／14  Emerg lnfect 

Dis2008：14：  

1039－45  

90064  

エボラ出血  OIE press 

release  

23DeG2008  

90062に同じ  ウイルス感染  Vet Microbjo1  

2009：133：  

184－189  

ウシ血液  
ウシ血液  沈降精製百日せきジフテリア破  

傷風混合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  

乾燥弱毒生風しんワクチン   

乾燥弱毒生麻しん風しん混合  
ワクチン  

武宙東  
品工業   

東面秦  

品工業  

90065  2009／4／14  

ウサギ腎細 胞  
2009／4／14  90066  

カナダ  有効成分  
生きたカル  
メット・ゲラン  
菌（BCG）■コ  

ンノート株）  

アンチトロン  
ビンⅢ  

牛型結核  
菌生菌  

乾燥BCG膜胱内用（コンノート  
株）  

す京花 薬  90067  2009／4／14  

80995に同じ   ウイルス性脳  
炎  

有効成分  
日本  

乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  ヒト血液  

法研究  

正章友 血清療  所＿＿＿＿  

ProMED－  

mai12008082  

8．2697  
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概要  出典  

Proc Natl  

Acad Sci  

USA2008ニ  

105：14124－  

141Z9‖．．‥．  
ProMED  

m∂i12008102  

8．3409  

CDC／MMWR  

2008：57：  

1145－1148  

ProMED－  

mait2009012  

9，0400  

CDC／Travele  

rs’Hea旺h  

2009年2月4  

日  
CDC／Travele  

rs’HeaJth  

2009年2月4  

日②  

HPA／News  

2009年2月17  

日  

感染症（PT）   

ウイルス感染  80995に同じ  

80995に同じ  ウイルス感染  

80995に同じ  細菌感染  

ウイルス感染  90003に同じ  

90003に同じ  レトロウイルス  

90003に同じ   

vcJDと関連のない疾患で死亡し、生前にvCJD  
又は他の神経学的症状を示していなかった男  
性血友病患者の剖検時に、異常プリオンタンパ  
クが確認された。この男性は、献血後にvCJD  
を発症したドナー血渠を含む原料から製造され  
た第Ⅷ因子製剤を使用していた。   

80995に同じ  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

ウイルス性脳  

炎  

ウイルス感染  

有効成分  
日本   免疫グロブリ  

ン  

ヒト血液  
化学及  
血清療  
法研究  
所．．‖＿  

人免疫グロブリン  
ヒスタミン加人免疫グロブリン製  
剤  

90069  
ProM〔D－  

mai】2008082  

8．2697  

Proc Natl  

Acad Sci  

USA2008；  

105：14124－  

14129  

ProMED－  

mai12008102  

8．3409  

2009／4／15  

80995に同じ  

80995に同じ   
ウイルス感染  
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生物由来成   分名   

アルグルコシ  
ダーゼ アル  
ファ（遺伝子  

組換え）  

報告者   
名   

ジ工ンザ  

イム・  
ジャパン  

概要   

－－－－■一■■■■■一－－－ －一一－ －－－－－－－－－－t －－－－■－■一■ ■ ■  

出典  感染症（PT）  含有区分   

有効成分  

原産国   

宿主細胞  

株は、  

Dr．Lawrenc  
e  

Chasin（Col  
umbia  
University）  
より入手  

原材料名   

遺伝子組  

換えチャイ  
ニーズハム  

スター卵巣  
細胞  

一般名   

アルグルコシダーゼ アルファ  
（遺伝子組換え）  

‾‾●  

蕪  

t■  

有  

■■‾   
娠   

‥  
有  

蕪‾  

蕪■  

蕪●   

蕪■  

蕪‥  

蕪‥  

蕪‾‘   

宥‾‾  

製造工程  

製造工程  

有効成分   

製造工程  

ニューソー  
ウシ血液  

ブタ膵臓  

ブタ腸粘膜   

ウシの胆嚢  

ウシ血清  

トリプシン  

ヘパリンカル  
シウム  
ウシの胆汁  

アルグルコシダーゼ アルファ  

（遺伝子組換え）   

アルグルコシダーゼ アルファ  
（遺伝子組換え）   

ヘパリンカルシウム   

乾燥BCGワクチン  
乾燥BCG膀胱内用（日本株）  

ジェンザ  

イム・  
ジャパン  
ジ工ンザ  

イム・  
ジャパン  

沢井製  
薬  

日本ピー  
ン‾ソ‾  

製造  

2009／′4／16  90076  

90077  

90078  

90079  

米国、カナ ダ  中国  
2009／4／16  

2009／4／17  

80973に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病  

Virology  

Vol．379No．2  

284－293．  

2008   

Emerging  

Infectious  

Diseases，  

Vot．14．  

No．12，1898－  

1901，2008  

EmergInfect  

Dis2008；14こ  

1470－1472  

2009／4／17  

■ ■ ■ － ■ ● ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一 一 － ■ ■ － － － － － － － － － －－－ － － ■ ● ■－ ■■ ■ ■ － 80973に同じ  型クロイツ  

フェルトヤコブ  
異  病  

一 一 ■ ■ ■ － ■ ■ ■ t － ■ ■ 一 ■ ■ ●● － t － － － － －t － － － － － － － － － ■ ■ ■ － － ■  

米国で2005年12月にインフルエンザA型と診断  
された17歳少年の鼻洗浄検体から分離された  
ウイルスは、CDCで決定されたウイルスの全ゲ  
ノム配列から、ブタインフル工ンザA（HINl）トリ  

プル再集合体ウイルス  
（A／Wisconsin／87／2005HINl）と同定された。  
患者は発症の3日前にブタの屠殺を手伝ってお  
り、ブタの呼吸器分泌物が感染源として最も疑  
われた。  

■ ■ ■ － ■一 ● ■ ■－－ ■ 一一 － － － － － － －－ － － － －－ － － － － － － － －－ ■ ■ ■ t ■  

1982年12月～19朗年3月のブラジル・ベレン郊  
外でC群ロタウイルス（RVC）の流行に関する調  
査が実施された。生後～3歳まで追跡された小  
児30例の糞便検体から17検体でブタRVCが検  
出された。また、VP6遺伝子の配列分析から14  
株は完全に相同であり、同一のブタRVC株が  
ベレンで流行していることが示唆された。   

インフルエンザ  
有効成分  

米国、カナ  ダ、中国  ヘパリンナト  

リウム  ブタの腸粘 膜  
ヘパリンナトリウム  

扶桑薬 品工業  
2009／4／20  90080  

ロタウイルス  JMedViro1  

2008：80：  

1666－1674  
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出典   

病原微生物  

検出情報  
2008：29：  

257－258  

感染症（PT）   

レンサ球菌感  
染  

概要   

日本において精肉加工業の68歳男性がブタ連  
鎖球菌性髄膜炎を発症した。敗血症、急性腎  
不全、DICを合併した。具体的な感染経路は確  
認されていない。  

オランダで3．5年間の観察コホート研究におい  
て696例の細菌性髄膜炎患者が同定され、うち  
4例がブタ連鎖球菌性髄膜炎であった。全4例  
でブタヘの暴露が関係していた。3例が重度の  
難聴の後遺症を呈した。   

2008年5～6月、スイスでSalmonelta  
Typhimu山m患者報告数が増加し、72例の患  
者を対象に調査が行われた。FGEタイピングの  
結果から、複数のアウトブレイク株が同定され  
た。そのうちの1つの株”株2”が43例を占めて  
いたが、食品からの分離株で一致するものは  
なかった。11例から分離されど’株1”及び6例  
から分離された”株3’’は食肉製造業者の豚肉  

検体から一致する株が分離された。   

デンマークにおいて職業上のブタ接触者2例  
で、MRSA感染が確認された。ST398及びtO34  
という特徴も併せ、ブタが感染源であると判断  
された。  

CDCはインフルエンザ活動性の最新情報で、  
ブタに数回接触後にブタインフルエンザ  
A／HINlウイルスに感染したヒトについて報告し  

た。CDCによると毎年約1例のブタインフルエン  
ザ陽性ヒト症例がある。この患者は10月中旬に  
病気になったと、テキサス州保健サービスは報  
告しているが、詳細は不明である。患者の家族  
や接触者では発症しなかった。   

イギリスで35歳の精肉店勤務の男性がブタ連  

鎖球菌性髄膜炎を発症した。業務上負った手  
の切り傷からの感染と思われる。   

2003年1月1日～2005年7月31日の期間に香港  
の公立病院に入院し、ブタ連鎖球菌感染症と  

診断された患者は21例であり、半数が65歳以 上、大半が夏に発症であった。5例がブタや豚  
肉への職業的接触があり、4例は発症前に生  
の豚肉を調理していた。   

レンサ球菌感 染  
JInfe（；t  

2008：57：  

158－161  

サルモネラ  Eurosun／eilla  

nce2008：13：  

19020  

椚  

ブドウ球菌感 染  
Laeger2008；  
170：343（卜  Ugeskr   3437  

インフルエンザ  ProMED－  

mai‡2008112  

5．3715  

レンサ球菌感  
染  

レンサ球菌感  
染  

EmergMedJ  
2008ニ25：  

607－608  

Infect2008：  
136：1691－  Epidenliol   1697  
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感染症（PT）   

旋毛虫症  

概要   

1990年～2006年のブルガリアにおける旋毛虫  

症の疫学調査結果である。145件のアウトブレ  
イクと238例の散発症例が確認され、総計7544  
例が旋毛虫に汚染された肉を摂食し、4108例  
が感染し、2237例が発症したと判断された。そ のうち入院は1014 

例、死亡は2例であり年間発  
症率は人口10万人あたリ0．27～7．40であった。  
アウトブレイクの主な原因はイノシシ肉（57件）  

と豚肉（67件）であった。  

ブタ連鎖球菌感染症の死亡のリスク因子を特  
定することを目的とした後ろ向きコホート研究  
が、2005－2007年のタイ北部のターシャリーケ  
ア病院のブタ連鎖球菌感染症患者を対象に実  
施された。Cox’s回帰分析により、敗血症性  
ショック、ALT上昇が死亡のリスク因子であるこ  
とが明らかになった。   

90056に同じ  

レンサ球菌感 染  
J lnfect 

2008：57  

392－396  

エボラ出血  
ProMED－  

mai12009012  

3，0293  

American  

Society of  

HematoJogy／  

Press  

ReIeases  

2008年8月28  

日  

フィブリノゲン加第XIII因子  

人血液凝固第XIlI因子  
人血液凝固  
第XⅢ因子  

ヒト血液  米国、ドイ  有効成分  
べ一リン  

CS」  グ  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

81013に同じ  

ツ、オース トラリア  

パベシア症  81052に同じ  Clin lnfect 

Dis2009：48：  

25－30  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病  

90183に同じ   

HPAweb Febn」an／17， 2009  

乾燥pH4処理人免疫グロブリン  
ペプシン   ブタ胃粘膜  米国   製造工程  

CS」 ベーリン グ＿‥．‖  
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概要  

81013に同じ  

出典  感染症（PT）  含有区分   

有効成分  

原産国   

米国、ドイ  
ツ、オース  
トラリア  

原材料名   

ヒト血液  

一般名   

抗破傷風人免疫グロブリン  AmerlCan  
Society of 
Hematdogy／  
Press  
ReIeases  
2008年8月28  

日  

81052に同じ  バベシア症  C＝n tnfect  

Dis2009；48：  

25－30  

90183に同じ  異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病   

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

HPAweb Febmary17， 2009  

81013に同じ  
有効成分  ドイツ  

ヒト血液  

大義護ブ石 プリンG  

乾燥pH4処理人免疫グロブリン  American  
Society of 
Hematology／  
Press  
Releases  
2008年8月28  

日  

2009／4／20  

CSL ベーリン グ  

90084  

● ■ ■ － ■ ■■ ■ － ■一 －－ － － － － 一一－－ －－－ 一一 一一 － －－●■－ ■ ■一 － －■－ 81052に同じ  バベシア症  Clin［nfect  

Dis2009：48：  

25－30  

90183に同じ   異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

HPAweb  

F8bruary17．  

2009  

製造工程  不明  
チャイニー  
ズハムス  
ター卵巣  

チャイニーズ  
ハムスター卵 巣細胞  

トラスツズマブ（遺伝子組換え）  

レノグラスチム（遺伝子組換え）  
エポエテン ペータ（遺伝子組換  

え）  

トシリズマブ（遺伝子組換え）   

トシリズマブ（遺伝子組み換え）  

注  

車外褒 薬  
2009／4／20  90085  

製造工程  
米国、  
ニューソー  

ランド   

米国、オー  

ストラリア、  
＿ユ‾ソ‾  

ランド  

ガラクトース  
中井褒  
薬   

石舛褒  
薬  

2009／4／20  90086  

製造工程  ウシ血清  

ウシ胎仔血 清  エポエテン ベータ（遺伝子組換  

レノグラスチム（遺伝子組換え）   え）  
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生物由来成  
分名   

ヒトトランス  
フェリン  

概要  

80995に同じ  

出典  

CDC／MMWR  
2008：57：  

1145－1148  

感染症（PT）   

リケッチア症  原産国   不明  含有区分  製造工程  
原材料名   

ヒト血莞  

一般名   

レノグラスチム（遺伝子組換え）  

90183に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病   

マールブルグ  
出血熱  

HPS Weekly  
Report2009；  
43：78  

米国CDCは2008年にコロラドの病院で治療を  
受けた1例がマールブルグ出血熱に感染してい  
たことを2009年1月末に確認した。米国におけ  
る初の症例。当該症例はウガンダを訪問中に  
オオコウモリが生息する洞窟を訪問し、感染し  
たとされている。   

90003に同じ  

CCDR Weekly 2009．2．13 138304  

ウイルス感染  ProMED－  

mait2009012  

9．0400  

90062に同じ  

81052に同じ  

Res2008；4：  BMC Vet  14  
BSE   バベシア症  Clin Infect 

Dis2009：48：  

25－30  

81005に同じ  異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

宥‥  
有効成分 製造工程  

ウシ膵臓  
硫酸フラジオマイシン／結晶トリ  

プシン  
インターフェロン ベータ  

トリプシン  Blood，  
PrepubIished  
online 2008 
年7月22日  

痔宙褒 薬  2009／4／22  90095  ＿ユ‾ソー■■‾  

ランド、  

オーストラ  

リア、ブラ  

ジル  

80944に同じ  PLoS  

Pathogens  

2008：4：  

elOOO156  

■ － － ■ ■ ● －－一 － － － 一一 － － － － － － － － － ■ － － － 一一一一 ■ － － ■ ■ ■ ■ ■ ● －  

81005に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病  

BSE  

インスリン  
ウシ膵臓  

インターフェロン ベータ  Blood．  
Prepublished  
onlhe2008  
年7月22日  

蕗由褒  
薬  

2009／4／22   90096  

●－t■－－－ － － － 一 一 一 － － － － － － － －－ － －－一 －－ － － － ■ ● ● ■ ■ －一 － －  

■                              80944に同じ   

PLoS Pathogens 2008：4： elOOO156  
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生物由来成   分名  ウシ血清  
症
例
…
無
 
 
 

一般名  

インターフェロン ベータ  

感染症（PT）  

異型クロイツ  

フェルトヤコブ  

病  

BSE  

原材料名   

ウシ血液  

含有区分   

製造工程  

出典  

Blood．  
Prepub＝shed  
online 2008 
年7月22日   

PLoS  
Pathogens  
2008：4：  

elOOO156  

Reuters  
（Janu訓γ23，  

2009）   

Reuters  
（January23．  

2009）  

概要  

＿ユ‾ン‾  81005に同じ  

80944に同じ  

インターフェロン ベータ  トリプシン  
ブタ膵臓  

エボラ出血  90299に同じ  
持田製  
薬  

痔由衰  
薬  

インターフェロン ベータ   カルポキシペ  
プチダーゼ   

ブタ陣臓  米匡l  製造工程   エボラ出血  90299に同じ   

2009／4／22  
持田製 薬  

インターフェロン ベータ  人血清アル  
ブミン  

ヒト血テ夜  
日本  

製造工程  
異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病  

ウイルス感染  

81005に同じ  90100  Blood．  

Prepublished  

online 2008 

年7月22日   

Proc Natl  

Acad Sci  

USA2008：  

105：14124－  

14129  

N EngIJMed  

359（14）1526  

－15270ct，2．  

2008  

80995に同じ  

デング熱  シンカ甘－ルにおける輸血によるデング熱出血感  

染症：2007年7月に献血をしたデング熱ウイルス（2  

型）無症候性ドナーから赤血球及び新鮮凍結  
血兼レシピエント（2例）がデング熱ウイルス（2型）陽性  

であることが判明し、血小板レシピエント（1例）も二  

次性デング熱感染について血清学的エビデン  
スがあった。  

81005に同じ   感染  
日本医真歯  

学会雑誌  
2008：49：92  

第52回 日本  
医真蘭学会  
総会 2008  
年9月10－11  

日  
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正
用
置
 
 

適
便
措
 
 

感染症（PT）   

ウイルス感染  

出典  概要  

81005に同じ  
2008年10月  

WHO／EPR  13日  

80995に同じ  CDC／MMWR  

2008：57：  

1145－1148  

ウイルス感染  

細菌感染  

81005に同じ  

81005に同じ  

1ASR2008こ  

29：310－312  

300：2263－  

JAMA2008：  2270   PしoS  

エボラ出血  
81005に同じ  

ニ  Pathogens  
2008；4：  

elOOO212  

＼ンセン病、ら  散在性らい腫性ハンセン病で死亡した患者の  
検体の遺伝子分析より、ハンセン病の唯一の  
病因菌と考えられていたMycobacteriurnleprae  
に加えて、新書の病因菌、M．lepromatosisを確  
認した。   

81005に同じ  

EurekA】e止  

November  

24．2008  

細菌感染  日本感染症  

学会西日本  
地方会学術  
集会 第78回  
2008年12月5  
－6日 063  

日本ウイルス学  
日本でのXMRV感染のスクリーニングを行い、  
前立腺がん患者では2／30例、献血者では  
5／120名が抗体陽性であった。さらに抗体陽性  
前立腺がん患者血清1検体よりウイルス核酸を  

検出した。日本国内の前立腺がん患者集団中  
にXMRV感染の存在が示唆された。   

90183に同じ   

レトロウイルス  

会手56回学  

術集会  
2Pl＝  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

HPAweb  

February17，  

2009  

．
二
■
‥
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正
用
置
 
 

適
便
措
 
 

概要  

81005に同じ  

出典   

日本感染症  

学会西日本  
地方全学術  
集会 羊78回  
2008年12月5  
－6日 063  

感染症（PT）   

細菌感染  

81005に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病  

レトロウイルス  

Emerg lnfect 
Dis2008；14：  

1406－1412  

日本ウイルス学  

会第56回学  
術集会  
2Plll  

日本でのXMRV感染のスクリーニングを行い、  
前立腺がん患者では2／30例、献血者では  
5／120名が抗体陽性であった。さらに抗体陽性  
前立腺がん患者血清1検体よリウイルス核酸を  
検出した。日本国内の前立腺がん患者集団中  
にXMRV感染の存在が示唆された。   

有効成分  

製造工程  

低分子ヘパ  
リン  

培養ヒトリン  
パ芽球（JM  

細胞株）  

抗ヒトTリンパ  

球ウサギ免  
疫グロブリン   

ヒト胎盤ホモ  

ジネート  
ヒト赤血球   

ウシ胎児血  

清  

ブタ腸粘膜  

ヒト（急性リ  中国   ドイツ  

低分子へ／くリン  90102  

90103  

2009／4／22  

2009／4／22  

日本臓  
器製薬  

す末虚  
器製薬  

病患者）末  

ンパ性白血  梢血  
有効成分  

培養ヒトリ  ドイツ、ハ  

ンガリー  

ドイツ   

ドイツ   

米国、  
＿ユ‾ソ‾  

ランド、  

オーストラ  

リア   

米国、  
＿－■  
＿．．ユ‾ソ‾  

ランド、  

オーストラ  

リア  

90104  

2009／4／22  

日本臓 器製薬   
疫ウサギ血  
ンパ芽球免  清  製造工程   

製造工程   

製造工程  

2009／4／22  

2009／4／22  

2009／4／22  

90105  

90106  

90107  

日本臓  
翠翠寧  
日本臓  
器製薬   

古志虚  
器製薬  

ヒト血液   

ウシ血液  

製造工程  

ウシ乳児血 清  
ウシ血液  2009／4／22  

日本臓 器製薬  
90108  

58／166ページ  



59／166ページ   



↑
 
 

生物由来成  
分名   

ウシの乳由  

来成分  

感染症（PT）  一般名   

注射用乾燥セルモロイキン（遺  

伝子組換え）  

原材料名   

ウシの乳  

原産国   

オーストラ  
リア、  
－ユ‾ソ‾  

ランド、アメ  
リカ  

日本  

含有区分   

製造工程  

2009／4／23  
南東就  

業  
沈降B型肝炎ワクチン（huGK－ 14細胞由来）  ウイルス感染  81005に同じ  

有効成分  
ヒトの肝臓  

2008年10月  
WHO／EPR  13日   

90112  

白質（huGK－  

14細胞由来）  

新たな狂犬病ウイルス変異体の同定：アメリカの  

カリフオルニアで狐にかまれたメキシコ移民男性  
が2008年3月に死亡した。脳のサンプルから阜  
離したウイルスの塩基配列の解析より昆虫食コウ  
モリの狂犬病ウイルスクレイドの特徴的分子構  
造を有するが、遺伝的多様性としては5％あり、  

高度に保存された321番目のヒスチジンがグル  
タミンに変異していることから、新たな狂犬病ウ  
イルスとして分類した。   

81005に同じ  

Emerg lnfect 
Dis．2008  
Dec（Epub  
ahead of  
pパnt）  r卑  

ウイルス感染  lASR2008；  

29：310－312  

Lactococcusgarvieaeが起炎菌と考えられる腰  
椎錐体炎の1例。当該菌による骨髄炎は2000  
年に1例報告されて以来、世界第2例目であ  
る。  

細菌感染  日本感染症  

学会東日本  
地方会学術  
集会 第57匡1  

2008年10月  
23－24日  

L5R 

広範性らい腫らい（DLし）により死亡した患者か  

らMycobacterium属の新種が確認された：DLL  
により死亡した1症例から肝組織、他の1症例  
から皮膚組織から抗酸菌のDNAを抽出し  
16SパbosomalRNA遺伝子および他の5つの遺  
伝子の相同性を解析した。その結果。らい腫  
（M．leplae）と共通の起源ではあるが、そこから  
分岐した別のmycobacteriaであることからM．  
lepromatosisと命名した。   

ハンセン病、ら  
い腫型  Pathol，130：  AmJClin  856－ 864．2008  
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概要  出典   

日本感染症  

学会西日本  
地方会学術  
集会 第78回  
2008年12月5  
－6日 063   

ProMED－  

maiI2009012  

9－0400   

日本ウイルス学  

会第56回学  
術集会  
2Plll   

日本細菌学  

会第82回総  
会 P2¶182  

感染症（PT）   

細菌感染  81005に同じ  

90003に同じ  
ウイルス感染  

90101に同じ   
レトロウイルス  

AnapIasmaphagocytophilumI＝よるアナプラズ  
マ症の本邦初の症例。2002～2003年の高知  
県で日本紅斑熱が疑われた18例の血餅から、  
2例で、A．phagocytophiJumに特異的な  
p44／msp2外膜蛋白遺伝子群のPCR産物が検  
出された。  

細菌感染  

■‾   
有   

■‥   
娠   

‖   
有   

■‾  
有  

‾‾  
有  

‖  
有  

蕪■   

蕪‾   

蕪‾   

蕪一  

蕪‾  

蕪‾  

製造工程  

製造工程   

製造工程  

製造工程  

製造工程  

製造工程  

蕪‾‾   

蕪■‾   

蕪‾‾   

蕪‾‾  

蕪‖  

着■‾  

ウシの血液  

ウシの血液   

ウシの月革臓  

ウサギの血  

液   

マウスの血  

液   

ブタの謄臓  

ウシ胎児血  
：土 ′日  

ウシ血清ア  
ルブミン  

DNaseI  

ウサギ抗ヒト  
血清アルブミ  
ン交代  
マウス抗HBs  
モノクローナ  
ル抗体  
トリプシン  

明治乳  

業  

明治乳  

業  
明治乳  

業  

明治乳  

業   

明治乳  

業   

明治乳  

業  

沈降B型肝炎ワクチン（huGK－  
14細胞由来）  

沈降B型肝炎ワクチン（huGK－  
14細胞由来）  

沈降B型肝炎ワクチン（huGK－  
14細胞由来）  

沈降B型肝炎ワクチン（huGK－  
14細胞由来）   

沈降B型肝炎ワクチン（huGK－  
14細胞由来）   

沈降B型肝炎ワクチン（huGK－  
14細胞由来）  

2009／4／23  

2009／4／23  

2009／4／23  

2009／4／23  

2009／4／23  

90113  

90114  

90115  

90116  

90117  

90118  

日本  

日本  

アメリカ  フィリピン。2007～2008年に養豚場のブタの死  
亡率が上昇したことをうけ、政府の調査が実施  
され、ブタ繁殖・呼吸器障害症候群（PRRS）ウ  
イルス強毒株およびEboIa－Restonウイルスの  

感染が確認された。ブタからEbolapRestonウイ  
ルスの検出は初めてである。   

エボラ出血  WHO／0IE  
2008年12月  

23日  

2009／4／23  
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概要  出典  

ProMED－  
mai12009012  
9－0400  

CDC／TraveJe  
rs’Health  

2009年2月4  

日   

CDC／Travele  
rs’HeaIth  

2009年2月4  

日②  

HPA／News  
2009年2月17  

日  

CDC／MMWR  
2009：58：  

229－2  

感染症（PT）   

ウイルス感染  
90003に同じ  

90003に同じ  
レトロウイルス  

90003に同じ  

90068に同じ   異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

近年、5番目のマラリア原虫として、サルマラリ  

アであるPlasmod山mknowIesiのヒトヘの感染  
例がマレーシア及びその周辺において多数確  
認されており、人畜共通感染症の病原体として  
新興している可能性が示されている。   

80995に同じ  

マラリア  

ウイルス感染  
製造工程  ヒト血液  

日本   化学及  
血清療  
法研究  
所  

沈降精製百日せきジフテリア破  
傷風混合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  

アポセルロブ  

ラスミン  

90124  Proc Natl  

Acad Sci  

USA2008：  

105：14124－  

14129   

ProMED－  

mai12008102  

8．3409  

CDC／MMWR  

2008：5了：  

1145－1148  

ProMED－  

maiI2009012  

9．0400  

2009／4／23  

80995に同じ  ウイルス感染  

80995に同じ  

90003に同じ  ウイルス感染  

90003に同じ   
レトロウイルス  

CDC／Travele  

rs’Hea旺h  

2009年2月4  

日  
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生物由来成   分名  トリプシン  
原材料名   

ブタの腫臓  原産国  製造中止  
含有区分   

製造工程  

感染症（PT）   

日本脳炎  

出典   

第40回日本  

小児感染症  
学会総会・学  
術集会F－13  

概要  

乾燥組織培養不活化A型肝炎  
ワクチン  

90028に同じ  

エボラ出血  80963に同じ  OIE press 
release  

23Dec2008   

日本ウイルス  

学会第56回  

学術集会  
つ∈D5＿＿＿＿＿．．．  

日本ウイルス  
学会第56回  

学術集会  
3FO3  

WHO／WER  

2009：84：49－  

56   

日本寄生虫  

学会第64回  

西日本支部 大会 32  

インフルエンザ  90028に同じ  

90028に同じ  
烏インフルエン  
ザ  

エボラ出血  90001に同じ   

G」37細胞  
アフリカミド  
リザルの腎  
細胞由来  

デンカ生 研  
乾燥組織培養不活化A型肝炎  
ワクチン  

製造中止 により記載  製造工程  
原虫感染  

昨年、新種のアメー／くが分離され、Entamoeba  
nutta＝止して報告された。木原虫は動物実験で  
病原性を示し、Entamoebaspp．にE．histolytica  
以外の病原種の存在を示唆する知見である。  
インインドネシアのカニクイザルの感染状況を  
調査した結果、糞便52検体中1検体で検出され  
た。  

81005に同じ  

なし  

2009／4／23  
90133  

竜頭義 製薬  
テセロイキン（遺伝子組換え）  
インターフェロン ガンマー1a（遺  

伝子租換え）  

人血清アル ブミン  

ヒト血液  添加物  
着‖  蕪‾  

ウイルス感染  
WHO／EPR  
2008年10月  

13日   

HPA／Heafth  
Protection  
Report3（7）  

2009年2月20  

日  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病  

1996年に血菜を提供し、その6カ月後にvCJDを  
呈したドナーの血糞由来の第8因子製剤を使用  
した血友病患者について、この度、検死によリ  
vCJD感染が報告された。血渠分画製剤による  
TSE伝播の可能性を示唆する初の報告であ  
る。   

2009／4／23  

塩野義 製薬  
テセロイキン（遺伝子細換え）  

インターフェロン ガンマー1a（遺  

伝子組換え）  

カザミノ酸  
ウシ乳  製造工程  

蕪‾■   蕪‾  90134  
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適
便
措
‥
無
 
 

一般名   

テセロイキン（遺伝子組換え）  

インターフェロン ガンマー1a（遺  

感染症（PT）  受理日  

2009／4／23  ウシ乳  原材料名  

原産国   

オーストラ  

リア、  
■、■  

＿ユ‾ン′‾  

ランド、アメ  

リカ  

アメリカ、カ  

ナダ   

中国  

含有区分  製造工程  
伝子細換え）  

テセロイキン（遺伝子組換え）  

インターフェロン ガンマー1a（遺  

伝子組換え）  
ウロキナーゼ  

2009／4／23  

2009／4／23  

パンクレアテ  

ン   

ウロキナー  

ゼ  

ブタ膵臓抽  
出物   

人尿  

製造工程  

有効成分  
げっ歯類を宿主とし、これまでヒトには感染しな  
いと考えられていたcardiovin」Sがヒト糞便検体  
から検出されている。ヒト感染例が確認された3  
文献をまとめている。   

スリランカにて2008年8月末までに報告された  
レプトスピラ症は3．825例であり、死亡例は117  
例であった。9月20日までに症例数は4，500例、  
死亡例は150例に増加した。   

中国林芝地区の朗県において肺ペストに感染  
した2例が死亡した。症例は35歳男性と38歳の  
妻。  

中国、Hubeiの学校で生徒81人が感染した腸チ  
フスのアウトブレイクは制御されたと地元当局  
が2008年12月26日に発表。   

髄膜炎菌性髄膜炎が流行・拡大しているバン  
グラディッシュに国境を接しているインド北東部  
において2，000例を超える髄膜炎菌性髄膜炎が  
発生し、185例以上が死亡している。   

81013に同じ  

ウイルス感染  ProMED－  

mai】2008091  

1．2845  

レプトスピラ症  
ProMED－  

mai12008092  

2．2984  

ProMED－  

mai12008100  

1．3094  

■司  

細菌性胃腸炎  ProMED－  

mai12008122  

9．4095  

ProMED－  

mai120090211 

1．0621  

髄膜炎菌感染  

ウロキナーゼ  
添加物  

わかもと  
製薬  

人血清アル  
ブミン  

日本  2009／4／23  ProMED－  

mai12008082  

6．2660  

90138  

フィリピン保健当局は、2008年1月から8月2日  
までにデング熱による死亡195例、症例19，658  
例が紀錬されたと9月1日に述べた。   

インドにおいてテクングンヤ症例が増加してお  
り、2008年は現在までに70，740例（2007年こ  
59．536例）に達している。   

デング熱  ProMED－  

mai12008090  

9．282†  

テクングニヤウ  
イルス感染  

ProMED－  

mai12008092  

3．3010  
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感染症（PT）   

デング熱  

出典  

ProM［D－  

m訓12008092  

9．3078  

ProMED－  

mai12008101  

4．3259  

概要   

インドにおいてデング熱の発生率は減少してお  
り、2007年の症例数5β34例、死亡数69例に対  
し、2008年は現在までに症例数2，808例、死亡  
数38例である。   

インドネシアのKepuLauanRlauのPangkeにおい  
て村民5．200例はテクングンヤに感染し、また  
RiauProvlnCeのHealth ServICeは、2008年10  
月13日時点で約300例がテクングンヤの影響  
を受けたと述べている。   

90100に同じ  

テクングニヤウ  
イルス感染  

デング熱  NEnglJMed  
359（14）1526  

－15270ct．2，  

2008   

Wkly  
EpidemioI  
Rec2008：  
83 357－364  

2007年1011月にパキスタンで発生したトリイ  
ンフルエンザA（H5Nl）の家族クラスターでは、  

25～32歳の兄弟3例が確定症例で、内1例が  
死亡し、2例は回復した。更に、同一家族内で  
感染可能性例1例、および無症候性の血清反  
応陽性例1例が検出された。1例目の症例のみ  
が感染した家禽への接触歴があった。家族内  
での限定的なヒトヒト感染が発生したが、コ  
ミュニティーへは拡大しなかった。  

鳥インフルエン  
ザ  

コンゴ，クリミア 出血熱  パキスタンのChest病院にクリミア・コンゴ出血  
熱症例3例が入院した。なお、最近2ケ月間にク  
リミア・コンゴ出血熱症例数十例が入院し3例が  
死亡している。当該地区における過去2年間の  
クリミア・コンゴ出血熱感染症例は約100例であ  
る。  

インドのベンガル州保健当局によると、2008年  
8月29日までの報告では、25，109例がベクター  
媒介疾患に羅患し、そのうち1．476例が熱帯熟  
マラリアであったが、その後発表された正確な  
データでは、41．223例がベクター媒介疾患に曜  
患し、そのうち4，7引例が熱帯熱マラリアであっ  

た。  

2007年10月、中国におけるHlV感染者は70万  
人を記録。以前は感染有病率は0，M～0．07％  
と低推移を示していたが、2006年以降は8％と  
増加し、雲南、新矧ま4～6万人、広西、広東は  
3～4万人を記録している。   

ProMED－  

mai12008102  

7．3392  

マラリア  ProMED  

mal12008111  

1．3553  

HlV  

Nature2008：  

455：609－611  
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概要   

シンガポール、フィリピン、マレーシア、タイでの  
PJasmodiumknowlesり頁虫感染によるヒトマラリ  
ア感染に関する論文が紹介されている。   

インド当局はBRDMed．Co”．Hosp及び隣接す  
る地区の病院において最近24時間のうちに小  
児4例が脳炎により死亡し、死亡例の合計は  
447例になったと述べた。2008年11月14日、脳  
炎の新規疑い例が14例入院し、122例が脳炎  
疑いで加療されており、2008年11月以降、脳炎  
症例が2，426例記録されている。（ただし、日本  
脳炎の確定診断はなされていない）  

90017に同じ  

出典  感染症（PT）  

マラリア  ProMED－  

mai12008111  

4．3591  

日本脳炎  ProMED－  

mai12008111  

5．3609  

細菌感染  ProMED－  

mai12008112  

0．3661  
Fl   

81005に同じ  

パキスタンSindh地方、BadinにおいてB型及び  
C型肝炎が増加している。Badin及びその周辺  
の村では45％が羅患している。理由は、基本  
的な医療設備の不足、シリンジ使い回し、肝炎  
ウイルス検査無しの輸血と述べられている。  

パキスタン、ラホールにおいて最近24時間にさ  
らに17例がデング熱の診断を受けたと保健当  
局が述べた。ラホールにおけるアウトブレイク  
は継続しており、11月26日付TheTimesによる  
とこれまでに1．149例が報告され、Puruab州で  
報告された合計は1，219例である。   

マレーシア保健当局は、2008年マレーシア全  
域においてチクングンヤ疑い例が4，000例に  
上ったと12月17日に述べた。   

インドネシア、東カリマンタンでは、2008年1～  
11月にデング熱で101例が死亡し、この死亡率  
（172／10万人・月）は国内平均（20／10万人・  

月）の8倍である。カンボジアでは、2008年のデ  
ング熱罷患者数及び死亡者数は大幅に減少  
し、2008年の現在までの死亡例は65例（2007  
年：407例）、羅患者数は9，300例（2007年：  
39．851例）である。  

ウイルス感染  

B型肝炎C型  
肝炎  

IASR2008：  

29：310－312  

ProMED－  

majほ008120  

1．3773  

デング熱  ProMED－  

mai12008120  

7．3840  

テクングニヤウ  
イルス感染  

デング熱  

ProMED－  

mai12008122  

2．4028  

ProMED－  

mait2009010  

5．0041  
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感染症（PT）  出典  

しancet2008；  

372・179ト  

1793  

ProMED－  

mai12009011  

2．0125  

概要   

2007年、中国におけるHIV惑染着70万人、  
AIDS発症者8万5千人と推定。   

2008年末のチクングンヤのアウトブレイク以  
降、mOneragala地方から報告された患者数は  
1300例。スリランカ保健当局によると、アウトブ  

レイク発生直後の数日間に300～400例／′′日の  

患者が発生し、流行地域で約3000例の患者が  
確認された。   

モルディブLaamuAtoIlの島々においてテクン  
グンヤやデング熱のアウトブレイクが2008年12  
月頃から発生し、1，000人以上が羅患している。  

81016に同じ  

川∨  

チクングニヤウ  

イルス感染  

テクングニヤウ  
イルス感染  

ProMED－  

mai120090111 

40150  

ProM［D－  

mai120090111 

4．0151  

ProMED－  

mai120090111 

9，0242  WHO（2009  

年2月3日）  

ProM［D－  

mai12009020  

4．0487  

ProMED－  

mai12009021  

0，0603  

結核  

台湾において2008年1月1日～2009年1月6日  
の間に報告されたデング熱症例は1，419例であ  
り、そのうち488例は検査で陽性であった。  

90019に同じ  

シンガポール環境庁は、同園において2009年1  
月最初の3週間でデング熱感染症例509例が  
登録され、2008年同時期の症例数341例を超  
えていると報告。   

マレーシアにおいて2009年の最初の5週間で  
園内のデング熱症例が倍増した。Se】angorでは  
未だに症例数は多〈、2009年2月6日時点で約  
6，623症例及び死亡18例が登録されている。  

ベトナムでは2009年の現在までのデング熱症  
例は約3，000例と、前年同時期と比較して  
20．5％増加している。一方、タイでは2009年の  
現在までのデング熱症例は1．675例（死亡2例）  
であり、前年同時期（1．553例、死亡2例）に比  

べ若干増加している。   

81068に同じ   

デング熱  

エボラ出血  

デング熱  

デング熱  

デング熱  ProMED－  

mai12009021  

6．0650  

古着赤  
十字社  

2009／4／24  
乾燥濃縮人血液凝固儒Ⅷ因子  ウエストナイル  

ウイルス  

乾燥濃縮人  
血液凝固第 Ⅷ因子  

人血液  
日本  

有効成分  
90139  

No38 2008  

年10月17日  ABC Newsletter  
71／166ページ  



正
用
置
 
 

適
任
措
 
 

感染症（PT）   

HHV－8感染  

出典  

Transfusion  
2008；48：  

Supplement  
lO5A  

概要  

8106引こ同じ  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病   

クロイツフェル  
トヤコブ病  

81068に同じ  

ン研究会  
2008年8月  

29－30日  

81068に同じ  JNeuro】  

Neurosurg  

Psychiatけ  

2008：79：  

229－231  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

クロイツフェル  
ト・ヤコブ病  

81068に同じ  

2008：48：  

Supplement  Transfusion   33A  
孤発性CJD（sCJD）と医学的処置との関連性を  
解明するために、日本における1999－2008年  
の期間にCJDサーベイランス委員会に登録さ  
れた患者について分析した。その結果、SCJD  
発症前に施行された医学的処置によリブリオン  
病が感染した証拠はみつからなかった。  

81005に同じ  

Emerg lnfect 
Dis2009：15：  

265－271  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

Blood．  
Prepublished  
online 2008 
年7月22日  

81068に同じ  

ン研究会  
2008年8月  
29－30日 ポ  

祁＝ユj…．  
2008年プリオ  異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

81068に同じ  

ン研究会  
2008年8月  
29－30日 ポ  

スター18  

81013に同じ   PLoS ONE  

2008：3：  

e3017  

72／166ページ  



感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

出典  

HPA／News  
2009年2月17  

日  

Eurosun／eilla  
nce2008：  
13（50）：  

19066  
ProMED－  
mai12008082  
5．2648  

概要  

90068に同じ  

81068に同じ   

インフルエンザ  タミフル耐性型の「通常の」季節性インフル工ン  
ザが急速に拡大しており、南アフリカでは今年  
の冬（2008～2009年）のインフルエンザに効果  
がないおそれがある。WHOのデータによると同  
国でHINl株に感染した107名に関する検査の  
結果、全員がタミフルに耐性の突然変異株を  
保有していた。2008年4月1日から8月20日に南  
半球の12力国のHINlインフル工ンザ感染患者  
由来検体788例中242例（31％）がタミフル耐性に  
関係があるH274Y突然変異を有していた。  

ウイルス感染  南アフリカ、ヨハネスブルグで3名の死者を出し  
たウイルスは、暫定的に西アフリカのラッサウ  
イルスに近い、筈菌類媒介性アレナウイルスで  
あると特定された。国立感染症研究所と保健省  
は共同で、このウイルスが体液を介してヒトか  
らヒトに感染するため、「患者の看護に特別な  
予防的措置が必要である」との声明を発表し  
た。3名の死因を確定するには更なる検査が必  
要である。   

ナイジェリアでは、2008年1月から12月にかけ  
て、229人のラツサ熱感染疑い患者が報告さ  
れ、30人が死亡している。また、2008年12月～  
2009年1月に、感染疑い患者及び感染確定患  
者はそれぞれ60％及び80％増加している。  

BuaNews  

online 2008  

年10月13日  

ウイルス感染  
ProMED－  

mai12009021  

8．0669  

A型肝炎  
加熱及び高静水圧の物理的不活化処理法で4  
株のA型肝炎ウイルスの不活化を行ったとこ  
ろ、それぞれの処理はHAV感染性を3－5loglO  
の範囲で低下させた。また、血液製剤のウイル  
ス汚染に対する安全性を評価するのにもっとも  
適した株は、耐熱性のKRMZ38であった。   

2009：96．14－  Vox Sangulnis  19  
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感染症（PT）   

B聖肝炎  

出典  概要   

1971－2005年の35年間に虎ノ門病院に来院し  
た急性H8V感染患者153名および慢性HBV感  
染患者4277名について5年間毎のHBVジェノタ  
イプ／サブジェノタイプを調べた。急性感染患者  

数は35年間中増加し続けた。慢性感染患者は  
1986～1990年が最大であった。ジェノタイプは  
急性感染患者と慢性感染患者で大きく異なっ  
た（A、B、C型：28．6％、10，3％、59．5％vs3．0％、  
12．3％、84．5％）。最近では外国のサブジェノタイ  

プB2／Baが増加する傾向がある。  

HBVDNA陽性かつ表面抗原（HBsAg）陰性オ  
カルトHBV感染の検出感度を上げるために、  
HBVDNAとHBsAgを同時I＝濃縮する新規方法  
を開発した。二価金属存在下でpoly－Lrlysine  
でコートした磁気ビーズを使用し、ウイルス凝  
集反応を増強させ、ウイルスを濃縮する方法に  
より、HBVDNAとHBsAg圭は、最高4～7倍に濃  
縮された。本方法により、EIAとHBVNATの感  
度が上昇し、HBsAgEIAを用いてオカルトHBV  
感染者40名のうち27名を検出することができ  
た。  

母親がHBsAg陰性かつ家族内に患者以外の  
HBVキャリアが存在する成人及び小児HBV  
キャリアである7家族を対象とし、HBV全遺伝子  
解析に基づく分子系統樹を用いて感染源を検  
索したところ、3家族で父親以外の感染源の可  
能性があり、祖母からの感染は分子疫学的に  
感染経路を証明できた。  

ニューヨーク市のEastHarIenlのクリニックから  
18歳以上で血中HCVPCR陽性の吸引用麻  
常習者38名の1汁検休および吸引に使用した  
ストローを入手し、血液およびHCVRNAの存在  
の有無を調べた。鼻汁検体28例（74％）、ストロー  

3例（8％）から血液が検出され、1汁検体5例  
（13％）、ストロー2例（5％）でHCVRNAが検出され  

た。HCVウイルスの1腔内伝播のウイルス学  
的妥当性が示された。   

JMedViro1  

2008：80：  

1880－1884  

B型肝炎  

2008；95：  Vox Sanguinis  174－180  
門  

日本小児感  B型肝炎  

40回総会・学  

術集会 E－  
染症学会第    20  

Clin［nfect  

Dis2008：47  

931→934   
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感染症（PT）  

C型肝炎  

出典   

第70回日本  
血液学会総  
会 2008年  
10月10－12日  

概要   

再生不良性貧血の54歳女性で、初回輸血前検  
査はHCV抗体陰性、HCVコア蛋白陰性であっ  
たが、複数回輸血後、HCVコア蛋白が陽性化し  
たため、遡及調査を開始した。保管検体の個別  
NATにより、1検体からHCV－RNAを検出した。  
患者と献血者のHCVCore－El－E2領域の塩基  
配列が一致した。日本で20プールNAT導入後、  
初めて確認された輸血によるHCV感染症例で  
ある。   

1999年7月～2008年3月までにNATで検出され  
た111本のHCV－RNA陽性検体のGenotype解  
析の結果、Genotype2aが最も多く、1bと2bが  
ほぼ同数であった。  

C型肝炎  日本血液事  

業学会第32  

回総会  

E型肝炎  
2005～2007年に北海道で実施したプールNAT  
によるHEVRNAスクリーニングの結果、献血  
者の約1／8．300はHEV－RNA陽牲であった。ほと  
んどの献血者は動物内臓を摂取しており、無  
症候性であったが、ウイルス血症は数ヶ月間  
持続した。   

日本全国でAしT高値のため献血不適となった  
献血者の血液検体に、HEVマーカー（HEV－  
RNA及び抗HEV抗体）が認められ、いずれの  
マーカーとも乗日本の法が西より高かった。  

急性白血病の33歳の男性がE型肝炎を発症  
し、HEV遺伝子検査の結果、重複する時期に  
同じ病棟に入院していた別の［型肝炎患者から  
感染していたことが示唆された。   

81068に同じ  

AABB Annual Meetingand TXPO2008  

E型肝炎  Transfusion  

2008：48  

25682576  

E型肝炎  
Clln lnfect 
D】S2009，48：  

373－374  

ABC  
Newsletter  
No．38 2008  
年10月17日  

Transfusion  
2008二48：  

Supplement  
lO5A   
2008年プリオ  

ン研究会  
2008年8月  

29－30日  

2009／4／24  
乾燥濃縮人血液凝固第Ⅷ因子  

人血清アル ブミン  

人血清  
日本  

添加物  

日本赤 十字社  
90140  ウエストナイル  

ウイルス  

HHV－8感染  81068に同じ  

異型クロイツ  81068に同じ   

フェルトヤコブ 病  
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感染症（PT）   

E型肝炎  

出典  概要  

90139に同じ  Clin lnfect 

Dis2009：48：  

373－374  

ベネシス  
幸乞燥抗HBs人免疫グロブリン  

ポリエチレングリコール処理抗  
HBs人免疫グロブリン  

抗HBs抗体  人血液  米国  有効成分  
異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

81013に同じ  Amerjcan  
Society of 
Hematology／  
Press  
Releases  
2008年8月28  

日  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病   

ウイルス感染  

810113に同じ  Cel12008：  

134：757－768  

80995に同じ  Proc Natl  

Acad Sci  

USA2008；  

105：14124－  

14129  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

ウイルス感染  

81013に同じ  PLoS ONE  

2008；3：  

e3017  

2008年10月  

WHO／EPR  13日  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

BSEプリオンに対するヒトの感受性について  
SNPを解析した。PRNP遺伝子座はプリオン病  
のい〈つかのマーカーと全てのカテゴリーを通  
じてリスクに強く関連していた。疾病リスクヘの  
主な寄与はPRNP多型コドン129であったが、別  
の近傍のSNP（＝よってvCJDのリスク増大がも  
たらされた。   

Neurology  
2009：8二57－  Lancet   66  
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コクシジオイデ  
感染症（PT）   ス症  

出典  

CDC／MMWR  
2009：58：  

105－109  

概要   

カリフオルニア州におけるコクシジオイデス症  
の報告数及び入院数は2000～2006年の間毎  
年増加しており、1995～2000年の3倍以上  
（8／10万人）となった。米国のコウシジオイデス  

症全体の約60％を占めるアリゾナ州でも同様  
で、2006年には5，535例（91／10万人）と増加し  
ている。米国全体でも、1996年の1，697例から  
2006年には8．917例（6．97／10万人）に増加して  
おり、流行地への訪問や居住歴のあるインフル  
工ンザ様症状や肺炎、播種性惑染症の患者で  
は本症が鑑別されるべきである。  

ベネシス  乾燥濃縮人血液凝固某IX医l子  
マウスモノク  
ローナル抗  
体   

ウサギIgG  

人血清アル  
ブミンジエチ  

レントリアミン  
五酢酸テク  
ネチウム（99  

mTc）   

ウシ乳加水  
分解物  

マウス脾臓  

細胞と骨髄  
腫細胞の  
ハイプリ  
ウサギ血液  

生物学的  

製剤基準  
人血清アル  
ブミン  

イギリス  製造工程  

2009／4／24   

2009／4／24  

90143  

90144  

ベネシス  

日本メジ  

フイジック  
ス  

乾燥濃縮人血液凝固第IX因子  

放射性医薬品基準人血清アル  

ブミン五酢酸テクネチウム（99  

mTc）注射液  

日本 日本  
製造工程  

有効成分  

バイエル  

薬品  
イットリウム（9DY）イブリツモマブ  

チウキセタン（遺伝子組換え）注  

射液調整用  
インジウム（川りイブリツモマブ  

チウキセタン（遺伝子組換え）注  

射液調整用  

インターフェロンベーター1b（遺伝  

子組換え）  

イットリウム（90Y）イブリツモマブ  

チウキセタン  
インジウム（＝Ⅰ）イブリツモマブ  

チウキセタン  

ウシ乳  

フェルトヤコブ  

異型クロイツ  病  
新規のプリオン不活化法として、Bacilluslentus  
サブチリシン遺伝子を変異させて得られたアル  
カリプロテアーゼ：MC3の報告。MC3はプロティ  
ナーゼKよりも高い分解能を示し、MC3消化の  
感染性マウス脳ホモジネート（iMBH）投与マウ  
スの生存率は、非分解iMBH投与マウスと比較  
して極めて高かった。   

新規ヒトカルジオウイルス7株についての報告。  

J．Hosp．  

hfect．2009：  

72－65－70  

バイエル  

薬品  
人血清アル  
ブミン  

ヒト血液  米国  ウイルス感染  添加物  
PNAS2008：  

105ニ14124一  

14129  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

AmorfixLjfeSciences社（カナダ）が開発した血  
渠中におけるvcJDプリオンタンパク質の検査  
法。脳ホモジネートを1／1．000．000まで希釈した  

検体を検出することに成功した。  

90019に同じ   

News－  

Medical Net 

2008Dec22  

WHO（2009  

年2月3日）  

エボラ出血  
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概要  

90139に同じ  

出典  感染症（PT）   

E型肝炎   Clin lnfect 

Dis2009こ48：  

373－374  

トリニダード・トバゴで多数のサルの死亡が確  
認されている為、念のため黄熟ウイルスに対す  
る予防接種を受けるよう呼びかけている。  

トリニダード・トバゴ保健省は、森林で死亡して  
発見された2頭のサルの剖検の結果、黄熟ウイ  
ルスの感染が認められたことを報告した。過去  
に1988年、1995年、1999年にサルの黄熟感染  
が確認されているが、ヒトでの黄熱ウイルス感  
染はなかった。   

メキシコ、Zapotolan匂0市でクレンブテロールに  
よる中毒と確定診断された患者9例が報告され  
た。発生源の精肉店は直ちに閉鎖され、現在、  
ウシの肝臓の売買が禁止されている。2008年  
にも21人のクレンプチロール中毒が発生してい  

る。   

ドイツで2008年前半より”Bloodsweating  
disease”で仔牛が死亡している。原因は不明で  
ある。この疾患はドイツ各地で発生しており、パ  
パリアでは40頭の症例が確認されている。ミュ  
ンヘン大学のcIinicforruminantsも同様の症例  
を報告している。主に、生後2～3週間の仔牛が  
感染している。   

90162に同じ  

90162に同じ  

2009年1月23日、フィリピンにおいてブタからの  
感染と考えられるエボラウイルス・レストン株抗  
体陽性者が確認され、1月30日、さらに4例の  
抗体陽性者が確認されている。現在まで抗体  
陽性者の健康状態は良好であり、過去12ケ月  
以内に圭だった症状を呈していない。  

2009年1月23日、フィリピンにおいてブタからの  
感染と考えられるエボラウイルス・レストン株抗  
体陽性者が確認された。サル以外で同ウイル  
スが確認されたのは初めてであり、ブタからヒト  
への初の感染例である。   

製造工程  
ミドリザル腎 臓細胞  ミドリザル 腎臓  日本  経口生ポリオワクチン  日本ポリ  Trinidad＆Tob  

ago Express 

2009Jan12  
オ研究所  

Trinidad＆Tob  

ago Ministry 

of Health 

web 2009 

Jan19  

製造工程  
経口生ポリオワクチン  ウシ血清  オーストラ  

＿ユ‾ン‾  リア、 ＿＿ヽ●  ランド  日本ポリ オ研究所  
2009／4／28  ProMED  

2009Jan17  
90162  

ProMED  

2009Jan29  

中毒  

感染  

エボラ出血  

ラクトアルブ  

ミン  
ウシの乳  経口生ポリオワクチン  

90163  

2009／4／28  ProMED  

2009Jan17  オ研究所  

ProMED  

2009Jan29  

製造工程  ブタの膵臓  
経口生ポリオワクチン  

トリプシン  日本ポリ  

オ研究所  

90164  
http：／／www．a  

lartnet．org／th  

enews／news  
desk／SP2223  
78．htm  

2009／4／28  
アメリカ・カ ナダ  

エボラ出血  

GMA NEWS．TV 2009Jan30  
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概要   

■ ■ ■ － ■ ■ ■● ■ 一－ ■ － － － － －－ 一 一 － － － － － － － 一 － － －t － ■●■ ■ ■ ■ ■ ■  

フィリピンサマル州において2008年12月以降  
ブタでサルモネラ感染が流行し、84頭が死亡、  
約772頭が羅患した。その他25頭が感染疑し＼  
でと殺された。2月9日現在、感染は制御された  
と、同地域の農業省職員が述べた。  

■ － ■ ■ ■ ■ ■ －■ － － － 一 一 － ■ －－ － － － － － － －－ － 一一 － － － － ■－● ■ ■ 一 ■ ■  

中国でクレンブテロールに汚染された豚肉の摂  
取により、70人以上が発病した。豚肉は広東  
省・広州の市場から流通したもので湖南省の  
農家で飼育されたもの。   

感染症（PT）   

サルモネラ  

中毒  B8C News  

2009Feb23  

製造工程  
ウシ血液  ウシ血清由  

来成分  

ウシ乳由来  
成分  

インターフェロン アルファ  

（NAMALWA）  

インターフェロン アルファ  

（NAMALWA）  

インターフェロン アルファ  

（NAMALWA）  

大日本  
住友製  
薬   

大日本  
住友製  
薬   

大日本  
住友製  
薬  

2009／4／28  90165  

ランド又は  
オーストラ  ニューソー   リア  

製造工程  ニューンー  ウシ乳  
ランド又は  

オーストラ  

リア  

製造工程  
ヒト細胞  90167  

ヒトリンパ芽  

球細胞樹立  
株ナマルバ  

細胞   

ヒツジ血清由  
来成分  

加熱人血発  
たん白  

鶏卵由来成  
分  

マウスハイブ  
リドーマ由来  
モノクローナ  
ル抗体   

アブロチニン  

2009／4／ノ28  

製造工程  

添加物  

ヒツジ血液  

人血液  

大日本  
住友製  
薬  

大日本  
住友製  
薬   

大日本  
住友製  
薬   

大日本  
住友製  
薬  

インターフェロン アルファ  

（NAMAしWA）  

インターフェロン アルファ  

（NAMAL〉〉A）  

インターフェロン アルファ  

（NAMALWA）  

インターフェロン アルファ  

（NAMAしWA）  

2009／4／28  

2009／4／28  

米国  
90169  

製造工程  鶏卵  
2009／4／28  

90170  

製造工程  日本  
マウス細胞  

2009／4／28  90171  

有効成分  ウルグア  

イ、ニュー  
ジーランド  

ウシ肺  
2009／4／28  90172  CS」  

べ一リン  

グ   

CS」  
ベーリン  

グ  

製造工程  
中国  

へ／りン  ブタ腸粘膜  
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原材料名   

ウマ深部事  
状屈筋腱   

原産国   フランス、ド  含有区分  支持体  
感染症（PT）  

イツ、ベル  

ギー、イタ  

リア、オー  

ストリア、  

米国、カナ  

ダ、ブラジ  

ル   

ーーユ‾ン‾■■■  

ランド  

トロンポプラ  

スチン  

トロンビン画  

ヒトアルブミ  

ン  

ウサギ脳  
製造工程  

2009／4／28  
90176  

ウシ血液  製造工程  
－ユ‾ン‾  

ランド  

米国、ドイ  

ツ、オース  

トリア  

2009／4／28  
90177  

ヒト血液  添加物  
バベシア症  ● ■一 ■ ■ ■■ ■ ■ － － － －－ －一 一 一 － － － －t － － － ■ ■ ■ ■ 一 ■ 一一 ■一 － ■ ■ ■ ■ 81052に同じ  Clin lnfect 

Dis2009：48：  

25－30  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

－■ ■ ■ ■ －■－－ 一一 － －一 － － － － － － － 一一 － － － ■ － ■ ■ ■t ■ ■一 ■ － ■ ● － ● 90183に同じ  

1995年から3回／週でⅠ∨IG治療を受けていた61  
歳女性は、1997年1月～1998年2月の期間に、  
後にvCJDを発症した供血者由来の製剤を使用  
していた。この女性の死亡後、剖検により肺  
臓、リンパ節、脳内のプリオン蛋白を検査した  
が、検出されなかった。   

－ ● ■●■ ■ ■ 一 ■ － － 一 一 一 一 － － － － － －－ － － － － － 一一 － － －■ ■ ■一 ■ ■■ ■ ■  

81052に同じ  

2009：96：270  Vox Sanguinis   

米国、ドイ  ツ、オース トリア  
製造工程  

バベシア症  Clin lnfect 

Dis2009：48：  

25－30   

HPAweb  異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病   

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病   

バベシア症  

90183に同じ  

90177に同じ  

2009：96：270  Vox Sanguinis   
ヒトフィブリノ  
ゲン  

ヒト血液  米国、ドイ  ツ、オース トリア  
有効成分  

81052に同じ   Cljn Znfect  

Dis2009：48：  

25－30  
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感染症（PT）  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病   

ウイルス感染  

出典  

HPAweb  

February17．  

2009  

Vox  

Sanguinis  

2009：96：270   

Eurosur＞eitla  

nce2008．13  

1－2  

概要  

90183に同じ  

90177に同じ   

2009／4／28  
90180  

ウリナスタテン  サノナスタチ  

ン  

ヒト尿  
アフリカ南部における初のアレナウイルス感染  
症例。ザンビアで発症した患者が南アフリカ・ヨ  
ハネスブルクに移送されたが発症10日後に死  
亡。移送した救急隊員1名及びヨハネスブルク  
で看護を担当した看護婦1名も約1週間の潜伏  
期間の後発症し死亡。   

90003に同じ  

中国  有効成分  
高田製 薬  

ウイルス感染  ProMED－  

ma】12009012  

9．0400  

2009／4／28  

2009／4／30  

2009／4／30  

高田製  
薬   

メルスモ  
ン製薬   

／〈クス  

ター  

ウリナスタテン  

胎盤絨毛分解物  

人血清アルブミン  

ウリナスタテ  

ン   

胎盤絨毛分  

解物   

人血清アル  

ブミン  

ヒト尿  

ヒト胎盤  

人血渠  

有効成分  

有効成分  

有効成分  

90181  

90182  

90183  

日本  

米国  異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病  

1996年に血渠を提供し、その6カ月後にvCJDを  
呈したドナーの血兼由来の第8因子製剤を使用  
した血友病患者について、この度、検死により  
vcJD感染が報告された。血渠分画製剤による  
TSE伝播の可能性を示唆する初の報告であ  
る。   

減量法として両耳の上部耳介軟骨に置き鍼治  

；  

に左耳の鍼周囲の紅斑および圧痛を呈した。  
膿瘍ドレナージ検体の培養および感受性試験  
の結果、両耳で著しい緑膿菌の生育が認めら  
れた。21日間の経口シプロフロキサシン投与に  
より回復した。外耳軟骨は、血流に乏しく特に  
感染しやすい。耳鍼が危険な緑膿菌感染を起  
こす可能性があることを医師は認識するべきで  
ある。   

FebnJarY17．  HPAweb  2009  

日本茶  
十字社  

新鮮凍結人血菜  新鮮凍結人  
血渠  

人血液  
日本  

有効成分  
細菌感染  AmJInfect  

Controt2008  

36：602  
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感染症（PT）   

レンサ球菌感  
染  

出典  概要   

米国。ルーチンの細菌培養スクリーニングを実  
施したプール血小板の輸血を受けた患者が、C  
群連鎖球菌感染症により死亡した。遡及調査  
の結果、無症候性の供血者が原因と考えられ  
た。現在の検査法の限界を示す報告。  

全血血小板の細菌汚染リスクを低減させるた  
めには、初流血除去及び細菌培養によるスク  
リーニングが有効な方法であることを示す報  
告。  

Transfusion  

2008；48：  

2177－2183  

細菌感染  Transfusion  

2008：48：  

2348－2355  

欧州における2006年の感染症の発生報告はク  
ラミジアが最も多く、以下、ランプル鞭毛虫症、  
カンピロ／くクター症、サルモネラ症、結核、流行  

性耳下腺炎、淋病、C型肝炎、侵襲性肺炎球  
菌疾患、HlVの順であった。  

2007年度のCBERに報告された供血後及び輸  
血後の死亡例概要。受血者76件、供血看17件  
の死亡報告。受血者死亡の内訳は、52件が輸  
血関連もの、11件が輸血関連性否定できない  
もの、13件が輸血と関連しないものであった。  

BMJ2008：  

337：a2622  

http：／／www，f  

da．gov／cber／  

blood／fata107  
．pdf．  

輸血を介したバベシア症死亡例の報告。1998  
年の1例以降しばらく無かったが、2006年1～  
10月にはFDAに5例が報告された。生物学的製  
品逸脱報告サマリーでは、過去10年間にバベ  
シア症関連報告が68件あり、近年この報告が  
増加傾向にあることは、バベシア症伝播に係る  
輸血関連リスクが増加していることを示してい  
る。  

スペイン、カタルーニヤ血液銀行は、高リスク供  
血者におけるシヤーガス病スクリーニング計画  
を実行し、供血者集EZ）でTrypanosomacruzi（T．  
cruzi）感染の血清学的陽性率を調査した。その  
結果、全体の陽性率は0．62％（1770名中11名）  
で、最も陽性率が高かったのはボリビア人で  
あった（10．2％）。陽性者11名中1名は、シヤーガ  

ス病流行地域に数年間滞在したことのあるス  
ペイン人であった。非流行国の高リスク供血者  
にT．cruzjスクリーニング検査を実施する必要  
性がある。   

バベシア症  AABB  

Annual  

Meeting and 

TXPO2008－  

2  

アメリカ・トリパ  
ノソーマ症  

Transfusion  

2008：48：  

1862－1868  
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感染症（PT）  

アメリカ・トリパ  
ノソーマ症  

出典  

AABB  

Annu∂l  

Meeting and 

TXPO2008－  

3  

概要   

米国で2007年から開始された供血者に対する  
T．cruzlスクリーニング検査の結果、2007年1月  
29日～2008年1月28日の陽性率は1／30，000で  
あったが、受血書には明白な感染症例はな  
かった。最も陽性率が高い地域はフロリダ南部  
であった。  

マラリア  2007年にマレー半島でフィンランドの旅行者  
が、通常はサルにおけるマラリアの原因となる  
二日熟マラリア原虫に感染した。二日熟マラリ  
ア原虫はヒトマラリアを引き起こす第5のマラリ  

ア原虫種として確立された。この疾病は生命を  
脅かす危険があり、臨床医と臨床検査技師は  
旅行者においてこの病原体を更に注意すべき  
である。  

オーストラリア赤十字は2005年7月から、マラリ  
ア感染のリスクのある供血者に対し、従来の医  
療歴・渡航歴の収集から、リスクヘの暴露を特  
定した時から最低4ケ月間のマラリア抗体のス  
クリーニングを実施する代替戦略を導入した結  
果、既存の供血者に由来する輸血可能な製剤  
の製造効率は著しく向上し、輸血伝播マラリア  
症例の報告もなかった。  

1997年より韓国軍はヒドロキシクロロキン及び  
プリマキンを用いた予防的化学療法を実施し、  
マラリア患者の急増を防ぐことができたが、調  
査登録患者484名中2名にクロロキン耐性  
Plasmodiumvivaxを確認した。  

Emerg lnfect 

Dis2008：14：  

1434－1436  

マラリア  AABB  

Annu∂l  

Meeting and 

TXPO2008－  

4  

マラリア  AmJTrop  

Med Hyg  

2009；80：  

215－217  

CDC／MMWR  

2008．57：  

1145－1148   

JAMA2008：  

300：2263－  

2270  

ABC  

Newsletter  

No．38 2008  

年10月17日  

リケッチア症  80995に同じ  

リケッチア症  
81005に同じ  

ウエストナイル  

ウイルス  

81068に同じ  

HHV－8感染  81068に同じ   

2008：48：  

SuppIement  Transfusion   lO5A  
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概要  

90139に同じ  

感染症（PT）   

B型肝炎  

出典  

JMedViro1  
2008：80：  

1880－1884  

90139に同じ  B型肝炎  Vox  
Sang肌nis  

2008：95：  

174－180   

日本小児感  

染症学会第  
40回総会・学  

術集会 E－  

20  
Clin Infect 

Dis2008：47：  

931－934   

第70回日本  

血液学会総  

会 2008年  

10月10－12日  

90139に同じ  
B型肝炎  

90139に同じ  C型肝炎  

C型肝炎  90139に同じ  

日本血液事  

業学会第32  

回総会   

AABB  
AnnuaF  
Meeting and 
TXPO2008   

Transfusion  
2008：48：  

2568－2576   

Clin lnfect 
Dis2009：48：  

373－374  

Emerglnfect  
DIS2008：14：  

1974－1976  

90139に同じ  C型肝炎  

90139に同じ  
E型肝炎  

90139に同じ  
E型肝炎  

90139に同じ  

中国で2004～2007年に自然生息のコウモリを  
捕獲し、血清、咽頭、糞便におけるニパウイル  
ス遺伝子及び糖タン／くクの検出を行った。その  

結果、692標本中33標本（23匹中9匹）で陽性を  
示した。特に、雲両省からのホオヒゲコウモリ  
の抗体が突出していた。   

90056に同じ   

E型肝炎  

ニパウイルス  東和薬  

⊂】  Rロ  

ウリナスタテンの注射液  ウリナスタチ  
ー′  ヒト尿抽出 物  

有効成分  中国   

ワイス   ポルフィマーナトリウム  ポルフィマー  
ナトリウム  

ブタ血液  
右‥  蕪■  エボラ出血  有効成分  

2009年3月31  

WHO／EPR  日  

99／166ページ  
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生物由来成  
分名   

テクネチウム  

人血清アル  
ブミン（99  

mTc）  

出典  一般名   

テクネチウム人血清アルブミン  
（99mTc）  

感染症（PT）   

ウイルス性脳  
炎  

概要   

米国ウェストバージニアで妊婦における初めて  
のラクロス脳炎ウイルス（LACV）感染が見つ  
り、その後、分娩時の臍帯血からLACV抗体が  
検出され垂直感染が疑われたが、出生後6ケ月  
までLACV感染兆候は見られていない。親が子  
の血清検体採取を拒否しており感染は確定で  
きていない。   

90183に同じ  

原材料名   

ヒト血液   原産国  日本  
含有区分   

有効成分  

ルムRI  

富士フイ  ファーマ  
CDC／MMWR  

2009；58：4－7  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病   

黄熟  

HPAweb Februan／17． 2009  

サンパウロ奥地において2009年2月より黄熟が  
流行しており、その中で母子感染が確認され  
た。初の黄熟の母子感染報告である。   

81005に同じ  ウイルス感染  2009／5／22  90189  ベネシス  乾燥濃縮人血液凝固第IX因子  

血液凝固第 IX因子  

人血液  日本  
有効成分  

2008年10月  
WHO／EPR  13日  

90141に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病   

コクシジオイデ  
ス症  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病   

ウイルス感染  

Lancet  
Neurology  
2009：8：57一  

色邑．‖‖．‖＿  
CDC／MMWR  90141に同じ  
2009：58：  

105－109  

90177に同じ  Vox  
Sangulnis  
2009；96：270  

81005に同じ  2009／5／22  90190   
ベネシス   

トロンビン  
トロンビン  有効成分  

日本  
2008年10月  
WHO／EPR  13日  

90141に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病  

コクシジオイデ  
ス症  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

Neurology  
2009；8：57－  

しancet   66  

90141に同じ  CDC／MMWR  

2009：58：  

105－109  

90177に同じ   Vox  
Sanguinis  
2009：96：270  
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概要   

米国ミネソタ州ノースダコタは1976年以降ウシ  

結核フリーであったが、今般、ウシ結核の発生  
を受けて調査が行われている。   

Charlotte酪農場においてr）シ2頭が2009年2月  

9日及び10日に狂犬病によって死亡した。農場  
のイヌに殺されたアライグマから感染した可能  
性がある。また、EastVa”eyMiddleSchooL近く  
のネコ1匹において狂犬病症例を確認した。  

出典  

ProMED－  

mai12008120  

8．3856  

ProMED－  

mait2009021  

50644  

感染症（PT）  結核  

狂犬病  

米国、Linvi‖d寸近の農場のウシ3頭が狂犬病  
に感染していた。また、この農場で発見された  
アライグマも狂犬病に感染していた。  

米国バーモント州の農場でウシ5頭が狂犬病検  
査陽性であったことを受けて、当局はウシのワ  
クチン接種を行うよう農場主に呼びかけてい  
る。  

米国ノースカロライナ州の農場で、2009年4月6  
～10日の週に仔牛1頭が狂犬病に感染し死亡  
した。RowanCountrYにおいて2009年5例目の  
症例である。  

狂犬病  
ProMED－  

mai12009022  

0．0724   

ProMED－  

malほ009041  

0．1383  

ProMED－  

mai12009041  

8．1470  

狂犬病  

狂犬病  

製造工程  マウス細胞  米国  
C127細胞株  
（マウス細  

胞）   

ウシ胎児血  
こ主  ′日   

ソマトロピン（遺伝子組換え）  メルクセ  
ローノ株  
式会社   

メルクセ  
ローノ株  
式会社   

米国インディアナ州BoardofAnimalHealth  
（BOAH）は、州南部のウシの群におけるウシ  
結核症例1例について調査を行っている。  

結核  
製造工程  1）マスター  

セルバンク  
（不明）、2）  

ワーキング  
セルバンク  
（米国）  

ウシ胎児血 液  ソマトロピン（遺伝子細換え）  
90234  

ProMED－  

mai12009021  

5．0644  

2009／5／29  

米国ミネソタ州のBe旺ramiCountyにおいて、ウ シ結核が3頭で確認された。    90232に同じ   
結核  ProMED－  

mal12008120  

7．0101  

ProMED－  

mai12008120  

8．3856  

結核  

ヽ◆ 107／166ペーン  
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感染症（PT）  狂犬病  

出典  概要   

90232に同じ  ProMED－  

mai12009021  

5．0644   

ProM∈D－  90232に同じ  

ソマトロピン（遺伝子組換え）  トリプシン  ブタ膵臓  米国  製造工程  
インフルエンザ  90080に同じ  

インフルエンザ  米国テキサス州で、2008年10月にブタインフル  
エンザA（HINl）に感染したヒト症例1例（14歳）  

が報告された。当該症例は回復している。   

米国アイオワ州で、2009年2月22～28日に、ブ  
タインフルエンザA（HNl）のヒトヘの感染例が  

1例報告された。  

CDC／MMWR  

2008：57：  

1329－1332  

インフルエンザ  CDC Weekly 
Report／¶u  

SUmmarY  

vpdate 2009 

Mar6   

ProM∈D－  90057に同じ  

解凍人赤血球濃厚液   
解凍人赤血  

球濃厚液  
日本   

有効成分  

日本赤 十字社  
90184に同じ  AmJInfect  

Contro12008：  

36：602  

レンサ球菌感  
染  

細菌感染  

90184に同じ  Transfusion  

2008：48：  

2177－2183  

90184に同じ  Transfusion  

2008：48：  

2348－2355  

90184に同じ  

90184に同じ   

BMJ2008；  

337ニa2622  

http：／／www．f  

da．gov／cber／  

blood／fata107  

Pdt．‖‖．＿＿＿  
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感染症（PT）   

感染  

出典  

http：／／www．f  

d∂．gOV／cber／  

blood／fataIO8  
．pdf．  

概要   

2005～2008年度のCBERに報告された供血後  
及び輸血後の死亡例概要。2008年度は、受血  
書72件、供血者10件の死亡報告。受血書死亡  
の内訳は、46件が輸血関連もの、8件が輸血  
関連性否定できないもの、1射牛が輸血と関連し  
ないもの。微生物感染はバベシア症5件、  
Staphylococcusaureus、Staphy［ococcus  

epidermidisがそれぞれ1件。05～08年度の微  
生物感染28件中、10件をバベシア症が占めて  
いる。   

90184に同じ  バベシア症  AABB  

Annual  

Meeting and 

TXPO2008－  

2  

2009Feb23：  

New Yol七  

Clty，  
Department  

ofHea‡th  

バベシア症  2008年9月以降の6ケ月間、ニューヨーク市にお  
いて輸血関連バベシア症の報告急増。市衛生  
局は医療従事者に対し、3ケ月以内に輸血又は  
臓器移植の既往歴があり、発熱／溶血性貧血  
を呈する患者の鑑別診断にバベシア症を考慮  
するよう勧告した。   

90184に同じ  リカ・トリパ  

ノソーマ症  アメ   
Transfusion  

2008．48：  

1862－1868  

リカ・トリパ  

ノソーマ症  アメ   
90184に同じ  AABB  

Annual  

Meeting and 

TXPO2008－  

3  

AABB  

Annual  

Meeting and 

TXPO2008－  

4  

AmJTrop  

Med Hyg  

2009：80：  

215－217   

CDC／MMWR  

2008：57：  

1145－1148  

マラリア  90184に同じ  

マラリア  90184に同じ  

リケッチア症  80995に同じ   
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概要  

81005に同じ  

出典  感染症（PT）   

リケッチア症  
300：2263－  JAMA2008：  2270  

81068に同じ  ウエストナイル  

ウイルス  
No．38 2008  

年10月17日  ABC Newsletter  
81068に同じ  HHV－8感染  Transfusion  

2008：48：  

SuppIement  

lO5A  

81068に同じ  

クロイツフェル ト・ヤコブ病  
J Neurol 
Neurosurg  
Psychiatry  
2008；79：  

229－231  

81068に同じ  異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

クロイツフェル  
トヤコブ病  

クロイツフェル  
トヤコブ病  

2008：48：  

Supplement  Transfusjon   33A  
90139に同じ  Emerg Infect 

Dis2009：15 

265－271  

米国。輸血のCJD伝播リスクについて。後に  
CJD発症した供血者36例と受血者436例を調  
査。受血者のうち生存91例、死亡329例、不明  
16例。受血後にCJDを発症した例は特定され  

ず。   

81013に同じ  

Epub 2009 Transfusion  Jan5  
異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病   

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

PLoS ONE  

2008：3：  

e3017  

90068に同じ   

2009年2月17  
HPA／News  日  

110／166ページ  



概要   

■－ － － ■■一■－，－－－－－－一一－一一一一－－一－－－●■■●－－■－■■ ■  

最近、非定型BSEが日本、カナダ、米国、複数  
のヨーロッパ諸国で発生している。非定型BSE  
の可能性があるプt」オン遺伝子の突然変異は  
豪州や新西蘭でも発生する可能性があり、反  
翁動物の厳密な飼料管理等、将来のアウトブ  
レイクの防止に必要な規制を緩和すべきでは  
ない。  

出典  

Nature2009ニ  

457：1079  

感染症（PT）  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  

病  

81068に同じ  Eurosurveilla 

nce2008；  

13（50）：  

19066＿＿＿．＿＿．  
BuaNews  

online 2008  

年10月13日   

ProMED－  

mai12009021  

8．0669   

Vox  

Sangulnis  

2009：96：14▼  
lq．．＿＿＿－＿＿＿．  

J Med Virol 

2008：80：  

1880－1884  

90139に同じ  ウイルス感染  

90139に同じ  
ウイルス感染  

90139に同じ  A聖肝炎  

90139に同じ  B聖肝炎  

90139に同じ  B型肝炎  Vox  

Sangulnis  

2008：95二  

174－180  
日本小児感  
染症学会第  
40回総会・学  

術集会 E【  

20  
日本肝臓学  

会第37回東  
部会 0－85  

90139に同じ  B型肝炎  

日本の首都圏において、H8Vの中でも慢性化  
率の高いgenotypeAは急速に増加しており、新  
規日本人キャリアからの二次感染が疑われる  
ことが急性B型肝炎症例の検討から明らかに  
なった。   

■ ■ ■ ■ ■■一 ■ ■ － － － － － － － － － － － － － － － － 一 － － － － － － ■ － ■ 一 ■ － － →  

90139に同じ   

B型肝炎  

第70回日本  
血液学会総  
会 2008年  
10月10－12日  

C型肝炎  

111／166ページ  
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生物由来成  
分名   

ウシ胎児血  
ニi ′日  

ウシ血清ア  
ルブミン   

コレステロー  
ル  

感染症（PT）  出典  

ClFA report 

2009－04－09  

ClFA report 

200904－09  

ProMED－  

ma‖2009022  

0，0714  

概要  

90223に同じ  

受理日  

2009／6／11  

一般名   

ゲムツズマフオゾガマイシン（遺  

伝子組換え）  

ゲムツズマブオゾガマイシン（遺  

伝子組換え）   

ゲムツズマブオゾガマイシン（遺  

伝子組換え）  

原材料名   

ウシ血液  

原産国  

＿ユ‾ソ‾  

含有区分   

製造工程  

90223に同じ  

ニュージーランドのヒツジにおいて非定型スク  

レイピーを確認したとの報告。英国へ送られた  
研究用のヒツジの群の2匹とその2匹の子として  
組まれた雌ヒツジ。  

ウシ血液  

ヒツジ毛  

製造工程  

製造工程  

＿ユ‾ン‾  

90245  

ワイス  

田辺三  
菱製薬  
株式会  

社  臼辺三  

菱製薬  
株式会  
社  

ゲムツズマブオゾガマイシン（遺  

伝子組換え）   

アルテプラーゼ（遺伝子細換え）  

注射剤  

アルテプラーゼ（遺伝子組換え）  

注射剤  

マウス骨髄  

腫由来NSO  

細胞  

チャイニーズ  

ハムスター卵  

巣細胞   

ウシ胎児血  
こ主  ′R  

製造工程  

製造工手呈  

マウス骨髄  

腫  

チャイニー  
ズハムス  
ター   

ウシ血液  

不明  

米国  

2009／6／11  

製造工程  米国、カナ  

トラリア、  ダ、オース  ＿．・ユ‾ソ‾■■ ランド  
90248  

アルテプラーゼ（遺伝子組換え）  

注射剤  

ペプトン  ウシの胆  製造工程  
蕪‖  蕪■   米国、カナ  

菱製薬  
株式会  
田辺三   社  

2009／6／15  

汁、結合組  
織、皮膚、  
骨（頭蓋  

骨、せき髄  
を含まな  
い。せき柱  
骨を含む可  
能性があ  
る。）に由  

来するペプ  
トン   
人血液  ベネシス  

ポリエチレングリコール処理抗  
破傷風人免疫グロブリン  
乾燥抗破傷風人免疫グロブリン  

破傷風抗毒  
素  

有効成分  米国  
90141に同じ  Lancet  

Neurology  

2009二8：57－  

66  

CDC／MMWR  

2009：58：  

105－109  

フェルトヤコブ  
病  

コクシジオイデ  

ス症  
90141に同じ   
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感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病  

細革感染  

出典  概要  

90177に同じ  

2009：96：270  Vox Sanguinis   
日本細菌学  

90112に同じ  

会第82回総  
会 P2－182   

MMWR2009：  
58：1－3  

2009／4／17米CDCはカリフオルニア南部の小児  
2例の熱性呼吸器疾患をブタインフルエンザA  
（HINl）感染であると特定した。アマンダジン、  

リマンダジンに抵抗性があり、過去に報告され  
ていない固有の遺伝子断片の組み合わせが  
含まれていた。ブタ接触歴は無く感染源は不  
明。   

90141に同じ  
ベネシス  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病  

コクシジオイデ  
ス症  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病   

細菌感染  

ウロキナーゼ注射剤  
人血清アル  

ブミン  

米国  
添加物  Lancet  

Neuro】ogy  

2009：8二57－  

90141に同じ  CDC／MMWR  

2009：58二  

105－109  

90177に同じ  

2009；96：270  Vox Sanguinis   
日本細菌学  90112に同じ  

会第82匡l総  

会 P2－182  

90249に同じ  

90184に同じ  

インフルエンザ   

レンサ球菌感  
染  

細菌感染  

MMWR2009こ  

58：1－3  

人赤血球濃厚液  
人赤血球濃 厚液   

日本   
有効成分  

Transfusion  

2008：48：  

2177－2183  

90184に同じ  Transfusion  

2008；48：  

2348－2355  

90184に同じ  

90184に同じ   

BMJ2008：  

337：a2622  

http：／／www．f  

da．gov／cber／  

blood／fata107  
Pdt．‖．．．＿＿＿  
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概要  

90236に同じ  

出典  

http：／／www，f  

da．gov／cber／  

blood／fata108  

・Pタf＿‖＿＿＿＿＿  

AABB  
Annual  
Meeting and 
TXPO 2008 

2  

2009Feb23ニ  

New York 
City，  
Department  
ofHeaIth  

AA8B  
Annual  
Meetingand  
TXPO2008－  
3   

Emerg Infect 
Dis2009：  
15：653－655  

感染症（PT）   

感染  

90184に同じ  
バベシア症  

90236に同じ  バベシア症  

リカ・トリパ  

アメ ノソーマ症  
90184に同じ  

ブラジルで2006年1～11月に発生したアメリカ・  
トリ／くノソーマ症のアウトブレイク（178症例）に  

ついて、調査の結果、アサイー果実を潰す際  
に、原虫を媒介するサシガメの排泄物が混入し  
た可能性が考えられた。   

ベネズエラでグアヴァジュースの摂取によるア  
メリカ・トリ／くノソーマ症のアウトブレイクが発生  

し、同学校に通う児童47名と教師3名が感染。  
児童3名が死亡。   

CBERから、輸血用全血、血液成分製剤、ヒト  
細胞・組織及びヒト細胞・組織由来製剤の  
TrYP∂nOSOmaCm五が伝播する危険性を低減す  
るための血清学的検査実施についてのガイダ  
ンス案を公表。   

90184に同じ  

リカ・トリパ  

アメ ノソーマ症  

リカ・トリパ  

アメ ノソーマ症  
ProMED鱒  

mai12009040  

6．1328  

CB［R  

（http：／／www 

fdagov／cber  

／gdlns／chaga  

s．htm）   

AABB  

Annua】  

Meeting and 

TXPO2008－  

4  

AmJTrop  

Med Hyg  

2009：80  

215－217  

リカ・トリパ  

ノソーマ症  アメ   

マラリア  

マラリア  90184に同じ   
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概要  感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病   

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

出典  

Vox  

Sangulnis  

2009：96ニ270   

ProMED－  

mai12009010  

8．0076  

90177に同じ   

英国CJDサーベイランスユニットの統計による  
と、2009年1月5日時点でvCJD死亡患者数総  
数には変化はなく167例のままであり、英国に  
おけるvCJD流行は減少しつつあるとする見解  
に一致する。   

1987年以前から2008年までに、英国から国際  
獣疫事務局（0IE）に報告されたBSEの報告で  
ある。  

BSE  

0IE  
（http：／／www．  

Oie．inし／eng／i  

nfo／en＿eSbm  

htm．）   

0IE  
（http；／／www．  

Oie．int／eng／i  

nfo／en＿eSbm  

onde．htm．）  

1989年から2008年までに、世界各国（英国を  
除く）から国際獣疫事務局（OIE）に報告された  
8SEの報告数である。  

81068に同じ  Eurosurvei‖a  

nce2008：  
13（50）：  

19086  
Vin」S Res．  

2009：140：  

85－90  

中国のブタからヒト様HINlインフル工ンザウイ  
ルスが検出され、ブタがヒトにおけるパンデミッ  
クを引き起こす古典的なインフルエンザウイル  
ス保有宿主である証拠が示された。   

90139に同じ  

インフルエンザ  

ウイルス感染  ProMED－  

mai12009021  

8．0669  

90139に同じ  

2009．96：14－  Vox Sanguinis  19  
B聖肝炎  日本小児感  

染症学会第  
40回総会・学  

術集会 E－  

20  
日本肝臓学  
会第37回東  
部会 0－85  

90139に同じ  

90236に同じ   
B型肝炎  
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概要  

90139に同じ  

感染症（PT）  

E型肝炎  

出典  

Transfusion  
2008．48：  

2568－2576   

C‡inlnfect  

Dis2009ニ48：  

373－374   

CFIA（2009－  

04－09）  

E型肝炎  
90139に同じ  

カナダで15頭目のBSE牛の確認。当該牛は  
94ケ月齢のホルスタイン乳牛。一緒に飼育され  
た187頭のうち22頭は当該農場で生存しており  
屠殺処分された。122頭は既に死亡、屠殺を確  
認。24頭は死亡あるいは屠殺と推定され、5頭  
は輸出されている。14張は記録不足により追  
跡不可能。   

90256に同じ  

BSE  製造工程  バイオ  

ジェン・ア  

イデック・  
ソヤパン  

ウシ胎児血  
ご壬 ′R  

ウシ胎児血 液  米国  
インターフェロン ベーター1a（遺 伝子組換え）  

CFIA（2009－  

04－09）  

インターフェロン ベーター1a（遺  

伝子組換え）  

製造工程  
90257  

バイオ  

ジ工ン・ア  

イデック・  
ジャパン  
バイオ  

ジェン・ア  
イデック・  
ジャパン  
ジェンザ  

イム・  
ジャパン  

ウシトランス  

フェリン  
ウシ血液  

米国、カナ  

2009／6／18  

CFIA（2009－  

04－09）  

90256に同じ   2009／6／18  インターフェロン ベーター1a（遺  

伝子組換え）  

ウシインスリ  

ン  ウシ腫臓抽 出物  
製造工程  

米国、カナ ダ  
90258  

イミグルセ  
ラーゼ（遺伝  

子組換え）  

遺伝子組  

換えチャイ  
ニーズハム  

スター卵巣  
細胞  

有効成分  

イミグルセラーゼ（遺伝子組換 え）  系は  

Dr．L．A．Cha  

sin（CoIumb  
ia  

University）  
より入手し  
たジヒドロ  

2009／6／19  
90260  ジェンザ  

イム・  
ジャパン  
ジ工ンザ  

イム・  
ジャパン  

サノフィ  
パスツー  

ル第一  
三共ワク  
こ事．ヽ′  

ウシ胎児血  
こ主 ′日  

ドナー仔牛血  
こ主 ／R  

発育鶏胚  

ウシ胎仔血  

液  

ドナー仔牛  

血液  

発育鶏卵  

米国、カナ  
製造工程  

イミグルセラーゼ（遺伝子組換 え）  

2009／6／19  
製造工程  

－．・ユ‾ン′‾  イミグルセラーゼ（遺伝子組換  

え）  

黄熟ワクチン  

90261  

2009／6／22  
米匡I  

製造工程  90262  
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含有区分   

有効成分  

原材料名  

Cladosporiu  

m  

cladosporio  

ldes  

一般名  

アレルゲンエキス  

‾‖   
蕪   

‾■   
有   

‖   
有   

‾‥   
蕪   

■‾   
有   

‾t   

有   

‾■  
有  

蕪‾   

蕪■   

蕪‾   

蕪■   

蕪‾   

蕪一   

蕪‾  

有効成分   

有効成分  

有効成分  

有効成分   

有効成分  

有効成分  

有効成分  

蕪‾‾   

蕪‥   

蕪■■   

蕪‖   

蕪■■   

蕪‥   

着‾‾  

アレルゲンエキス  

アレルゲンエキス  

アレルゲンエ  
キス  

アレルゲンエ  
キス  

アレルゲンエ  
キス  

アレルゲンエ  
キス  

アレルゲンエ  
キス  

アレルゲンエ  
キス  

ペプシン処理  

人免疫グロ  
ブリンG分屏  

鳥居薬  

ロ ロロ  
鳥居薬  

⊂】  ロロ  

鳥居薬  

ロ ロ白  

鳥居薬  
⊂コ  ロロ  
鳥居薬  

⊂】  ロロ  

鳥居薬  

口 口n  

化学及  
血清療  

法研究  

所  

2009／′6／′24  

2009／6／24  

2009／6／24  

2009／6／24  

2009／6／24  

2009／6／24  

2009／6／25  

90266  

90267  

90268  

90269  

90270  

90271  

90272  

Candida  

albicans  

Candlda  

albicans   

Candida  

∂lblCanS  

アレルゲンエキス  

アレルゲンエキス  

アレルゲンエキス  

アレルゲンエキス  

乾燥ペプシン処理人免疫グロブ  
リン  

日本  

Candida  

aルicans  

Altemaria  

kikuchiana  

Asperg州us  

fumlgatUS  

ウイルス感染  
ヒト血液  

90003に同じ  ProMED－  
mai12009012  
9－0400  

CDC／Travele  
rs’Health  

2009年2月4  

日  

CDC／TraveIe  
rs’Health  

2009年2月4  

日②  

HPA／News  
2009年2月17  

日   

CDC／MMWR  
2009：58ニ  

229－2   
日本細菌学  

会第82回総  

会 P2－182   

90003に同じ  レトロウイルス  

90003に同じ  

90068に同じ  
異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病   

マラリア  90123に同じ  

90112に同じ   リケッチア症  
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感染症（PT）   

新型インフルエ  
ンザ（HINl）  

出典  概要   

2009年4月、南カリフォルニア周辺部の小児2  
人がブタインフル工ンザA（HINl）ウイルスに感  
染した。2症例から検出されたウイルスは、米  
国やそれ以外の国でも報告されたことがないブ  
タ又はヒトインフルエンザウイルスの遺伝子片  
を併せ持っていた。いずれの小児もブタとの接  
触はなく、感染源は不明である。   

90272に同じ  

MMWR2009：  

58：1－3  

2009／6／25  90273  化学及  

血清療  
法研究  
訳‖＿＿  

化学及  

乾燥ペプシン処理人免疫グロブ  
リン  

乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふ〈かぜワクチ  
ン  

ペプシン  ブタ胃粘膜  製造工程  
新型インフル工  
ンザ（ト‖Nり  

ウイルス感染  

米国、カナ  
ダ  

日本  

MMWR2009：  

58：1－3  

人血清アル  

ブミン  

ヒト血液  

添加物・ 製造工程  
90003に同じ  ProMED－  

mai12009012  

9－0400  

レトロウイルス  
90003に同じ  CDC／Travele  

rs■Health  

2009年2月4  
n■＿＿＿＿＿＿＿＿  

CDC／TraveIe  90003に同じ  

rsr Health  
2009年2月4  
てコ．／ち）  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病   

マラリア  

9006引こ同じ  

2009年2月17  

HPA／News  日  CDC／MMWR  90123に同じ  

2009：58：  

229－2   

日本細菌学  

会第82回総  

会 P2－182  

リケッチア症  90112に同じ  

新型インフルエ  
ンザ（HINl）  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病   

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

90272に同じ  MMWR2009：  

58：1－3  

2009／6／26  

乾燥イオン交換樹脂処理人免 疫グロブリン  

人免疫グロ  

ブリンG  

人血清アル  

ブミン  

人血菜  
米国  

有効成分  90183に同じ  バクス  
ター   

パラス  
ター  

90275  

HPAweb Febnほけ17． 2009  
人血莞  米国  添加物  

90183に同じ   乾燥イオン交換樹脂処理人免  
疫グロブリン  HPAweb FebruarY17． 2009  

134／166ページ  



生物由来成  
分名   

チャイニーズ  
ハムスター卵  
巣細胞  

概要  報告者   
名   

アンジェ  
スMG株  

式会社  

出典  感染症（PT）  含有区分   

製造工程  

原材料名  

チャイニー  
ズハムス  

ター卵巣細  
胞  

入手した  
CHOセルラ  
インをマス  
タセルバン  
クに使用し  
た細胞抹  

製造工程  米国、カナ  

ダ、オース  

トラリア、  
＿ユ‾ソー  

ランド  

ウシ胎児血  
二主  ′日  

ウシ胎児血  
ニ▲ ′日  

アルテプラーゼ（遺伝子組換え）  

協和醗 酉孝キリン  工ポ工テンアルファ（遺伝子組  

換え）  

ダルベポ工テン アルファ（遺伝  

子組換え）  
アルテプラーゼ（遺伝子組換え）  

工ポエチンアルファ（遺伝子組  

換え）  

ダルベポエテン アルファ（遺伝  

子組換え）  

アルテプラーゼ（遺伝子組換え）  

製造工程  
チャイニー  
ズハムス  
ター卵巣細  
胞  

ハムスター卵  チャイニーズ   
巣細胞  

ペプトン  

協和醗 酵キリン  
米国  

蕪‾  森■■  
製造工程  米国  

ウシの胆  
汁、結合組  
織、皮膚、  
骨（頭蓋  

骨、せき髄  
を含まな  
い。せき柱  
骨を含む可  
能性があ  
る。）に由  

来するペプ  
トン  

協和醗 酵キリン  
2009／6／26  90280  

蕪‾  蕪■   

蕪‖   

着‖  

製造工程  

製造工程  

ウシ乳由来  

の乳糖   
ブタ陣臓由  

来トリプシ  
ン  

乳糖  

トリプシン  

ダルベポエテン アルファ（遺伝  

子組換え）   

エポエテンアルファ（遺伝子組  

換え）  

ダルベポエテン アルファ（遺伝  

子組換え）  

協和醗  
酵キリン   

協和醗  
酵キリン  

2009／6／26  90281  

90282  

■ ■一 ■ ■－ ■ ■ － ■ ■ t ■■ ■ ■ － － ■ － － －－ ■ － － － 一 一 ●■ ● ■ ■ ■ ■ － ■一 一 ■  

2007～2008年フィリピンの養豚場でブタの死亡  
率が上昇し、政府が調査をした結果、2008年  
10月にブタでエボラレストンウイルス及びブタ  

繁殖・呼吸器障害症候群（PRRS）ウイルス強  
毒性株の感染が確認された。エボラレストンウ  
イルスのブタへの感染を示す初の報告。   

エボラ出血   

23，2008）  0IE （December  
2009／6／26  
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感染症（PT）   

エボラ出血  

出典  概要  

90056に同じ  

2009年3月31  
WHO／EPR  日  

インフルエンザ  90080に同じ  ProMED－  

mai12008112  

5．3715  

インフルエンザ  新規のインフルエンザAウイルスに関して、  
2009年2月28日にアイオワ州からブタインフル  

エンザA（HINりの3歳男児への感染例が報告  

された。ブタヘの密接な接触が確認されてい  
る。男児は回復している。米国における今シー  
ズン3例目のブタインフルエンザ感染例である。  

2009年5月21日現在の世界における新型イン  

フルエンザ（HINl）感染状況。41カ国、11け34  
例（死亡85例）が確定されている。   

CDC／MMWR  

2009：58二  

369－374  

新型インフルエ  
ンザ（HINl）  2009年5月21  

WHO／EPR  日  

2009／6／30  シェリン  
グ・プラ  
ウ  

シェリン  
グ・プラ  
ウ  

フがルロビンベータ（遺伝子組  
換え）  

ウシ胎児血  

清  

ウシトランス  
フェリン  

チャイニーズ  
ハムスター卵  
巣細胞  

製造工程  
90283  －ユ‾ソ‾  

ランド、  

オーストラ  

ー」ア  

ーユ‾ン‾  

ランド、  

オーストラ  

リア  

原産国不  
明（ATCC  

登録株）   

米国   

2009／6／30  90284  フが」トロピンベータ（遺伝子組  

換え）  

フが」トロピンベータ（遺伝子組  

換え）  

リッキシマブ（遺伝子組換え）   

リッキシマブ（遺伝子組換え）  

製造工程  

2009／6／30  90285  シェリン  

グ・プラ  
ウ   

全薬工  

業  
全薬工  

業  

チャイニー  
ズハムス  
ター卵巣細  
胞  

ウシ血清  

製造工程  

2009／6／30  

2009／6／30  

ウシ胎児血  
清  

D－ガラクトー  

ス  

製造工程  90286  

90287  
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報告者   
名   

全薬工  

業   

株式会  
社ポーラ  
ファルマ  

生物由来成  
分名   

フエツイン  

トロンビン  

受理日  

2009／6／30  

2009／7／9   

一般名   

リッキシマブ（遺伝子組換え）  

トロンビン  

感染症（PT）  出典  概要  原材料名   

ウシの血清  
由来   

ウシ血液  

原産国   

カナダ、米  

国、ニュー  
ジーランド  

含有区分   

製造工程  

有効成分  ニューンー  90289  

ランド、  
オーストラ  
リア、アル  
ゼンチン  

デンマーク  2009／7／9  株式会  
社ポーラ  
ファルマ  

富士製  
薬工業  

トロンビン  トロンポプラ  
スチン  

精製下垂体  
性性腺刺激  
ホルモン  

ブタ肺  
製造工程  90290  

2009／7／10  

更年期婦 人の抽出 物  

WHO2009年  

1月19日  

90017に同じ  中国  
有効成分  

精製下垂体性性腺刺激ホルモ ン  
90291  烏インフル工ン ザ  

90017に同じ  

Streptococcus Dysgalactiae subsp．  

Dysgalactiaeに起因した、劇症型A群連鎖球菌  
3  

告。ヒトにおける初の感染報告である。   

新型インフル工ンザ（HINl）が発生し、警戒レ  
ベルは2009年4月29日にフェーズ5まで引き上  
げられた。5月12日時点では、30カ国、5251例  
の感染例が押HOに報告されている。   

ヒトにおける初のシカダニウイルス感染例の報  
告（出典NEJM）。ニューヨークの62歳男性がシ  
カダニウイルスに感染したシカダニの岐傷を受  
けた後、髄膜脳炎で死亡した。   

90017に同じ  

R（〉trOVio】  

Ogy2008：5：  
日本感染症  

学会総会学  
術集会 第8  
回 0－173   

WHO／WER  
2009：84：  

173184  

ProMED－  

mai12009051  

5．1821  

WHO2009年  

1月19日  

型インフルエ  
ンザ（HINl）  新   

ウイルス性脳  

炎  

2009／7／10  
90292  

富士製 薬工業  
ヒト下垂体性性腺刺激ホルモン  ヒト下垂体性  

性腺刺激ホ  

ルモン  更年期婦 人の尿抽 出物  
中国  有効成分  鳥インフルエン  

ザ  

川∨  

レンサ球菌感  

染  

90017に同じ  

90291に同じ   

R◎trOVio】  

Ogy2008：5：  
10つ＿＿＿＿‖‖．  

日本感染症  

学会総会学  

術集会 第83  
回 0▼173  
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感染症（PT）   

新型インフルエ  
ンザ（HINl）  

ウイルス性脳  
炎  

エボラ出血  

ウイルス性脳  
炎  

出典  概要  

90291に同じ  WHO／WER  

2009；84：  

173－184  

90291に同じ  ProMED－  

mai120090511 

5．1821  

90019に同じ  

90188に同じ  

有効成分  

有効成分  

ヘパリンナトリウム注射液  ヘパリンナト  

リウム   

テクネチウム  

大擬集人血  
清アルブミン  
（99mTc）  

ブタの腸粘  
膜   

ヒト血液  

中国、EU  

日本  

富士製  
薬工業   

富士フイ  
ルムRI  

ファーマ  

2009／7／10  90293  

90294  

WHO  

年2月3日）   

CDC／MMWR  
2009：58：4－7  

テクネチウム大擬集人血清アル  
ブミン（99Tc）  

2009／7／10  

90183に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病  

黄熟  

HPAweb  

90188に同じ  ProMED－  

mai12009040  

2．1217  

2008年に南アで発生した致死性出血熱のアウ  
トブレイクにおいて、30年ぶりに新規の旧世界  
アレナウイルスが分離された。発見された地名  
（Lusaka，Johannesburg）より、LしUOVirusと命名  
された。   

90003に同じ  

ウイルス感染  

PLoS Pathogens 2009：4： elOOO455  

ウイルス感染  

免疫グルプリ  
スルホ化人  ンG  

ヒト血液  有効成分  乾燥スルホ化人免疫グルプリン  
米国、日本  

化学及  

血清療  

法研究  
司ら＿＿＿＿  

ProMED－  

mai12009012  

9▲0400  

90003に同じ  
レトロウイルス  

CDC／Travele  

rsr Health  

2009年2月4  
」llr＝＝＝＝∵∵∵＝  

CDC／Trave蓼e  

rs’Health  

2009年2月4  

軋7）＿‥．．‥  
HPA／News  

2009年2月17  

日  

CDC／MMWR  

2009；58：  

229－2  

90003に同じ  

90068に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病   

マラリア  90123に同じ   
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感染症（PT）  

リケッチア症  

出典   

日本細菌学  

会第82回総  
会 P2」82   

MMWR2009：  

581－3   

厚生労働省  

新型インフル  
エンザに関す  
る報道発表  
資料 2009  
年5月16日  

概要  

90112に同じ   

型インフルエ  

ンザ（HINl）  新   
90272に同じ  

兵庫県神戸市における新型インフル工ンザ（イ  
ンフルエンザA／HINl）が疑われる患者発生  
についての報告。国内最初の新型インフルエン  
ザ患者が確認された。患者は10代後半の男  
性。本人に渡航歴はない。国立感染症研究所  
からの検査の結果、A型（＋）、ヒトHlト）、ヒト  

H3ト）、新型Hl（＋）であったため、新型インフル  

エンザ（インフルエンザA／HINl）が否定でず、  

新型インフルエンザが疑われる患者として神戸  
市に届出があった。患者は感染症法に基づ  
き、神戸市内の感染症指定医療機関に入院し  
た∩  

型インフル工  
ンザ（HINl）  新   

2009／7／16  
90296  

フォリトロピンベータ（遺伝子組  

換え）  

ブタインスリ  
ン  ブタ障臓抽 出物  

原産国不  製造工程  エボラ出血  2009年2月16日、フィリピン政府からの発表に  
よると、豚に日常的に接触のある処理施設の  
労働者1例にEbo蔓aRestonvirus（ERV）抗体l＝  
陽性反応が認められた。これによリ6例が、  
2008年12月の検査開始以降、フィリピン国内で  
ERV抗体陽性となった。この6例すべてが仕事  
で豚に触れている。フィリピン保健当局は、陽  
性反応を示した6例すべては健康であり、ブタ  
からヒトヘの移行が感染源として最も可能性が  
高いとしている。  

2009年4月24日、CDCはテキサス州とカリフオ  
ルニア州にて、ブタインフルエンザA（HINl）ウイ  

ルス感染確定症例8例を報告した。米国患者か  
ら同定されたウイルスはメキシコ患者のものと  
遺伝的に類似していると確認された。4月24日  
移行、米国およびその他の国々においてブタイ  
ンフルエンザA（HINl）ウイルス感染症例は増加  
し続け、4月28日時点の米国症例の約半数（45  
例）はニューヨーク市の高校生と職員であっ  
た。   

グ・プラ  
シェリン  ウ  

WHO Disease  
Outbre∂k  

News2009年  

3月31日  

明（米国薬  

局方及び  
∃一口ツパ  
薬局方適  
合品）  

新型インフル工  
58（17）こ470－  

4722009年5  

CDC／NMWR   月8日  

乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  乾燥濃縮人  
アンチトロン  
ビンⅢ  

ヒト血液  
米国、ドイ   有効成分  

CSL ベーリン グ  

139／166ページ  
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生物由来成  
分名   

乾燥濃縮人  

アンチトロン  
ビンⅢ  

概要  

81052に同じ  

感染症（PT）   

バベシア症  

原材料名   

ヒト血液  

原産国   

米国、ドイ  
ツ、オース  
トリア  

含有区分  有効成分  
一般名   

乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  受理日   2009／7／17  

90183に同じ  異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病   

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病  

新型インフルエ  
ンザ（・HINl）  

HPAweb February17， 2009  

90177に同じ  

2009：96：270  Vox Sanguinis   
新型インフルエンザ（HNl）の輸血を介した感  
染可能性について。輸血により季節性インフル  
エンザに感染した例はこれまで報告されたこと  
が無く、新型インフルエンザについても報告さ  
れていない。現時点で、輸血のメリットは新型イ  
ンフルエンザの理論的リスクをはるかに上回  
る。なお、血菜分画製剤については製造工程  
におけるクリアランスが十分であることが確認  
されている。  

米国での調査研究の結果は、輸血によるCJD  
伝播については根拠に欠けるとしている。2004  
年以降、英国ではvCJDの輸血による伝播が報  
告され、変異型でないCJDもしくは古典的CJD  
の伝播のリスクについて懸念が高まってきた。  
1995年、米国赤十字社はCDCと共同で輸血に  
よるCJD伝播の懸念を評価する詳細な疫学的  
データを得るために、供血後にCJDと診断され  
た供血者（CJDドナー）の長期後ろ向き調査を  
開始し、CJDドナーの血液成分を投与された受  
血者を特定した。本籍黒からは、CJDの輸血に  
よる伝播を示す根拠は示されなかった。CJDド  
ナーによる異常プリオンの輸血伝播のリスク  
は、VCJDドナーによる伝播のリスクと比べて顕  
著に低いことを後押しする結果となった。  

90282に同じ  

CBER 2009  
年4月30日  

笥  

クロイツフェル  
ト・ヤコブ病  49（5）；977－  Transfusion：  984  

エボラ出血  
有効成分  

健康なブタ の腸粘膜  

ブラジル  
ヘパリンナト  

リウム  
ヘパリンナトリウム注射液  

味の素  
2009／7／22  0IE  

（December  
23．2008）  

90299  

フィリピンマニラの農場で2008年10月にブタで  
始めてエボラレストンウイルスが確認され、  
2009年1月には当該農場の労働者少なくとも1  
名で抗体陽性を示した。同ウイルスのブタから  
ヒトヘの感染を示す初の報告。   

エボラ出血  
Reuters  
（Januaけ23．  

2009）  
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概要  

90019に同じ  

・米国、メキシコにおけるインフル工ンザ様疾患  
について：米国政府は米国内の7人の豚インフ  
ルエンザA／HINl確定症例（5人がカルフォルニ  
ア、2人がテキサス）と9人の疑いがある症例を  
報告した。死亡症例は報告されていない。メキ  
シコ政府は3つの別々の事例を報告しており、  
メキシコ連邦区ではインフルエンザ様疾患が挙  
がり始め、4月23日までに854人以上の肺炎が  
発生し、うち、59人は死亡している。  

一豚インフルエンザupdate3：豚インフルエンザ  
A（HINl）の発生状況は刻々と変化しており、  
2009年4月27日現在、米国では40症例（死亡  
例なし）、メキシコでは7症例の死亡を含む26症  
例で同ウイルスヘの感染が確認された。  
■豚インフルエンザ：国際保健規則（2005年）  
の元設立された緊急委員会が2009年4月27  
日、．2回目となる会合を開催した。   

感染症（PT）   

エボラ出血  

新型インフルエ  
ンザ  

出典  

WHO（2009  
年2月3日）   

WHO／EPR  
2009年4月24  

日．2009年4  

月27日  

WHO／Media  
centre 2009 
年4月27日  

リズマブ（遺伝子組換え）注  

オマ 射用凍結乾燥製剤  
オマリズマブ  
（遺伝子組換  

え）  

ウシペプトン  

ウシトリプトン  

ヒト化マウ  

スモノク  

ローナル抗  
体   
ウシの皮及  

び骨  

ノバル  

ティス  

ファーマ  

ノバル  

ティス  

ファーマ  
ノ／〈ル  

ティス  

ファーマ  

ノバル  

ティス  

ファーマ  
ノ／〈ル  

ティス  

ファーマ  
ノバル  

ティス  

ファーマ  
ノバル  

ティス  

ファーマ  

オマリズマブ（遺伝子組換え）注  

射用凍結乾燥製剤   

オマリズマブ（遺伝子組換え）注  

射用凍結乾燥製剤  

製造工程  

製造工程  

2009／7／23  

2009／7／23  

びカナダ   

アメリカ及  
びカナダ  

ウシの乳及  

びブタのす  
い臓由来  
酵素  ウシのすい  

膿   

ブタのすい  

臓  

90302  

90303  

90304  

オマリズマフ（遺伝子組換え）注  

射用凍結乾燥製剤   

オマリズマブ（遺伝子組換え）注  

射用凍結乾燥製剤  

ウシTPCK処  
理トリプシン   

ブタカルポキ  
シペプチター  
ゼ  

ウシ肉エキ  
ス   

ウシペプトン  

製造工程  

製造工程  

製造工程  

製造工程  

蕪一  

蕪■  

蕪■  

蕪‾  

‾‾‾  
蕪  

‖  
有  

■‾‾  
嵩  

‾■‾  
蕪  

＿ユ‾ン‾  蕪‾‾  

蕪‾‾  

蕪‾‾  

蕪‖  

2009／7／23  

2009／7／23  

2009／7／23  オマリズマフ（遺伝子組換え）注  

射用凍結乾燥製剤   

オマリズマブ（遺伝子組換え）注  

射用凍結乾燥製剤  

90305  

90306  

ウシの骨格  
筋   

ウシの骨、  

皮、結合組  

織及胆汁  

2009／7／23  
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一般名   

オマリズマブ（遺伝子細換え）注 射用凍結乾燥製剤  

感染症（PT）  原材料名  原産国   

①ウシ：  

オーストラ  
リア及び  
＿ユ‾■ソ‾  

ランド②ブ  
タ：アメリカ  

及びカナダ  

デンマー  
ク、アメリ  
カ、イギt」  

ス、ドイツ、  
オランダ、  
ポルトガ  
ル、ベル  
ギー、スラ  
ンス、アイ  
ルランド、  
スペイン、  
ハンガリー  

及び韓国  

アメリカ  

製造中止  
により記載  
なし   

中華人民  
共和国  

含有区分   

製造工程  

受理日  

2009／7／23  

リズマフ（遺伝子組換え）注  

オマ 射用凍結乾燥製剤  ブタトリプシ ン  
ブタのすい 臓  

製造工程  
2009／7／23  

ノバル ティス ファーマ  
90308  

オマリズマブ（遺伝子組換え）注  

射用凍結乾燥製剤   

発疹チフスワクチン  

加水分解ペ  

プトン   

卵黄嚢  

ブタの胃  

ニワトリの  
受精卵  

ブタ腸粘膜  

製造工程  

製造工程  

2009／7／23  90309  

90310  

ノバル  

ティス  

ファーマ  
デンカ生  
研  

IJS  

90027に同じ  サルモネラ  
2009：58：25－  CDC／MMWR  29  

2009年2月22日から28日の8週間において、米  
国での季節性インフルエンザ発生は概ね前の  
過と同じ水準であった。インフルエンザA（Hl，  

H3，unSubtyped）および日について、米国地域ご  
と、過ごとに比較検討した報告。   

90299に同じ  

インフルエンザ  パルナパリンナトリウム  パルナ／りン  

ナトリウム  

有効成分  
90311  2009／7／27  CDC Weekly 

Report川u  

SUmma「y  

UPdate  

weekO8  

インフル工ンザ  
2009年4月24  
WHO／EPR  日  

2009年4月30日現在、11の園がインフル工ンザ  
A（HINl）に感染した257の症例を公式に報告し  
た。   

新型インフルエ  
ンザ  update6  

2009年4月30  

WHO／EPR   日  
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感染症（PT）   

インフル工ンザ  

概要  

米国での2005年から2009年における調査の報  
告。3種（トリ、ヒトおよびブタ）が再集合したブタ  

インフルエンザA（Hl）ウイルスのヒトヘの感染に  

ついての11症例の報告。   

4月15日から5月5日の間、米国の41州におい  
て、総計642症例からヒトにおける新規ブタイン  
フルエンザA（HINl）ウイルスの感染を確認し  
．仁．‖．．．‖…＿＿＿．．．．‖＿＿＿．．‖．．＿＿‖‖‖‖  
90141に同じ  

出典  

N［nglJMed  
2009二360：  

2616－25  

新型インフルエ  
ンザ  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病   

コクシジオイデ  
ス症  

NEnglJMed  
2009：360；  

2605－15   

Lancet  
Neurology  
2009．8：57－  

66  

CDC／MMWR  
2009．58ニ  

105－109  

Vox  
SanguinlS  
2009：96：270   

日本細菌学  

会第82回総  

会 P2－182   

MMWR2009：  
58：ト3  

人ハブトゲロビン  ベネシス   人ハブトゲロ  
ビン  

人血液  
着‥  蕪■  

‾■  
村  日本  

有効成分  

90141に同じ  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  

病   

細菌感染  

90177に同じ  

90112に同じ  

インフル工ンザ  2009／4／17米CDCはカリフオルニア南部の小児  
2例の熱性呼吸器疾患をブタインフルエンザA  
（HINl）感染であると特定した。アマンダジン、  

リマンダジンに抵抗性があり、過去に報告され  
ていない固有の遺伝子断片の組み合わせが  
含まれていた。ブタ接触歴は無く感染源は不  
明。   

90298に同じ  新型インフルエ  
ンザ（HINl）  

新型インフルエ  
ンザ（HINり  

FDA／CBER  

2009年4月30  

日  

Sience2009；  

10．1126／SCI  

［NCE．11760  

62  

新型インフルエンザA（HINl）ウイルスは世界中  
に急速に広まっている。パンデミックの可能性  
を判断するのはデータが限られているため難し  
いが、適切な保険対応を伝えるには必須であ  
る。メキシコでの大流行、国際的な広がりの早  
期情報およびウイルス遺伝的変異について分  
析することにより、感染力と重症度の早期評価  
を実施した。   
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正
用
置
 
 

適
使
措
 
 

感染症（PT）   

リケッチア症  

出典   

第83回日本  

感染症学会  
総会 2009  
年4月23－24  
日  

概要   

平成20年8月、仙台市においてリケッチア症を  
疑う患者が発生した。生検材料を用いたPCRに  
より陽性であったが、シークエンス解析により、  
ロシアや中国の患者から報告されている  
R．heilomgiangensisに一致した。国内に、日本  
紅斑熟とは異なる紅斑熟ケッチア症が存在す  
ることが示された。   

NewYo止の62歳の男性は、シカダニウイルス  
に感染したシカダニの唆傷後に髄膜脳炎で死  
亡した。これまでシカダニウイルスのヒト感染は  
報告されていないが、この症例はシカダニウイ  
ルスが致命的脳炎の原因でありえることを示し  
ている。   

2004年にHeaJthProtectionAgencyは扁桃腺  
に蓄積されたvcJD関連プリオンタンパク質の  
大規模な調査により、無症候性vcJD保有率を  
検討するNationaIAnonymousTissue  
Archive（NATA）を開始。既に63000例の扁桃腺  
組織の収集・解析を行っており、100000例まで  
収集する計画であるが、現在のところ陽性サン  
プルは一つもなかった。  

05－06年、06～07年、07～08年の季節性イン  
フルエンザワクチン接種コホートの保存ペア血  
清を用いて、新型インフルエンザウイルスの交  
差反応性を検討した。18－64歳ではワクチン接  
種前に6－9％、60歳以上では33％が交差反応  
を示した。ワクチン接種後には交差反応を示し  
た例が18－64歳で2倍程度に増え、60歳以上で  
は全く増えなかった。  

ウイルス感染  N EnglJMed  

2009：360：  

2099－2107  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

Health  

Protection  

Agency  

2009／05／22  

型インフルエ  
新 ンザ（HINl）  

MMRW2009ニ  

58：521－52ヰ  

有効成分  
2009／7／28  90313  ゲラクソ  

スミスク  
ライン  

ゲラクソ  
スミスク  

ライン  
グラクソ  
スミスク  
ライン  

A型ボツリヌス毒素  A型ボツリヌ  

ス毒素  
A型ボツリ  

ヌス菌  
（Clostridiu  
m  

bot山inum）  

人血液  

ウシ（心  

臓、血液、  

乳、骨格  

筋、障臓）  

米国  

2009年6月11日、WHOは現在の新型インフル  
工ンザのAlertをフェーズ6に引き上げた。   

型インフルエ  

新 ンザ（HINl）  

2009年  
添加物  

製造工程  

A型ボツリヌス毒素  

A型ボツリヌス毒素  

人血清アル  
ブミン   

ウシ（心臓、  

血液、乳、骨  
格筋、障臓）  

米国  

米国、オー  

ストラリア、  
ニューー  

ランド  

2009／7／28  WHO   90314  

6月11日  
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報告者   
名   

ゲラクソ・  

スミスク  
ライン   

日本メジ  

フイジック  
ス  

一般名   

A型ボツリヌス毒素  

原材料名   

ヒツジ（血  

液）  

生物学的  

感染症（PT）  

原産国  米国  
含有区分   

製造工程  

出典  概要  

2009／7／28  放射性医薬品基準ガラクトシル  
人血清アルブミンジエチレントリ  
アミン五酢酸テクネチウム  
（99mTc）注射液  

ガラクトシル  
人血清アル  
ブミンジエチ  

レントリアミン  
五酢酸テク  
ネチウム  
（99mTc）  

日本  
有効成分  

型インフル工  

ンザ（HINl）  新   
共同通信HP  
2009年4月28  

日  

WHOは新型インフルエンザのPandemicAlertを  
フェーズ4に引き上げた。  

90317  

製剤基準  
人血清アル  
ブミン  

新型インフル工  

ンザ（HINl）  

レンサ球菌感  
染  

WHOは新型インフルエンザのPandemicAlertを  
フェーズ4に引き上げた。  

50代後半の男性が右母指のウオノメをカッター  
で自己切除したところ黒変し、その範囲は急速  
に拡大。右下肢の腫脹が起こり入院。右母指  
には悪臭と壊症を伴う重度の蜂巣炎、X線所見  
で右大腿部にガス像を認めた。Streptococcus  
dysgalactiaesubsp dysgalactiaeによる初めて  
のヒト感染例と考えられる。  

WHO2009年  

4月28日  日本化学療  

法学会票5了  

回総会 201  

佐藤製  
薬株式  
会社  

佐藤製  
薬株式  
会社  

佐藤製  
薬株式  
会社  

ゼリア新  
薬工業  

ゼリア新  
薬工業  

ヒトテロトロピン アルファ（遺伝  

子組換え）   

ヒトテロトロピン アルファ（遺伝  

子組換え）  

ウシ胎児血  
清、ウシ血清   

トリプシン  

トチロトロビン  
アルファ（遺  

伝子組換え）  

結核菌熱水  
抽出物  

全卵液  

ウシ血液  
製造工程  

製造工程  

有効成分  

2009／7／28  

2009／7／28  
ブタ  

90319  

不明  
ヒトチロトロビン アルファ（遺伝  

子組換え）  

チャイニー  
ズハムス  

ター卵巣細  
胞   

Z－100原液  

全卵液  

2009／7／28  

2009／7／28  

結核菌熱水抽出物  

結核菌熱水抽出物  

日本  

日本  

有効成分  

製造工程  

90321  

90322  
厚生労働省  

HP 2009年2  

月27日   

0IE／World  
animal health 
infon¶ation  
Vol．22No．10  

2009／03／05  

2009年2月27日、愛知県豊橋市のうずら農場  
においてトリインフルエンザウイルス（H7N6）が  
検出された。   

2009年2月27日、愛知県豊橋市のうずら農場  
においてトリインフルエンザウイルス（H7N6）が  
検出された。感染農場、周辺地域では家畜の  
移動制限、殺処分が実施され感染拡大防止措  
置が取られている。ヒトヘの感染は認められて  
いない。感染源は不明。   

烏インフルエン  
ザ  

鳥インフルエン  
ザ  
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正
用
置
‥
 
 

適
任
措
‥
無
 
 

生物由来成   分名  ペプトン  
感染症（PT）   

新型インフルエ  
ンザ（HINl）  

出典  受理日  

2009／7／29  

一般名   

リッキシマブ（遺伝子組換え  

原材料名   

ウマの肺  
臓、脛、ウ  
シの心臓、  

原産国  

米国、カナ  

ダ、オース  

トラリア、  
＿ユ‾ン′‾  

ランド  

含有区分   

製造工程  

概要   

WHOは新型インフルエンザのPandemicA】e止を  
フェーズ5に引き上げた。  

2009年  WHO   

4月29日  

脾臓及びブ  
タのラード  
ウオーター  
をブタのパ  
ンクレアテ  
ン及びペプ  
シンで処理  
したもの  

新型インフルエ  
ンザ（HINl）   

新型インフルエ  
ンザ（HINl）   

新型インフル工  
ンザ（HINl）   

庚症  

90341に同じ  

90341に同じ  

90341に同じ  

2007年後半におよそ70年ぶりにオーストラリ  
アのHunterVaFleyにおいてウシの炭痘のアウ  
トブレイクが発生した。オーストラリアにおい  
て、洪水により長期間埋もれていた炭症菌芽  
胞が姿を現し、農村部で庚痕が再興している  
と、NewSouthWalesの研究者らが報告した。  

2009／7／29  

2009／7／29  

2009／7／29  

2009／7／30  

全薬工  

業  

室秦王‾  

業   

全薬工  

業   

メルクセ  
ローノ株  
式会社  

リッキサン（遺伝子組換え）  

リッキサン（遺伝子組換え）  

リッキサン（遺伝子組換え）  

セツキシマフ（遺伝子組換え）  

製造工程  

製造工程  

製造工程  

製造工程  

宥‾一  

着‖   

宥…   

宥‾‾  

蕪●  

蕪‾   

蕪●   

蕪■  

ブタの膵臓  
由来   

ブタの胃液  

ブタ  

ウシ血液  

パンクレアテ  
ン   

ペプシン  

ラードウオー  
ター   
ウシ胎児血  

清  

90342  

90343  

90344  

90345  ProMED－  

mai120090511 

0．1747  

2009／7／30  
90346  

メルクセ  
ローノ株  
式会社  

メルクセ  
ローノ株  
式会社  

メルクセ  
ローノ株  
式会社  

セツキシマブ（遺伝子組換え）  
マウスハイブ  

リドーマ細胞  

ウシ血清ア  

ルブミン  

リボたん白賢  

マウスハイ  
ブリドーマ  
細胞株  

ウシ血液  

米国  製造工程  

製造工程  
2009／7／30  

90347  

セツキシマブ（遺伝子組換え）  

ランド  

＿ユ‾ン‾    米国  90234に同じ  

90234に同じ  

製造工程  
2009／7／30  

90348  

セツキシマブ（遺伝子組換え）  ウシ血液  ProMED－  

mai120090211 

5．0644  

ProMED－  

mai12008120  

7．0101  

90232に同じ   ProMED－  

mai12008120  

8．3856  
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正
用
置
‖
 
 

適
使
措
‖
無
 
 
 

生物由来成  
分名   

ウシ血清ア  

ルブミン  

ウシ胎児血  
清（抗第Ⅷ因  

子モノクロー  
ナル抗体製  
造用）   

培養補助剤  
（抗第Ⅷ因子  
モノクローナ  

ル抗体製造  
用－1）  

培養補助剤  

（抗第Ⅷ因子  
モノクローナ  

ル抗体製造  
用－2）   

人血清アル  
ブミン  

人血清アル  
ブミン  

トランスフェリ  
ン  

一般名   

ルリオクトコグ アルファ（遺伝  

子組換え）  

受理日   2009／7／30  

原材料名  

ウシ血液  原産国  米国  
含有区分   

製造工程  

感染症（PT）   

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

出典  概要  

90183に同じ  

リオクトコグ アルファ（遺伝  

ル  子組換え）  

ウシ血液  
90183に同じ  HPAweb FebnJary17． 2009  

2009／7／30  リオクトコグ アルファ（遺伝  

ル  子組換え）  

ウシ血液  米国  製造工程  
異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

90183に同じ  

バクス ター  
90357  

February17，  HPAweb  2009  

ルリオクトコグ アルファ（遺伝  

子組換え）  

2009／7／30  
ウシ肝臓  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

米国又は  
カナダ  

製造工程  90183に同じ  

バクス ター  
90358  HPAweb  

February17，  

2009  

2009／7／30  ルリオクトコグ アルファ（遺伝  

子組換え）  

加熱人血策たん白  

人血焚  米国  添加物  
異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  

病   

炭痘  

HPAweb  90183に同じ  バクス  
ター   

／くラま  

ター  

90359  

2009／7／30  90183に同じ  
米国  

有効成分  90360  

Febmary17， 2009   ProMED一  2009／7／31  90361  バミテプラーゼ（遺伝子組換え）  ウシ血液  ケニアのManyata地区のNjukiiri村で炭痘感染  
牛の処分を行っていた28歳の男性が炭祖菌感  
染症状を呈し2009年1月6日にEmbuPrDVinciar  
病院へ向かう途中で死亡した。   

ジンバブエにて2008年11月以降に炭症により  
死亡したウシやヤギの肉を食したことにより200  
人が炭痘に感染し8人が死亡した。   

オランダにて2009年1月初旬に、4年間で3例日  
となるvCJDによる死亡例が報告された。この患  
者の感染経路は報告されていない。  

90068に同じ   

アステラ  
ス製薬  

ProMED－  

m∂iほ009011  

6．0187  

ProMED－  異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

2009年2月17  

HPA／N8～VS  日  

150／166ページ  



感染症（PT）  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病  

炭痘  

出典  

ProMED－  

mai12009030  

7．0953   

ProMED－  

mai120090511 

1．1763   

ProMED－  

mal12009040  

61337  

概要   

2009年1月、スペインSantander北部の都市に  
て、同国で5番目となるvCJDによる死亡例が確  
認された。   

南インドのAndhraPradesh州Visakhapatnarnl＝  
おいて、過去2カ月間に17例が炭痘により死亡  
した。  

スペインで2009年3月28日、VCJDの研究を専  
門としている病理医の男性がvcJDの疑いで死  
亡した。感染経路は不明であるが、業務中に感  
染したヒト組織の暴露を受けたかどうかについ  
て調査している。   

90361に同じ  

異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

炭痘  着‥  蕪‾  バミテプラーゼ（遺伝子細換え）  

ウシ血清ア ルブミン  
ウシ血液  

製造工程  

アステラ ス製薬   
ProMED  

mai12009011  

0．0100  

ProMED－  

mai120090111 

6．0187   

ProMED－  

mait2009020  

2．0463  

HPA／News  

2009年2月17  

日   

ProMEDT  

maj12009030  

7．0953  

庚痘  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病  

異型クロイツ  

90361に同じ  

90361に同じ  

90068に同じ  

フェルト・ヤコブ  

病   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

炭症  

90361に同じ  

90361に同じ  
ProMED－  

mai12009051  

1．1763   

ProMED－  

mai12009040  

6．1337  

90361に同じ   異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

90363  

バミテプラーゼ（遺伝子組換え）  CHO細胞   ー（東京  
製造工程  

アステラ  

ス製薬  

2009／7／31  

ズハムス  
ター卵巣細  チャイニー   胞   

大学医科  
学研究所  
から入手し  
た細胞株〉  
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正
用
置
‥
 
 

適
任
措
‥
無
 
 

報告者   

名   

フェリン  

グ・  

ファーマ  

株式会  
モモ．．‖‖  

富士フイ  

ルムRI  

ファーマ  

生物由来成  
分名   

ヒト下垂体性  

性腺刺激ホ  
ルモン  

ヨウ化人血  

清アルブミン  
（131Ⅰ）  

感染症（PT）  

受理日   2009／7／31   

含有区分  有効成分  
ー般名   

ヒト下垂体性性腺刺激ホルモン  

9018引こ同じ  CDC／MMWR  

2009：58：4－7  
ウイルス性脳  
炎  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病   

黄熟  

ヨウ化血清アルブミン（1311）  
ヒト血液  日本  

有効成分  

90183に同じ  

HPAweb February17， 2009  

90188に同じ  ProMED－  

mai12009040  

2．1217  

90294に同じ   
ウイルス感染  

PLoS Pathogens 2009：4： elOOO455  

有効成分  
あすか製  
薬  

中外製  
薬  

中外製  
薬  

ヒト絨毛性性  

腺刺激ホル  
モン  

ペプトンN粉  

末  

ストレプトコッ  

クス・ピオゲ  
ネス・（A群3  

型）Su株ペニ  

シリン処理凍  
結乾燥粉末  

スキムミルク  

牛肉   

中国・ブラ  
ジル  

2009／8／6  日局ヒト絨毛性性腺刺激ホルモ  
ン  

ストレプトコックス・ピオゲネス・  

（A群3型）Su株ペニシリン処理  
凍結乾燥粉末  
ストレプトコックス・ピオゲネス・  

（A群3型）Su株ペニシリン処理  
凍結乾燥粉末  

ヒト尿  90366  

2009／8／11  90367  

2009／8／11  溶連菌抽  
出物注射  
用  

90368  

製造工程  

製造工程  

市外顛  
薬   

市井褒  
薬  

ウシ乳  

ウシ骨格筋  

米国  

オーストラ  

リア  

2009／8／11  
ストレプトコックス・ピオゲネス・  

（A群3型）Su株ペニシリン処理  

凍結乾燥粉末  
ストレプトコックス・ピオゲネス  
（A群3型）Su株ペニシリン処理  

凍結乾燥粉末  

90369  

90370  2009／8／11  
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感染症（PT）   

レンサ球菌感  
染  

出典  

CDC／MMWR  
2009：58ニ  

109－112  

概要   

米国におけるActiveBacterialCore  
Survei”anceの2006年のデータより、新生児の  
B群連鎖球菌疾患に関する分析結果。2000～  
2006年の間に早発性疾患は1199例、遅発性  
疾患は1005例に発症し、2006年では、早発性  
疾患179例、遅発性疾患137例の発症が報告さ  
れた。  

2004－2007年の4年間に確認された輸血ウイ  
ルス感染症は、HBV50例、HCV3例、HEV4例、  
ヒトパルボウイルスB19が4例である。輸血細菌  
感染症はRC－MAPによるY．enteroco＝tica感染  
2例、PCによるS．aureus感染l例であった。  

1985年にBSE、1997年に高病原性トリインフル  
エンザ（H5Nl）、1999年にウエストナイルウイ  
ルス、2003年にはSARSが発生。2006年にはチ  
クングニヤウイルスの発生。2007年には、未知  
の新ウイルス（新規のアレナウイルス）等の存  
在が明らかとなり、血液を介した感染リスクが  
存在するか検討されている。   

本邦で20プールNAT導入後、NAT陰性献血血  
液由来の血液製剤からHCV啓染が初めて報告  
された。   

Chlamydiatrachomatis感染症は米国で最も発  
症頻度の高いSTDであり、年間280万人が羅患  
している。2007年には＝0万人のクラミジア感  
染症例がCDCに報告され、その半数以上は15  
～25歳の女性であった。   

90312に同じ  

日本輸血細  B型肝炎C型  

肝炎  胞治療学会  
誌 2009：55：  

Y－1－2  

ウイルス感染  日本輸血細  
胞治療学会  

誌 2009：55：  
Y－1－3  

胞治療学会  
誌 2009：55：  

日本輸血細    0－054  

C型肝炎  

細菌感染  CDC／MMWR  

2009：58：  

362－365  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  

病  

鳥インフル工ン  
ザ  

Heaトth  

Protection  

Agency  

2009／05／22  

2007年のドイツで発生したH5Nlウイルスの家  
禽農場でのアウトブレイクの起原と、食物連鎖  
へH5Nlウイルスが侵入した疑いを調査するた  
めに、系統学的分析と疫学的分析を実施した。  
その結果、市販の冷凍貯蔵されたアヒルの肉  
が原因である可能性が示唆された。アヒルが  
高病原性H5Nlウイルスに感染しても臨床的に  
無症候であることが示された。   

製造工程  
日本   精製ツベルクリン  杢輌  

日本ピー ン‾ン‾ 製造  
2009／8／17  Emerg Infect 

Dis2009：15 
272－279  

90378  
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 烏インフルエン  

感染症（PT）   ザ  

出典  

Arch Viro1  

2009．154  

677－681  

概要   

ブタから分離されたH5Nlインフルエンザウイル  
スの病原性を検討した。ブタ由来H5Nlウイル  
スは鶏卵胚およびMDCK細胞でよく増殖するこ  
とが確認された。また、マウスに対する病原性  
では、ニワトリ由来のH5Nlウイルスに比べて病  
原性が低い或いは弱毒であることが示された。   

ウシ及びマウスの消化管上皮細胞株を樹立  
し、濾胞随伴上皮に存在するM細胞のlnVjtro  
分化誘導系を開発するなど、経口摂取した異  
常プリオン蛋白の生体への初期侵入機構の解  
明を目的とした研究の報告。  

ウシ及びヒツジの回腸と十二指腸に、逆行性  
のトレーサーを注入して、回腸遠他部から延髄  
に伸びる交感・副交感神経経路におけるプリオ  
ン移行の解析を行い、また、ウシ回腸遠位部で  
の物質の取り込みや神経網について行った研  
究の報告。   

国内初発のBSEをマウスヘ伝達・継代した結  
果、英国のBSEを伝達した結果と同様の結果  
が得られ、ウシでの解析結果と一致して、日本  
初発のBSEが英国のプリオン株と同じである可  
能性が示唆されたという報告。また、BSE、羊ス  
クレイピーをマウスヘ初代伝達した際の病変形  
成・発症について病理学的に検討を行った研  
究の報告。  

異型クロイツ  

フェルト・ヤコブ  

病  

農林水産技  

術会議事務  
局研究成果  
2009：468：  

77－81   

農林水産技  

術会議事務  
局研究成果  
2009．468二  

81－82  

農林水産技  

術会言義事務  
局研究成果  
2009：468：  

99－103  

2009／8／′17  

90379  

ン‾ン‾■’■  

日本ピー  製造  
精製ツベルクリン  

添加物  
乳糖  ウシの乳  

オランダ、  

ベルギー、  

ドイツ、ル  
クセンブル  
グ  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  

病  

異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

2009／8／21  加熱人血菜たん白  
人血清アルブミン（5％）  

人血清アルブミン（20％）  

人血清アルブミン（25年も）  

乾燥ポリエチレングリコール処  
理人免疫グロブリン  
トロンビン  
乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  
人免疫グロブリン  
乾燥人血液凝固第Ⅸ因子複合  
体  

ダルテパリンナトリウム   

着－  ヘパリン  ブタ腸粘膜  ‖
程
．
程
 
‖
工
物
工
 
 

‖
追
加
造
 
 

‖
製
添
製
 
 

日本製  
薬  

90380  

2009／8／21  90381  

品株式  
エール薬  会社  

血液凝固阻  
止剤  

エボラ出血  豚小腸  

中華人民 共和国  
有効成分  90019に同じ   WHO（2009  

年2月3日）  
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感染症（PT）   

エボラ出血  

出典  概要   

2009年1月23日、フィリピンにおいてブタからの  
感染と考えられるエボラウイルス・レストン株抗  
体陽性者が確認され、1月30日、さらに4例の  
抗体陽性者が確認されている。現在まで抗体  
陽性者の健康状態は良好であり、過去12ケ月  
以内に主だった症状を呈していない。   

フィリピンにおいて1月30日に、新たに4例が  
EboIa－Restonウイルスに感染していたことが判  
明した。   

90381に同じ  

含有区分  
ProMED－  

mai12009020  

3．0482  

エボラ出血  
ProMED－  

mai】2009013  

0．0417  

エボラ出血  
ProMED－  

米国におけるインフルエンザの活動性に関す  
る報告。2008年12月にサウスダコタにおいてブ  
タインフルエンザA（HINl）に感染した症例1例  
（19歳）に関する報告。  

90001に同じ  

インフルエンザ  
2009：58：  

115－119  

エボラ出血  

2009；84：49－  WHO／WER  56  

2009年1月23日、フィリピンにおいてブタからの  
感染と考えられるエボラウイルス・レストン株抗  
体陽性者が確認され、1月30日、さらに4例の  
抗体陽性者が確認されている。現在まで抗体  
陽性者の 
以内に主だった症状を呈していない。  

スペインにおいて2008年11月、養豚場で働く50  
歳女性がインフルエンザ種痘状を呈した。2009  
年1月13日国立インフルエンザ研究所より、ブ  
タ由来のインフルエンザA（HINl）の可能性が  
あると報告された。   

90235に同じ  

インフル工ンザ  ProMED－  

mai12009022  

0．0715  

インフルエンザ  CDC Weekly 
Report／¶u  

SummarY  

update 2009 

Mar6  

インフル工ンザ  カナダにおける季節性インフルエンザ流行状況  
報告。米国で、ブタインフルエンザA（HINl）の  
ヒトへの感染例が1例報告されたことも述べら  
れている。   

CCDR  

F山watch  

2008－2009  

weekO9  
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感染症（PT）   

エボラ出血  

出典  

WHO／EPR  
2009年3月31  

日  

CDC／MMWR  
2009．58：  

369374  

概要  

90056に同じ  

インフルエンザ  90282に同じ   

型インフルエ  
ンザ（ト‖Nl）  新   

2009／4／17米CDCはカリフオルニア南部の小児  
3  

（HINl）感染であると特定した。アマンダジン、  

リマンダジンに抵抗性があり、過去に報告され  
ていない固有の遺伝子断片の組み合わせが  
含まれていた。ブタ接触歴は無く感染源は不  
明。   

ブタインフル工ンザA（HINl）ウイルスに感染し  
た追加の6症例について。カリフォルニアのサ  
ンディエゴで3例、インペリアルで1例、テキサス  
のグァダルベで2例報告された。これらの患者  
から分離されたウイルスはメキシコの患者から  
分離されたウイルスと同じであった。  

メキシコ及び米国におけるブタインフルエンザ  
事例に対する対応について  

CDC／MMWR  

2009：58 卜  

型インフルエ  

新 ンザ（HINl）  

CDC／MMWR  
2009：58：1－3  

（dispatch）  

型インフルエ  

ンザ（HINl）  新   

厚生労働省  

健康局結核  
感染症課事  
務連絡2009  
年4月26日   

IDWR 2009 

第14週  

エボラ出血  2009年1月23日、フィリピンにおいてブタからの  
感染と考えられるエボラウイルス・レストン株抗  
体陽性者が確認され、1月30日、さらに4例の  
抗体陽性者が確認された。2月16日にさらに1  
例の抗体陽性者が確認された。2008年12月以  
降141例が抗体検査を受け、6例が陽性となっ  
た。6例全員が職業的にブタとの接触があり、  
感染源と考えられている。また6例全員が健康  
である。  

型インフルエ  

新 ンザ（HINl）  

カナダ政府はカナダにおけるブタインフルエン  
ザA（HINl）のヒト感染を確認した。Nova  
ScotJaで4例、BritishColumbiaで2例であり、米  
国及びメキシコのブタインフルエンザA（HINl）  
と同一株であった。   

Health  

Canada news  

reIease  

2009／04／26  
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感染症（PT）   

新型インフルエ  
ンザ（HINl）  

出典  概要   

2009年4月29日現在、9カ国が合計148例のブ  
タインフルエンザA／HINl感染を公式に報告し  
ている。米国では91例の確定症例を報告して  
おり、1名の死亡者がいる。メキシコは7例の死  
亡例を含む26例の確定症例を報告している。  
他、オーストリア（1例）、カナダ（13例）、ドイツ  

（3例）、イスラ工ル（2例）、ニュージーランド（3  

例）、スペイン（4例）、英国（5例）である。   

2008年5月及び7月に米国SouthCaroJina及び  
Pennsylvani∂からブタの狩猟に関連するブルセ  
ラ症症例が2例報告され、その後の調査で2例  
は8．Suisへの感染によるブルセラ症であるこ  
と、また、うち1例の兄弟もブルセラ症の可能性  
があるとされた。上記2例は暴霹後4～6カ月症  
状がなかった。  

IDWR2009 第16週  

ブルセラ症  CDC／MMWR  

2009：58：  

618－621  

甥  ブルセラ症  
ロシアのZameJetenovka州、Lyubinskiyと  
Sherbak山skiyの2地方で、ヒツジ、ウシ、ブタに  
おけるブルセラ症が発見され、それらの動物と  
接触した可能性のある300例が検査をうけ、39  
例がブルセラ症と診断された。   

カナダCFIAの検査員2名が、2009年4月下旬に  
Albe止aのブタにおけるインフルエンザアウトブ  
レイクについて調査中にブタインフル工ンザ  
A／HINlに感染したことが発覚した。カナダにお  
ける最初の新型インフルエンザ感染例である。  

ProMED－  

mai12009070  

1．2380  

ProMED－  

新型インフルエ ンザ（HINl）  

フィブリノリジ  

ン  
デオキシリボ  

ヌクレアーゼ  

ウシ血清  

牛の血清   

牛の膵臓   

ウシ血液  

有効成分   

有効成分   

製造工程  

第一三  

共株式  
第一三  

共株式  
旭化成  
ファーマ  

フィブリノリジン、デオキシリボヌ  

クレアーゼ  
フィブリノリジン、デオキシリボヌ  

クレアーゼ  
トロンボモデュリンアルファ（遺伝  

子組換え）  

2009／8／21  

2009／8／21  

2009／8／21  

90382  

90383  

90384  

ニューンー  

ランド  
＿ユ‾‾ン‾  

ランド  

ニューン′－  

ランド  

ニュージーランドにおいて、ウシ結核菌に感染  
したウシ（1頭）が発見され、感染拡大防止のた  
め、感染牛は屠殺処分され、当該牧場の家畜  
に移動制限が行われた。   

Northland  

Northem  

Advocate  

2009／07／09  
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報告者   
名   

旭化成  
ファーマ  

生物由来成  
分名   

トロンボモ  
デュリンアル  
ファ（遺伝子  

細換え）  

一般名  

トロンボモデュリンア  

子組換え）  

感染症（PT）  原材料名   

ヒト成人肺  

原産国  

米国  

含有区分   

有効成分  

出典  概要  

組織及びヒ  
トさい帯内  
皮細胞由  
来cDNAを  
組み込んだ  
チャイニー  
ズハムス  

ター卵単細  
胞  

旭化成 ファーマ  トロンボモデュリンア  

子組換え）  

抗トロンボモ  
デュリンアル  
ファマウスモ  
ノクローナル  
抗体  

ブタ腫臓由  
来トリプシン  

マウスハイ  
ブリドーマ  

米国  製造工程  

細胞をハウ  
ス腹腔内に  
接種して得  
られた腹水   
ブタ膵臓  

（抽出物）  

エブタゴク アルファ（活性型）（遺  

伝子組換え）  

不明  製造工程  
新型インフルエ  
ンザ（HINl）  

90381に同じ   CDC／MMWR  

2009：58．1－3  

CIDRAP  

News  

2009／04／24  

型インフルエ  

新 ンザ（HINl）  

2009年4月24日、CDCはメキシコでの致死的な  
呼吸器疾患発症例から分離されたウイルスは  
米国の患者のブタインフルエンザA／HINl株と  
一致したと発表した。米国での感染例は現在8  
例である。メキシコ政府の公式発表では、メキ  
シコシティーにおいて854例以上の肺炎患者が  
発生し、そのうち59例が死亡している。   

ノボノル  

ディスク  
ファーマ   

ノボノル  

ディスク  
ファーマ  

ノボノル  

ディスク  

ファーマ  
CSL  

ベーリン  

グ  

工ブタゴク アルファ（活性型）（遺  

伝子組換え）  

エブタゴク アルファ（活性型）（遺  

伝子組換え）  

エブタゴク  

アルファ（活  

性型）（遺伝子  

組換え）  

ウシ胎仔血  
ご主  ′日  

エブタゴク  不明  
有効成分  

アルファ（活  

性型）（遺伝  

子組換え  
ウシ血液  

2009／8／24  
90389  

＿ユ‾ソ‾  製造工程  

2009／8／24  工ブタゴク アルファ（活性型）（遺  

伝子組換え）  
ウシ新生仔  
血清   

ヘパリンナト  

リウム  

ウシ血液  
製造工程  

製造工程  

90390  

人血清アルブミン  
破傷風抗毒素  
フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子  
乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  

ブタ腸粘膜  
中国  
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生物由来成  
分名   

人Cトインア  
クチベーター  

概要  

81052に同じ  

出典  感染症（PT）   

バベシア症  

原産国   

米国、ドイ  
ツ、オース  
トリア  

含有区分   

有効成分  

原材料名   

ヒト血液  

一般名  

人Cトインアクチベーター  

受理日  

2009／8／24  Clin lnfect 

Dis2009；48：  

25－30  

90183に同じ  異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病   

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  

病  

インフル工ンザ  

Febn」ary17，  HPAweb  2009  
90177に同じ  Vox  

Sangulnis  
2009；96：270   

FDA／CBER  
2009年5月7  

日  

90298に同じ  

90298に同じ  クロイツフェル  
ト・ヤコブ病  

エボラ出血  

49（5）：977－  Transfusion；  984  
90299に同じ  

有効成分  
中国  ヘパリンカル  

シウム  
健康なブタ  
の腸粘膜  

味の素  
Reuters  

（January23．  

2009）  

ヘパリンカルシウム  

90019に同じ  

90299に同じ  

O   エボラ出血  

新型インフルエ  
ンザ  

WH  

年2月3日）  

WHO／EPR  
2009年4月24  

日，2009年4  

月27日  

WHO／Media  
centre 2009 
年4月27日  

米国カリフオルニア州カーン郡ベーカーズ  
フィールドにおける2007年夏のWNV確定症例  
は140例で、2004－2006年に比べて205－280％  
の増加が認められた。この増加には、住宅ロー  
ン滞納により放置された住宅のプールが関係  
している。   

ブラジル当局は、リオデジャネイロにおける  
2008年のデング熱による死亡例は106例で、  
2007年の27例比べて4倍であり、デング熱に羅  
患者数についても2007年の2．5万人に比べ、  
2008年は12．7万人であると述べている。   

ウエストナイル  
ウイルス  

添加物  米国  

人血清アル ブミン  
インターフェロンアルファー2b（遺  

伝子組換え）  

Emerg lnfect 
Dis2008；14：  

174了－1749  

デング熱  lntemational  

Herald  

Tribune  

2009／01／＝  
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概要   

チェコ共和国PHPAによると、2008年にA型肝炎  
確定症例が1616例報告されたが、これは2003  
～2007年までの年間平均報告数153例（70－  
322例）と比べて10．6倍であった。この感染拡大  
は、初期には薬物静注濫用者と関係しており、  
約1／4の症例はヒトーヒト感染によるものと考え  

られたが、年の後半では恐らく長期間に亘るA  
型肝炎罷患率の低下で感受性の増大した一般  
住民において拡大したと考えられた。  

9018引こ同じ  

感染症（PT）  出典  

Eurosurvei‖a  

nce2009：14．  

19091  

ウイルス感染  ProMED－  

mai】2009040  

2．1272   

ProMED－  

mal】2009012  

9．0400  

CDC／Travele  

rsIHeaIth  

2009年2月4  
日  

90003に同じ  
ウイルス感染  

2009／8／26  
90395  花車衰  

血清療  
法研究  
所  

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅷ園子  有効成分  
血液凝固第  
Ⅷ因子  

ヒト血液  
日本   

ウイルス感染  90003に同じ  

90003に同じ  CDC／Travele  
rs’Hea圧h  

2009年2月4  

巨㊤＿……  
HPA／N（）WS  

2009年2月17  

日  

CDC／MMWR  
2009：58：  

229－2  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  

病   

マラリア  

9006引こ同じ  

90123に同じ   
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感染症（PT）   

リケッチア症  

概要  

90112に同じ  
会第82回総  

会 P2－182   

MMWR2009；  
58：1－3  

新型インフルエ  
ンザ（HINl）  

新型インフルエ  
ンザ（HINl）  

90312に同じ  

900295に同じ   

新型インフル  
エンザに関す  
る報道発表  
資料 2009  
年5月16日  

化学及  

血清療  
法研究  
敢‖＿＿  

化学及  
血清療  
法研究  
所  

乾燥細胞培養痘そうワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  

乾燥細胞培養痘そうワクチン  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワ  
クチン  
乾燥組織培養不活化A型肝炎  
ワクチン  
幸乞燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  

2009／8／26  
90396  初代腎臓培  

養細胞  

ラクトアルブ  2009／8／26  
90397  う㌻乳  

オーストラ  
リア、米  
国、ニュー  
ジーラン  

ド、カナダ  

製造工程  

血清療  
法研究  
化学及   所  

乾燥細胞培養痘そうワクチン  
乾燥弱毒生廃しんワクチン  
乾燥組織培養不活化A型肝炎  
ワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワ  
クチン  

乾燥細胞培養癒そうワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  
乾燥組織培養不活化狂犬病ワ  
クチン  

2009／8／26  90398  
血清■  ウシ血液  

オーストラ  

リア、 ニューソー ランド  
製造工程  

筋アデニル 酸  
2009／8／26  90399  化学及  

血清療  
法研究  
所  

蕪‥  
米国  製造工程  

添加物・  
製造工程  
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報告者   
名   

化学及  
血清療  
法研究  
所  

生物由来成  
分名   

エリスロマイ  
シンラクトビ  
オン酸塩  

一般名   

乾燥細胞培養痘そうワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチ  
ン  

乾燥組織培養不活化狂犬病ワ  
クチン  

ダナバロイドナトリウム  

原材料名  

ウシ乳  原産国  米国、カナ  
含有区分   

製造工程  

感染症（PT）  出典  概要  

ダ、オラン  
ダ、ニュー  
ジーランド  

ダナバロイド  

ナトリウム  ブタ小腸粘 膜抽出物  
有効成分   エボラ出血  90296に同じ  WHO Disease  

Outbreak  
News2009年  

3月31日  

ドイツ、フラ  
ンス、スペ  
イン、オー  
ストリア、  
オランダ  

新型インフル工 ンザ（HINl）  

CDC  

2009／06／26  

Novel HlNl 

Flu Situation  

Update  

2009年6月25日までに米国で確認された新型  
インフルエンザA／HINl感染確定例及び可能  
性例は27，717例であり、死亡例は127例であ  
る．  

90394に同じ  2009／8／′26  
90402  

ヒト絨毛性性  
腺刺激ホル  
モン（日局）  

妊婦尿  
デング熱  

ヒト絨毛性性腺刺激ホルモン（日 局）  

Intemational  

Hera】d  

Tribune  

2009／01／11   

ProMED－  

mai12009040  

2．1272   

ProMED－  

mai12009060  

8．2121  

ウイルス感染  

デング熱  

90188に同じ  

2009年の1月から5月22日までの、ブラジルバ  
イーア州における古典的デング熱症例数は  
82402例に達し、2008年同時期（28432例）と比  
べて220％増加している。確定死亡例は55例で  
あった。   

ブラジルのエスビリト・サント州保健当局は、  
2009年は6月1日までにデング熱症例数が  
43536例を記録したと発表した。1日当たり約  
288例が報告されていることになる。   

2009年4月24日以降、米国及び他の国々にお  
ける新型インフルエンザA／HINl感染症例は増  
加し続け、6月24日現在WHOに報告された確定  
症例数は累計55867例（死亡238例）である。米  
国は21449例（死亡87例）、メキシコは7847例  
（死亡115例）、ブラジルは334例（死亡0例）。   

デング熱  ProMED－  

mai12009062  

2．2286  

WHO Disease  

Outbreak  

News2009年  

6月24日  

新型インフル工  
ンザ（HINl）  
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感染症（PT）  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

出典  

Department  
of Health  
2009／06／05  

概要   

血友病患者の脾臓中に異常プリオン蛋白質が  
発見されたことを受け、CJD事故委員会の要請  
により「vCJDRiskAssessmentCaIcuIatIOnS  
fora Patientwith Multiple Routesof  

Exposure」報告書がDepar・tmentOfHealthに  
よって作成された。感染可能性のある種々の  
経路を設定し、それぞれの相対的な感染確率  
を検討した報告である。   

英国でvCJDに関連した凝固園子製剤を11年  
前に投与された血友病患者のvCJD感染の報  
告を受けて、米国におけるリスク管理戦略を再  
評価した。その結果は、米国で承認されている  
第Ⅷ因子製剤からのvCJD感染のリスクは極め  
て低いと考えられるが断吾はできない、という  
従来と同様の評価である。   

Trypanosomacruzr抗体検出用のEしISA検査シ  
ステムがCBERにより許可されたことをうけ、米  
国において、全血、血液成分及びHCT／Psにお  
けるトリパノソーマ症伝播のリスク低減のため  
のドナースクリーニングについて、FDAよリドラ  
フトガイダンスが公表された。最終版発表後1  
年以内にこのガイダンスに適合することが推奨  
されることとなる。  

異型クロイツ  

フェルト・ヤコブ  
病  

FDA TSE  

advisan／  

committee  

2009／／06／′16  

リカ・トリパ  

ノソーマ症  アメ   
FDA  

Guidance for  

Industry（draft  

）′’useof  

SerologicaI  

Tests to  

Reduce the  

Risk of  

Transmission  

of  

TrYPanOSOma  

cnJZi  

Infectionin  

J．Hosp．  

Infect．2009ニ  

72：65－70  

J Med 

Microbio1  

2009：58‘  

234238  

バイエル  

薬品  

日本ケミ  
カルリ  
サーチ  

アブロチニン製剤  ウシ肺  

ジーランド   ウルグア イ、ニュー   中国、台湾  
有効成分  異型クロイツ  

ミリモスチム   アブロチニン 液  

90145に同じ  

フェルト・ヤコブ  
病  

2009／8／27  注射用ミリモスチム  
ヒト尿  有効成分  

2007年8～9月に、インド東部のオリツサでコレ  
ラが大流行した。流行地域で収集された糞便  
検体からE「「or型の01コレラ菌が単離され、コ  
レラ毒素8サブユニットの遺伝子（ctxB）解析の  
結果、致死性の高いclassicaI型のコレラ菌のct  
xBと同一のアミノ酸配列になっていることが確  
認された。   

90291に同じ   

90405  

レンサ球菌感 染  
日本感染症  

学会総会学  

術集会 第83  
回 0－173  
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報告者   
名   

日本ケミ  
カルリ  
サーチ  

一般名  

注射用ミリモスチム  

原材料名   

ヒト血液  

感染症（PT）   

インフルエンザ  

新型インフルエ  
ンザ（HINl）  

受理日  

2009／8／27  原産国  日本  
含有区分   

添加物  

出典  概要   

90381に同じ  CDC／MMWR  

2009：58：ト3  

2009年3月から4月上旬にかけてメキシコで呼  
吸器疾患のアウトブレイクが発生した。3月1日  
から4月30日までに合計1918例の重症呼吸器  
疾患症例が報告され、うち286例がインフル工  
ンザA陽性、97例がRT－PCRにより新型インフ  
ル工ンザA／HINlと確定された。死亡例は合計  
84例が報告された。このインフルエンザウイル  
スはカリフオルニアの小児患者2例から同定さ  
れたウイルスと同一の株であることが判明し  
た。   

新型インフルエンザA／HINl感染例が国内で初  
めて確認された。米デトロイト発成田行きの飛  
行機に搭乗しており、帰国時に発熱等を呈して  
いたため簡易検査を行い、A型インフルエンザ  
陽性反応が出たためRT－PCR検査を実施し、  
新型インフルエンザA／HINl陽性が確認され  
た。  

90294に同じ  

CDC／MMWR  
58（dispatch）  

2009／4／30  

新型インフルエ ンザ（HINl）  

1BTimes  

2009／05／09  

笥  

ウイルス感染  

PLoS Pathogens 2009；4： elOOO455  

ヒト絨毛性性腺刺激ホルモン  
ヒト絨毛性性  

腺刺激ホル  
モン   

ルリオクトコ  
グ アルファ  
（遺伝仕組換  

え）  

中国  
有効成分  

2009／8／27  而痛感  
薬   

パうスー  
ター  

ヒト尿  90407  

ルリオクトコグ アルファ（遺伝仕  

組換え）  

遺伝子組  
換えチャイ  
ニーズハム  

スター卵巣  
細胞株  

2009／8／28   90408  
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